
第44  

く平成ユ3年度）  

平成14年1、2月  

文 部 科 学 ぎ   

準筆圧術・学術政策局  

碍子力安全課 防災異境対策室   



次

｢調査機関｣

｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅰ.環境に関する調査研究(大気､陸)

Ⅰ-1大気浮遊塵中の放射性核種濃度

Ⅰ-2 環境中の14cの濃度調査

Ⅰ-3 環境中の地殻ガンマ線の分布と変

放射線医学総合研究戸

ネオス･テック

放射線医学総合研究再

放射線医学総合研究再

動に関する調査研究

一神戸市における詳細調査について-

Ⅰ-4 浮遊じん放射能観測からみた国内 気象庁観測部環境気象

の環境放射能レベル

Ⅰ-5 大気圏の粒子状放射性核種の長期 気象研究所…‥…Y

的動態に関する研究

Ⅰ-6 大気中の放射性気体の実態把握に 気象研究所…･……

関する研究

Ⅰ-7 環境省における環境放射能調査に 環境省環境管理局大気

ついて

Ⅰ-8 高空における放射能塵の調査

Ⅰ-9 河川流域における放射性核種の移

行挙動研究

一久慈川流域土壌の放射能調査-

Ⅰ-10 森林中の14c比放射能の分布測定

Ⅰ-11青森県六ヶ所村における137cs降下

防衛庁技術研究本部′

日本原子力研究所‥X

北海道大学

日本原子力研究所…

(財)環境科学技術研ヲ



｢論文番号｣ ｢題目｣ ｢調査機関｣

Ⅰ-16 90sr,137csの土壌中深度分布の実態 農業環境技術研究所｡,

調査

Ⅰ-17 世界の土壌･植物系における127Ⅰの 農業環境技術研究所

蓄積レベルと動態の把握

-カナダー

Ⅰ-18 世界の土壌･植物系における127Ⅰの 農業環境技術研究所‥∨

蓄積レベルと動態の把握

一口シア(ヨーロッパ地域)･ウクライナー

Ⅰ-19 土壌および植物中129Ⅰレベルのモニ 農業環境技術研究所

タリング

Ⅰ-20 地下水中127Ⅰの蓄積レベルと動態の 農業環境技術研究所､

把握

Ⅰ-21地表水(地下水を含む)中127Ⅰの濃 農業環境技術研究所′

度レベルと動態の把握

Ⅰ-22 降下物､陸水､海水､土壌及び各種(財)日本分析センター

食品試料の放射能調査

Ⅰ-23 井戸水使用家屋における屋内ラド 放射線医学総合研究所(

ン濃度 福岡県保健環境研究所

Ⅰ-24 職場環境におけるラドン濃度の全(財)日本分析センター

国調査

Ⅰ-25 再処理施設からの液体廃棄物の放 核燃料サイクル開発機棉

出モニタリング

Ⅰ-26 環境における中性子線量率の全国(財)日本分析センター

調査



｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅱ.環境に関する調査研究(海洋)

Ⅱ-1日本周辺海域の放射能の解析調査

Ⅱ-2 沿岸海域試料の解析調査

Ⅱ-3 近海海産生物放射能調査(北千島･

オホーツク海･北海道北部沖合域)

Ⅱ-4 日本海周辺海域海底土の放射能調

査

Ⅱ-5 日本海深海域における底生生物の

生物相と放射能

Ⅱ-6 海洋表層から深海へ鉛直輸送され

る人工放射性核種に関する研究

Ⅱ-7 日本近海の海水及び海底土の放射

能調査

Ⅱ-8 日本海の海水･海底土調査

Ⅱ-9 日本海の深海流測定

Ⅱ-10 海洋環境における放射性核種の長

期挙動に関する研究

Ⅱ-11日本近海海域における海洋放射能

調査

Ⅱ-12 日本海における人工放射性核種の

移行挙動に関する調査研究

Ⅱ-13 原子力発電所温排水等により飼育

した海産生物の放射能調査

｢調査機関｣

放射線医学総合研究再

放射線医学総合研究房

水産総合研究センター

水産総合研究センター

〝 日2

水産総合研究センター

水産総合研究センタ

海上保安庁海洋情報書

海上保安庁海洋情報苦

海上保安庁海洋情報苦

気象研究所……ア帖

気象庁気候･海洋気

日本原子力研究所‥¥

(財)温水養魚開発協



｢論文番号｣ ｢題目｣ ｢調査機関｣

Ⅱ-15 2001年5月に核燃料サイクル施設沖(財)海洋生物環境研究所

合海域で観測された放射性核種濃

度の低下現象について

Ⅱ-16 平成13年度核燃料サイクル施設沖(財)海洋生物環境研究所

合海域の海洋放射能調査

Ⅱ-17 平成13年度原子力発電所等周辺海(財)海洋生物環境研究所

域の海洋放射能調査

Ⅱ-18 核燃料サイクル施設沖合海域およ(財)海洋生物環境研究所

び茨城海域における239+240pu濃度分

布特性について

Ⅱ-19 スルメイカの239+240pu濃度 (財)海洋生物環境研究所

Ⅱ-20 海産生物への3Hの蓄積調査 (財)海洋生物環境研究所



｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅲ.食品及び人に関する調査研究

Ⅲ-1水産食品摂取経路における被ばく

低減化に関する調査研究

Ⅲ-2 原子力施設周辺住民の放射性及び

安定元素摂取量に関する調査研究

Ⅲ-3 人骨中の90sr濃度及び青線量につい

て

Ⅲ-4 牛乳中の放射性核種に関する調査

研究

Ⅲ-5 家畜の骨中90sr濃度調査

(2001年度)

Ⅲ-6 平常時(緊急時に備えて)における

野菜等農作物の放射能調査

Ⅲ-7 食品の放射能水準調査

Ⅲ-8 輸入食品の放射能調査研究

Ⅲ-9 食品中放射性核種による被ばく線

量評価に関する研究

｢調査機関｣

放射線医学総合研究再

三重大学

放射線医学総合研究再

放射線医学総合研究戸

農業技術研究機構 壱

〝 北海道磨

〝 九州沖調

農業技術研究機構

動物衛生研究所 訓

農業環境技術研究所,

(財)日本分析センター

国立保健医療科学院

横浜検疫所輸入食品杉

神戸検疫所輸入食品杉

国立公衆衛生院ウ…｡

(現 国立保健医療華



｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅳ.分析法､測定法等に関する調査研究

｢調査機関｣

Ⅳ-1環境生態系のトリチウム安全評価 放射線医学総合研究所γ

モデルとデータベース構築 ワイフアースト(有)

茨城大学

熊本大学

富山大学

Ⅳ-2 緊急時被曝線量評価法に関する研 放射線医学総合研究所

究

Ⅳ-3ICトMSによるウラン同位体比迅速 放射線医学総合研究所Y

測定法の開発および環境モニタリ

ングへの適用に関する研究

Ⅳ-4 環境試料中の放射性核種迅速分析(財)日本分析センター≠

法の開発

一
アメリシウムー241､キュリウム､

全α放射能､ヨウ素-129-



｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅴ.都道府県における放射能調査

Ⅴ-1北海道における放射能調査

Ⅴ-2 青森県における放射能調査

Ⅴ-3 岩手県における放射能調査

Ⅴ-4 宮城県における放射能調査

Ⅴ-5 秋田県における放射能調査

Ⅴ-6 山形県における放射能調査

Ⅴ-7 福島県における放射能調査

Ⅴ-8 茨城県における放射能調査

Ⅴ-9 栃木県における放射能調査

Ⅴ-10 群馬県における放射能調査

Ⅴ-11埼玉県における放射能調査

Ⅴ-12 千葉県における放射能調査

Ⅴ-13 東京都における放射能調査

Ⅴ-14 神奈川県における放射能調査

Ⅴ-15 新潟県における放射能調査

Ⅴ-16 富山県における放射能調査

Ⅴ-17 石川県における放射能調査

Ⅴ-18 福井県における放射能調査

Ⅴ-19 山梨県における放射能調査

Ⅴ-20 長野県における放射能調査

Ⅴ-21岐阜県における放射能調査

Ⅴ-22 静岡県における放射能調査

｢調査機関｣

北海道立衛生研究所′

青森県環境保健センう

岩手県環境保健研究ヰ

宮城県原子力センター

秋田県衛生科学研究河

山形県衛生研究所｡′三

福島県原子力センター

茨城県公害技術センう

栃木県保健環境センう

群馬県衛生環境研究再

埼玉県衛生研究所人′

千葉県環境研究センう

東京都立衛生研究所ノ

神奈川県衛生研究所､

新潟県放射線監視セニ

富山県環境科学センタ

石川県保健環境センタ

福井県原子力環境監巷

山梨県衛生公害研究再

長野県衛生公害研究再

岐阜県保健環境研究所

静岡県環境放射線監華



｢論文番号｣ ｢題目｣

Ⅴ-29 奈良県における放射能調査

Ⅴ-30 和歌山県における放射能調査

Ⅴ-31鳥取県における放射能調査

Ⅴ-32 島根県における放射能調査

Ⅴ-33 岡山県における放射能調査

Ⅴ-34 広島県における放射能調査

Ⅴ-35 山口県における放射能調査

Ⅴ-36 徳島県における放射能調査

Ⅴ-37 香川県における放射能調査

Ⅴ-38 愛媛県における放射能調査

Ⅴ-39 高知県における放射能調査

Ⅴ-40 福岡県における放射能調査

Ⅴ-41佐賀県における放射能調査

Ⅴ-42 長崎県における放射能調査

Ⅴ-43 熊本県における放射能調査

Ⅴ-44 大分県における放射能調査

Ⅴ-45 宮崎県における放射能調査

Ⅴ-46 鹿児島県における放射能調査

Ⅴ-47 沖縄県における放射能調査

｢調査機関｣

奈良県保健環境研究セニ

和歌山県衛生公害研究ヰ

鳥取県衛生環境研究所ル

島根県保健環境科学研夕

岡山県環境保健センター
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Ⅰ.環境に関する調査研

(大気､陸)



Ⅰ-1 大気浮遊塵中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

湯川雅枝､本郷昭三､武田志乃

佐藤愛子､山本一彦央､岡崎隆

テック)

1.緒言

核爆発実験や原子力平和利用によ り､大気中に放

核種による環境レベルを把握し､国民の被爆線量評

を目的と して､大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を

具体的には､昭和4 P年10月より実施してきた

の放射性核種濃度レベルの観測を継続し､平常時に

ラ ウンドを把握して､大気圏核実験由来のフォール

動を観察する｡これによ り､チェルノ ブイリ事故後

13 4の検出やC s -13 7のレベル上昇等のよ う

能の異常の早期発見並びに規模や発生源の推定を行

2.調査研究の概要

2
-1.試料採取

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1.5m

試料と した｡浮遊塵は大口径のハイポリ ーウムエア

いて､捕集効率が0.9 9 5以上のグラスファイバ

3 c m X2 5.4 c
m)に連続集塵するが､サンプ

マイク ロ コンピュータによって一定量(1m3 /m

う に制御されている｡濾紙の目詰ま り は約2 ケ月程

こ らなかったが､目詰ま り を生じて流量が下がった

流量は正しく表示されるよ うに設計されている｡

2 -

2.平成14年度の調査について

連続的に採取される浮遊塵の全放射能を連続自動

異常値を検出した場合に警報を発して､集塵装置を



表
-

1. 大気浮遊塵 中 の 137 Cs 覇集度

大 気 浮 遊塵

採 取 期 間

通 風】■
m 3(>く103)

137 C s (>< 1 0

-

1996 3/21～ 4/22 20.2

4/22～ 5/20 22.8

5/20一-･- 6/20･ 27.4

6/20～ 7/19 27.7

7/19一-･- 8/19 31.2

8/19一--･･9/20 34.2 0.667± 0

9/20～ 10/21 24.6

10/21一-･･-ノ11/20 22.3

1997 8/22′･･- 9/22 21.9

9/22～ 10/21

10/21～11/21

11/21一･･･一 12/22 29.5

12/22一､･′ 1998 1/22

1/22～ 2/25 23.6 0.772 ± 0

2/25′--･･･3/23 21.0

3/23一-･･-′ 4/27 23.5

4/27′､･′ 5//26 24.6

5/26～ 7/27 36.0

7/27一-･･-′ 8/27 21.7

表
- 2. 大気浮適妄塵 中 の 90Sr 漬 度

大 気 浮 遊塵

採 取 期 間

通 風 量
m 3(×103)

90Sr (>く 1 0
~

1992 3/26一-･･-′ 4/02 19.7

4/02一-･-･4/09 9.02

4/09～ 5/01 8.77 0.39± 0

5/01～ 5/29 31.1

5/29～ 6/29 34.0

6/29一一･･-′ 7/31

7/31～ 8/27

31.5

21.0 0.58± 0

8/27一--ノ 9/25

9/25～ 10/26

0.061±

25.9

10/26～ 11/29

11/29一--一 12/25 20∴2

12/25～ 1993 1/29 28.2

1/29一--′ 2/26 27.6

2/26～ 3/26 24.8

1994 3/17一-･- 4/18

6/11一-･- 7/18 31.8



Ⅰ-2 環境中の14Cの濃度調査

放射線医学総合研究所

府馬正一､井上義和､鹿島弓

1.緒言

環境中の14cの主な起源は､自然生成､大気圏核実験

サイクル関連施設などである｡】4cは半減期が長いため

集団線量預託への寄与が無視出来ないと考えられてい

に及ぼす線量影響を起源毎に評価するためには､施設

自然環境と施設周辺環境における14cレベルの長期間の

動および地域分布などに関するデータが不可欠である

自然生成および核実験起源の14cの環境レベルを把握

1960年代初頭よ り現在に至るまで､主に日本産の植物環

ルコールを測定試料として14c濃度(比放射能､dpm/gC)j

た｡植物では､ある年に生育した部分の炭素中の14c濃

の大気中の二酸化炭素中の14c濃度を良く反映する と考

測定値は､飲食物の摂取を通じて人体に摂取される14c

線量評価を行う際の有用なデータ と して使用出来る と

2.調査研究の概要

今年度測定した試料は､主と して2001年に日本で収垂

りを原料と して発酵醸造されたワイ ンである｡これら

蒸留法によ り アルコールを抽出した｡比重を測定して

-ル濃度(90～94%)を決定後､その10mlを同量のトル1

一夕 と混合し､液体シンチレーショ ンカ ウンタPackardモ

2000CAで1試料当た り500分間測定した｡バック グラウン

試料は､同量の合成アルコールを用いて調製した｡こ

1試料に導入できる炭素量は約4gであり､測定効率は6



3.結語

本調査研究によ り蓄積された14c濃度の時系列デ

とが分かった｡1940年代の試料から､日本での自三

13.7dpm/gCであった｡大気圏核実験の開始に伴い､

度は急激に上昇し始め､1963年には最大値25dpm/g(

後1980年代まで､濃度は比較的急速に低下した｡

年前後の日本の濃度は､北半球大気対流圏の予測

%の低下を示した｡これは､日本の急速な工業化

大量消費の結果､14cを含まない炭酸ガスの大気中

したため､希釈され濃度が低下したと推定される

植物由来有機成分中の14c濃度は､年々減少率が

なお減少傾向が続いている｡2001年現在､核実験j

レベルの約9%増のレベルで大気中に残存していモ

14c濃度の長期的な時間変化を予測するためには

たしている炭酸ガスのリ ザーバーと しての役割と

に基づく14cを含まない炭酸ガスの大気中濃度の増

の両者の影響について解析する必要がある｡これ

地球温暖化の原因解明にも役立つであろ う｡一方

土中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転に伴い

が上昇する可能性があるので､今後もデータを蓄

表1.日本の2001年産ワイ ンの14c豆

試料# ブドウの産地 14c濃度

(dpm/gC)

北海道

長野県

山梨県

愛知県

大阪府



Ⅰ-3 環境中の地殻ガンマ線の分布と変動に関する調

一神戸市における詳細調査について-

放射顛

古ノI

1.緒言

一般の生活環境に存在する放射線のうち､地殻ガンマ線右こ

実環境において測定すると共に､岩石や土壌などの環境物讐

核種濃度の分析を行い､国氏線量算定の高精度化に資するこ

る｡特に､地殻ガンマ線レベルの地理的分布とその時間変重

要因(都市化や大規模開発など)ならびに自然的要因(火山

を考慮した詳細な調査研究を実施している｡

旧課題(平成7年度まで)においては､日本のバックグモ

ルの分布を明らかにするため､全国調査を実施した｡また､

従来の手法に加えてスぺクトロメトリ法による測定を開始t

めた測定調査を主として火山地域(雲仙普賢岳､伊豆大島､

等)において実施した｡これらによって得られたデータと斤

抄録等により､逐次公表を行ってきた｡特に全国調査の成男

大きく貢献するとともに､国連科学委員会報告書等に日本β

されている｡

2.調査研究の概要

今年度は､震災に起因する線量率変動の有無を検討するプ

災域(灘区と東灘区の市街地)において､空間ガンマ線線卓

で得た｡測定には3'-¢×3--N幻m)スペクトルサーベイメ

2''NaIm)サーベイメータを使用した｡図1に､神戸市東灘

におけるガンマ線線量率の分布を､1--¢×2--NaIm)サー♪

元値に基づくコンター図で元す(市街二帥における測穿であj



考えられる｡現在､神戸市街地に分布する土壌･地質､および伏司

られている活断層分布と線量率分布との関係などについて検討をi

なお､1T7¢×2-fNaIm)サーベイメータの指示値(単位:nSv/h

3,-N幻m)スペクトルサーベイメータとの同時測定結果を用いて竺

率(nGy/h)に換算したところ､図1の範囲においては､概略70〈

である｡

3.結語

神戸市における震災復興地域の調査研究については､隣接するヲ

含め､少なくとも次年度まセは調査を継続し､近々に成果の取り≡

を行う計画である｡ただし､現在は震災復興途上であることから､

(震災復興完了を待って)､再度調査を実施し､地殻ガンマ線レノ

化等の観点から比較検討を行う方針である｡またこの他に､アジニ

ばれる黄砂などの風送塵による放射線環境への影響を明らかにすべ

塵起源の土壌分布が明瞭である琉球列島や西南日本(秋吉台など)

沖縄県宮古島(古川･床次:保健物理,36,195-206,2001)に引き寿

究を行う計画である｡

500



Ⅰ-4 浮遊じん放射能観測からみた国内の環境放射能L

気象『

雀

1.緒言

気象庁では大気放射能観測の一環として浮遊じん放射能観測召

仙台､東京､大阪､福岡)で毎週水曜日に行っている｡この観預

射能観測の13地点､降水･落下じん観測の11地点に比べて少モ

されず全国同一日時に全β放射能潰度測定とγ線核種分析がで空

能レベルの面的分布を把握するには有効な観測である.､今回､こ

に2001年(平成13年)の国内の環境放射能レベルについて調査し

2.調査の概要

1)観測方法

毎週水曜日 09時から14時までの5時間､集じん装置で空気

浮遊じんを｢ろ紙｣に定着させる｡この｢ろ紙｣を試料として

析装置で核種分析をおこなっている｡この分析は､特に原子プ

り発生する137cs､131Ⅰと自然核種である212pb に帰因する放射7

核種分析終了後､試料を灰化･乾固させ､GM計数装置で卓

射能濃度(20時間換算値)を算出している｡

2)調査結果

①全β放射能

2001年の全β放射能の月平均(月4～5回の観測値の平均)

大阪の値が年を通して他の地点よりも高くなっており､特に毒

である｡

mBq/m3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

図1 2001年の月平均全β放射能濃度
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図2 東京､大阪､福岡の全β放射能濃度の推年

季節による差については､気象の変化が影響を及ぼしているの

え､観測当日やその前日の気象現象(降水､煙霧､もや､風)と全

の関連を調べたが､関係を導き出すまでには至らなかった_.

②γ線核種分析

2001年の観測では全地点で137cs､131Ⅰの濃度は検出限界以下

検出される自然核種212pbの月平均濃度を図3に示すt､これによオ

化パターンが図1に示した全β放射能濃度の変化と類似しており

度の変化は212pb の変化を反映していると推測される.､



Ⅰ-5 大気圏の粒子状放射性核種の長期的動態に開■

気象研究j

五十嵐康人,青山道夫,£

1.緒言

気象研究所地球化学研究部では,1950年代後期から40年以上にオ

射性核種の濃度変動とその変動要因を明らかにすべく,環境影響のメ

測を継続してきた｡その任務は大別すると,全国11地点において放射

視に寄与するとともに,放射性核種の起源･輸送･拡散･除去等の動態に

ことである｡特に注目する核種は,90srおよぴ137csで,ともに約30年のj

主に大気圏内核実験や大規模事故により,全球が広範に汚染されたこ

(グロー/くルフォールアウト)｡しかし,近年は幸いにも大規模事故はな･

行われていないので,もはや大気中には新しい放出源はない｡従って,

種は人体に影響を及ぼすような濃度水準にはない｡後者の任務を果た

での降下物の観測では.大面積で試料を捕集してこれらの核種を年間

変動要因を探っている｡ここでは.2000年につくば市の気象研究所で智

137cs降下量について述べる｡

2.調査の概要

毎月1日に気象研観測露場に設置した大型水盤(4m2)に捕集された

れを蒸発濃縮し,まず,Ge半導体検出器により137csを測定した｡次い1

90srを精製し,最終的に炭酸ストロンチウムとして固定した｡数週間放置

射平衡に達した後に,低/くックグラウンド2汀ガスフロー検出器で測定し

は1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず.人工放射性核種`

最低となった｡1986年のチェルノブイリ事故により一時的に降下量は増

激に低下して,1990年以後,1985年に記録したレベル以下の状態で稚

2000年までに気象研で観測された月間降下量の変動を示した｡また,妻

90srおよぴ137csの月間降下量を示した｡1994年以後の年間降下量は

予想される量を大きく上回っており,再浮遊が降下する放射能の主たるJ
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Ⅰ-6 大気中の放射性気体の実態把握に関する研究

気象毛

根本 和宏､五十嵐 康人､

1.緒言

本研究では､原子力発電所や核燃料再処理施設から大気中に放出される放射

およびトリチウム)について､その大気中における実態把握を目的とし､分析当

向上を行うとともに､つくばを中心に国内数地点において大気中濃度の測定を窄

2.調査研究の概要

1)試料採取と分析方法

(Dクリプトンー85

全球にモニタリングネットを展開しているドイツ大気放射能耳

よる分析方法を導入している｡分析に用いる大気試料は､つくさ

m3を毎週採取し､その他の観測地点(稚内､札幌､仙台､大阪､

～3日間で約1m3を年1回採取した｡採取した大気試料からガメ

りクリプトンを分離し､分離したクリプトンガス中のβ線をGM

②トリチウム

気象研究所において月間降下物試料を採取･蒸留し､液体シン

ター(Aloka製LSC-LBⅡ)で計測した｡

2)調査結果

①クリプトンー85

つくばにおける大気中クリプトンー85の濃度は1995年以来､

に送付して分析を行っている｡現在までに観測された結果を図1

見られる局所的に高い濃度は､気象研究所の北東約60kmに位置

処理施設の稼動の影響によるものである｡図2は東海村核燃料宇

データを除いたもので､つくばにおける大気中クリプトンー85¢

度である｡この観測データから回帰曲線を求め､1996年から20

が30mBq/m3であったことがわかった｡



った｡なおトリチウムの月間降下量には検出限界以下となる月もあっ

3.結語

今後とも継続して観測を行い､大気中濃度の水準把握･変動要因の調査

もに､分析精度の向上に努める｡
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Ⅰ-7 環境省における環境放射能調査につい

環境省環境管

松

1.緒言

環境省では､平成13年1月の省庁再編に伴い｢

る環境の状況の把握のための監視及び測定｣が新た

の共管事務となり､また､原子力災害時に遠隔地等

環境放射線モニタリング等を担当することとなった

境省への組織再編に先立つ形で平成12年度より環

開始した｡本稿では､平成13年度に実施した調査

て報告する｡

2.調査の概要

従前より酸性雨に関するモニタリングを行ってい

定所のうち､離島等の遠隔地を中心とした12ケ所♂

において､以下の1)及び2)の調査を実施していj

(※1)対象測定所

利尻(北海道)､竜飛岬(青森県)､鹿島(茨勿

(新潟県)､越前岬(福井県)､伊自良湖(岐月

竜湖(以上島根県)､梼原(高知県)､､対馬､五島

辺戸岬(沖縄県)の12測定所

1)自動モニタリング

①調査内容

12ケ所の測定所すべてに以下に示す放射線

設置し､環境省及び関係地方公共団体とオンラ

動送信する監視測定システムを用いて､環境放

及び常時監視を実施している｡また､監視測定

したデータを整理し､平常時の放射線レベルや

についての解析を行っている｡



表1 竜飛岬､隠岐及び辺戸岬における空間･γ線線量茎

(平成13年4月～12月の平均値)

(圭

二~l廟盲示名 最大値 最小値 平均値 ‡

【~■東嶺岬∃~_1ト~｣_わ__｢…元∵l■ ■ヰ__■■■~■｣
｢

_｣｢ヰ】
トl+■~1

L｢~ 58~_｣トー】し~~~｢

2)核種分析

①調査内容

各測定所又は測定所近辺において､以下の環境書

に採取し､帥sr及び137csの放射化学分析並びにゲノニ

導体検出器によるγ線スペクトロメトリーを行っ｢

の採取､調製及び測定は文部科学省マニュアルに笥

(分析対象試料)

ア)大気浮遊じん(α線･β線用放射性ダストモニタ

イ)降下物(大型水盤利用)

ウ)土壌(深さ0～5cm及び5～20cmの二層)

エ)陸水(湖沼又は河川)

上記イ)については利尻､佐渡関岬､隠岐､五島(

対象とし､その他については全12測定所を対象をこ

る｡また､ア)イ)は通期で採取を実施し(採取間隔

月ごと､イ)は1ケ月ごと)､ウ)ェ)は原則として:

取している(平成13年度は竜飛岬､伊自良湖､]

の4測定所で実施)｡

②調査結果

上記ア)～エ)いずれの放射化学分析､γ線スペ∠

一についても､文部科学省が実施している環境放身

における分析結果と同程度の結果であった｡

3.結語

環境放射能調査において､放射能による環境汚染の寺



Ⅰ-8 高空におけ る放射能塵の調査

防衛庁技術研究本部

佐藤美穂

遠藤 拡

1.緒言

1961年以来､放射能に よ る 環境汚染調査の一環

上空の大気浮遊塵の放射能に関す る 資料を得 る た

て試料を採取 し､全 β 放射能濃度及び含有核種の

た｡本稿では､前報に引 き 続いて2001年度に得た

て報告す る｡

2.調査研究の概要

1)試料の採取

北部(宮古東方海上～苫小牧)､中部(百

茨城県及び福島県沖海上)及び西部(九州 西

海上)の 3 空域において航空機(T-4 中等練

た機上集塵器(Ⅱ 型)に よ り 試料を採取 し た

各空域 と も10km及び 3kmであ る｡エ レクト レ

繊維状活性炭布 か ら 構成 さ れ て い る 放射性 二

を使用 し､高空におけ る 放射能塵 と 同時に放

し た｡図1に使用 し た機上集塵器(Ⅱ 型)の

吊 り 金具
ヒ ンジ金具

電動空気弁

電気配線 後剖

ーー▼一-■●--●--

一--…-トーーー…---…j ~昔~~~--●~丁
ナ■_】_____▲_′

空気整流部

放射性ガス捕集用ろ材 流量積算計 渦発

泊Il乍菅

295c m

図1 機上集塵器(Ⅱ 型)の概要図



3)調査結果

2001年 4 月 か ら 2002 年 3 月 ま での 間 にお

濃度の測定結果を図 2 に示す｡本期間での高

全測定値の平均値は 0.9mBq/m3であ る｡平成

はそれぞれ1.1mBq/m3､0.8mBq/m3であ り､気

変動幅内 の値であ る｡ま た､今期間 中 に採取

γ 線 ス ペクト ル分析か ら は 人 工の 放射性核

い な い｡ γ 線 ス ペクト ル分析 で検 出 さ れ た 亡

7B e は成層圏 に多 く 存在す る も の と 考 え ら オ

の変動を図 3 に示す｡ま た､放射性ガ ス(ガ

素)はいずれの試料で も検出 さ れなかっ た｡
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Ⅰ-9 河川流域における放射性核種の移行挙動研究

一久慈川流域土壌の放射能調査-

日本原子力研究所 陸域環境研究グループ 東京研修

柳瀬信之､上野隆､半澤有希子 関根敬一

1.緒言

原子力施設の事故等により環境中に放出された放射性核種等の環境季

沈着後大部分は長期間滞留するが､一部は降雨などにより土壌粒子とと

較的短期間に海へ至る｡河川は飲料用の水源として利用されるので､書

きな不安の一つとなっている｡本研究では､河川流域における放射性杉

明とモデル化のために､地表面に蓄積した大気圏内核実験フォールアウ

とした土壌から河川への移行挙動解明研究を行っている｡今回､基礎郎

中放射性核種濃度が得られたので報告する｡

2.調査研究の概要

1)実験サイトと分析方法

福島県と茨城県を流れる久慈川の上流から下流にかけて､森林､水日

畑について22地点から深さ10cmまでの表層土壌試料を採取した(

120km､流域面積1490km2の1級河川である｡上流と中流の大部分古:

水田地帯であり､水田と森林の境界に畑が散在している｡流域に汚染カ

都市がないため河川の基礎的研究を行うの

に適している｡

採取した土壌試料は､風乾後約1mmの

ふるいにかけて小石や木の根を除去し､

50℃で乾燥した｡試料約4gをクェル型Ge

半導体検出器を用いてγ線スペクトロメト

リー測定を行い､137Cs､40K､210Pb､226Ra

を定量した｡また､239,餌OPuの定量のため

試料約100gを450℃で灰化し242Puトレ

ーサーを添加後､Puを8M硝酸で加温溶

出しTnOA溶媒抽出法により分離精製し

た｡f厄フラクションを電着後､α線スペ
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(0.29･1.62､13.4･100､38･199Bq/kg)に数倍多く蓄積されていた｡特に

八溝山系の森林土壌FlとF3が高かった｡239+240Pu/137Cs放射能比は0.0

大気圏内核実験によるフォールアウト由来であることを示唆していた｡な

2001年7月5日にHlで採取した土壌の210Pb濃度が異常に高い(278B

明である｡水田及び畑については濃度が低いだけでなく土地利用形態によ

った｡濃度が森林より低い理由としては､耕作により深部低濃度土壌と混

とや施肥により放射性核種が交換性イオンと置換し流出したことなどが考

天然の放射性核種であり岩石の風化由来と考えられる40Eと226Raは､

る差は見られなかったが､R2周辺が若干高くなっており(それぞれ935､

川本流東側のウラン系列放射性核種潰度の高い花崗岩を母岩とする阿武隈

いると考えられる｡また､同じ土地利用形態の土壌試料でもばらつきが数

均一であった｡

3.結語

大気から沈着した放射性核種は森林土壌に蓄積されており､久慈川流域

の濃度が高いことが明らかとなった｡一方､水田や畑の土壌では濃度も低

が分かった｡岩石由来の天然放射性核種は､土地利用形態よりも地点間の

った｡今後､河川水中の懸濁態や溶存態の放射性核種の測定も行い､河川

利用形態を反映させた流出モデルを構築するために必要なデータを取得す
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Ⅰ-10 森林中の14c比放射能の分布測定

日本原子力研究戸

安

1.緒言

環境中14c の主な起源としでは､宇宙線による生成､過去(

る生成､原子力施設からの放出がある｡原子力発電所や核燃葦

の原子力施設から放出される14cは影響範囲が局所的であり､覇

その半減期(5730 年)が長いために集団線量預託への寄与は∃

えられている｡また､環境中14c は､安定炭素の循環と密接l

め､炭素循環挙動を明らかにするための有効なトレーサーとなり

今回は､現在の14c 環境中分布を調べるため､原子力施設周i

影響を受けていない場所で採取した杉の葉､りター(落ち葉等

土壌の14c比放射能を測定､比較した結果について報告する｡

2.調査研究の概要

試料は､茨城県久慈郡里美村森林地帯の 2 地点及び原子力玉

村内 5 地点の森林で採取した｡両地域に数多く存在する杉林召

した｡採取地点を図1に示す｡里美村の 2地点及び東海村 A

その他の地点は 2002 年に採取した｡杉葉はその年に生育した∃

た｡それぞれの試料は採取後 50 ℃のオープンで乾燥した後､

はそのまま全部粉砕し､土壌は 2
mm¢の衝いにかけ植物の根フ

粉砕した｡粉砕した試料 5-10 g を高速試料燃焼装置(

INTERNATIONALInc.)を用いて燃焼し､生成したCO2から水分

CO2吸収剤(CARBO-SORBE:PackardLtd.)とシンチレ一夕ー(

E+:Packard Ltd.)を同量混合した溶液に捕集した｡CO2を吸収

を低カリウムガラスバイアルに分取し､液体シンチレーシ

(LSC-LBIII,Aloka)で1試料あたり 500 分間測定した｡測定

標準試料 SRM-4990C(シュウ酸､18.41dpm/g 炭素)を使月

測定法では､1試料に導入できる炭素量は約0.6gであり､測定

バックグラウンド計数率は約5cpmであった｡

淵II告鮭里あ婁1シ フiT嘉す_】玖重の14｢5正坐 台也



結果が得られた｡

t｣ターと土壌の14c 比放射能は､同地点の杉葉と比較し

もにやや高い値を示した(表 2)｡大気中の14c 比放射能l;

合では 226mBq/g c であると評価されているが､大気圏

1960 年代初めに､天然起源の約 2 倍という最も高いレベノ1

続的に低下している｡今回の結果から､核実験起源の14c

に残留しており､これらの比放射能が高くなっていると考ヌ

3.結語

今回の調査により､環境中での14c 比放射能が場所によ

ことが確認された｡今後､14c比放射能分布測定を継続して子

挙動予測のためのデータを蓄積する予定である｡

参考文献

(1)渡辺均､気体状放射性物質の環境中での挙動に閲す

安全研究の成果､PNCTN141097-006,PP9-17,1997

(2)百島則幸他､沸騰水型原子力発電所の周辺に生育し

と発電所からの放出量の推定､保健物理 30,pp121-1

東海村

新川

図1 採取地点

表1 杉

採取地点



Ⅰ-11 青森県六ヶ所村における137cs降下量の季

財団法人 環境科学技

川端一史､長谷川

大塚良仁､近藤邦

1.緒言

現在青森県六ヶ所村において建設が進められてい

ル施設が操業を開始すると､この施設から放射性物

接または海洋を経由して大気にもたらされることが

気中に排出された放射性物質の一部は､雨､雪等に

行する｡近年､大気圏における重要なフォールアウ

種の一つである137cs の降下量は減少傾向を示し､

なる場合が多い｡降下物中の137cs としては､大気

力施設の事故などにより大気中に放出されたものに

一度地表面などに沈着したものが再浮遊した後再度

てくるものが考えられる｡それらのうち､現在では

響が主体であると考えられている｡再浮遊粒子には

の現地性のものと､日本国内他地域あるいは､遠く

国境を越えて輸送されてくる外来性のものがある｡

県六ヶ所村における137cs降下量の季節変動とその

て述べる｡

2.調査研究の概要

当研究所建屋屋上に設置した大型水盤(開口面積

用して､全降下物を平成12年4月から平成14年3

2週間毎に採取した｡採取した全降下物をイオン交#

樹脂､米The Graver Company製､PAO及びPCHを

の)に全て通し､乾燥後､プラスチック容器(¢60m

に詰めて線源とした｡137csは､高純度Ge半導体検
えゝ七こ壮暑 jヒ RRI.ヽ r｢1狛Il卓† も ,■ ■1｣しl≡l件ちIヤ･胡ヨー帆

.故
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3.結語

137csおよびAlの降下量が増大した期間に3回(3月1

22日)大規模な黄砂現象が観測され､特に3月19日に

道を中心に観測された黄砂現象は､この地域での近年長

のであった｡この黄砂の輸送経路を示す指標として､匡

跡線を示す｡青森県で黄砂現象が観測された日におけ宅

塊は､そのほぼ3日前にアジア大陸のモンゴル上空に侶

ことから､平成14年3月に観測された降下量の増大は､

から国境を越えて輸送されてきた黄砂に起因するものと

また､他年度の春季に観測された降下量の増大も､アミ

輸送されてきた黄砂の影響と判断された｡

今後とも本調

査を継続すると

同時に､青森県

内での調査地点

を増やし､降下

量の変動要因の

究明を計画して

いる｡



ト12 210pb法および137cs法による六ヶ所村違靂置底泥の堆掛

環境科学技術研究所環境動態研究部

植田真司､大塚良仁､近

1.緒言

青森県六ヶ所村において建設中の使用済み核燃料再処理施設が完成

ると､極微量ではあるが当該施設から放射性核種が大気中に､また沌

沿岸海域に排出されることが予測される｡これらの排出放射性核種は

から､河川を通じて陸域から､また大気を通して当該施設に隣接する

給されることが考えられる｡尾駁沼は陸域と海域の両者の影響を強く

が複雑に混合する水域であるため､水質環境は時々刻々と変動してい

湖外から供給された放射性核種の湖内における挙動も複雑である｡屑

物質の多くは､生物､物理および化学的過程を経た後､湖水から湖底も:

尾駿沼は水の停滞性が強いため､物質の湖底への堆積量は大きいと考

のことから､湖外より供給された放射性核種が湖内においてどのよう

うな速度で堆積するかを評価することが重要な課題である｡

本調査では､210pb法および137cs法の2つの方法により汽水湖尾宙

を明らかにすることを目的に実施した｡

2.調査研究の概要

1)試料採取と分析法
湖底堆積物の柱状試料は､平成9年9月に3地点(図1)において､

100cmの塩化ビニル製の円筒を用いて､アクアラング潜水により長さ

採取した｡採取した試料を表層から2.5cm毎に切断し､分析試料とt

210pbおよび137csの濃度は､低エネルギー用ゲルマニウム(Ge)半

たY線スペクトロメトリーの結果から算定した｡

2)調査結果

図2に､尾駿沼における堆積物中の137csおよび過剰210pb｡Ⅹ濃度C

137cs法により尾駁沼における底泥の堆積速度を算定した結果､二又J

0.31±0.04釘Cm2/年､水深3m水域

のSt.2で0.14±0.02g/cm2/年､最
低レベル放射性廃棄払糧投センタ



137cs法と210pb法によって算定した堆積速度を比較すると､St.:

度は両手法ともほば同様な結果が得られたが､St.1の場合は137cs

O.16g/cmコ/年程度大きく見積もられた｡両手法の算定結果が異な･

における210pbex濃度は積算重量深度(Massdepth)が表層から10

いてほぼ均一状態であったことから､この地点が浅く､湖岸に位j

て一度沈降したものが巻上がっていたと考えられる｡さらに､こ1

などのベントスが多く生息しているため､生物撹乱も要因になっ'

これらのことから､積算重量深度が表層から10g/cm2までの範阻

よる底泥の撹乱が生じ､これによって137csのピークが実際より

堆積速度が過大評価になったと考えられる｡以上のことから､St.

は137cs法より210pb法により算定された値の方が妥当であると判

3.結語

今後も尾駿沼における環境放射能調査を行うとともに､湖内のご

的環境要因の変動特性調査も継続して行い､湖内における放射性フ

する情報を収集し､放射性核種等の挙動を総合的に解釈するため1

行う予定である｡

本調査の結果は､青森県からの受託調査事業により得られた成二
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Ⅰ-13 日本における 7Be降下量の地理的分:

福岡県保健環境

放射線医学総合

1.緒 言

本研究は 日本が位置する中緯度地帯での TBe 降下量と

7Be濃度から,地理的分布特性並びにその特徴を解析し た

2.調査研究の概要

降下物は1989～1995 年にかけて 日本全国 47 地点の葡

ン レス鋼製大型水盤(受水面積約 0.5m2)を用い1か月 こ

降下物は濾縮後,研究機関 ごと に独自 に ゲルマニ ウ ム 半

クト ロ メ ー

タ で約 80,000 秒間測定された｡7Be 降下量

に個別に依頼し,提供を受けたもので異常と思わわるデー

欠測データの補完等の処理を行った｡

3. 結 果

(1)全国 45地点の年間 7Be降下

量は 290～6,500Bq/m2,平均年

間7Be降下量は1,500±820Bq/m2

であっ た｡宇宙線強度の極小

(1991年),極大(1995年)に

あたる1991～1995年間の 7Be降

下量の平均値を図1に示す｡年

間の平均 7Be降下量が 2,001Bq/

m2以上の地点は,日本海側の北海

道,秩田,新潟,石川,富山｣,福井,

鳥取及び島根であっ た｡

一方1,000Bq/皿2以下の地点は

● 2.001叫/mZ以上

⑳1,001-2,000 叫血2

0不襖出-1,000叫/m2

0 データ魚

1300
｡細評規約馳乳

2古



部の高知並びに北陸の富山,石川,福井であ っ た｡一方,∃

かばぼ1,000汀Im以 下の地点は,北海道.山形,長野,岡山及j

(:う) Be 降下量を降水量で除して求めた降水中 7Be 濃度

平均値は1.0±0.4Bq/1であった｡全般的に降水中 7Be

する傾向が認め られ,夏季に低下し た｡降水中 7Be 濃度打

者森,新潟,石川,富山及び鳥取であっ た｡ま た,7Be 濃度こ

岐阜,滋賀,大阪及び奈良であっ た｡

り= 年間 7Be 降下量の平均値が 2,001Bq/m2以上の仝魂

Bq･′`m2及び1,000Bq/m2以下の全地点における1989～1!

下量､降水量枚び降水中 TBe 濃度の平均月間推移を図 2 に

か 2,001Bq/lが∵U､上の地点では.11～2 月の 7Be 降下量

ド暴の 1.4～2.2 憤であっ た｡11～2 月 の降水量は,平均

～1.3 倍であ 一つ た｡さ らに,こ の期間の降水中 ●7Be 濃度

と 高濃喧であっ た｡

f5)年間 TBe 降下竜が1,000Bq/′ m2以下の地点の平均月間

～95 Bq･′ m2と少な く,季節変動も小さかった｡また,降水

平均値112mm と年間を通し て低 く,降水中 7Be 濃度も 0.

演壇であっ た｡

図 2 7Be降 卜量,降水量及び降水中 7Be濃度の享

2.()OIBq/m二以 ヒ(太線).1.00l～2,OOOBq/m2(標準線)l,000B

4. 結 語

て●Be 捲 一卜蔓の年平均値は1,500Bq/m2,その範囲は 29(
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環境中における 少Osr及び137csの濃度

福岡県保健環境研究所 楢由

l.緒 言

本研究は,環境中 における 90sr 及び =1cs の濃度

放射能汚染の推移を解析 し た｡

2.調査研究の概要

環境放射能水準調査の 中か ら 1989～2000 年の環

較的 90sr,137cs の検出頻度の高い降下物,土壌,日 学

び海底土を対象に解析を実施 した｡各試料は科学歪

定法シリ ーズ16｢環境試料採取法｣に基づき処理弓
90sr 及び137cs の分析は試料を前処理後,(財)E

に送付し,当該センターが｢放射性スト ロ ンチウムう

射性セ シウ ム分析法｣に基づき実施 した｡なお,計努

差の 3 倍以下の値は不検出(ND)と した｡

3.結 果
｣

(1) 降下物

19$9～1996 年 の 月 間 降 下物 中 に

90sr が検出 さ れた回数は 5 回(検

出率 5.2%)で,その濃度は 0.027～

0.032MBq/km2 であっ たが,1997 年

15

′高

専10
邑

蝉
5

以降は検出されなく なっ た｡1989 可

～2000 年に137cs は12 回(検出率

$.3%)検出 さ れ,その濃度は 0.033

～0.110MBq/km2であっ た｡

(2) 土 壌

土壌表層(0～5cm)の 90sr 濃度は

3.6～8.4Bq/kg 乾土(平均 5.3Bq/kg

乾 土),下 層(5 ～ 20cm)は l.5 ～

5.OBq/kg 乾土(平均 3.OBq/kg 乾土)
一

ヽ

▲
● n

′ヽ

._一
___ J .一 = . -1r｣■

日
l【 t つ｣

;
.
;
一
Ⅰ
■
.
ニ
.
.
=
-
i
.
一
.
.
-
.
.
.
.
】
-
`
.
;
l

l

199019921994

図1土壌中錮Sr

舗Sr沸度,0-5clll

137cs濃度,0-5cIll



では 5～30mBq/kg(平均17mBq/kg)であっ 5

た｡ ま た,都 市 部 で の 137cs 濃 度 は 6～

62mBq/'kg(平均 23
mBq/kg､),漁村部では

～三5mBq/kg(平均12mBq/kg)であっ た(

2)｡都 市部 と 漁村部の 9Osr 及び137cs

度 に は有意差が認め ら れ1 漁村部で

度に低い傾向がみらゎた(p<0.Ol)｡

(4) 陸水(源水及び蛇 口 水)

2

図
波
浪

4

3

Z

l

汝水中の 90sr濃度は1.5～2.4mBq/l(平 0

均 2 0mBq′11)であ っ た｡蛇[一】水中の 9Osr

度

あ

濃

で

は

たつ

つ

＼
■
｢カなっし

ユ
J
｢

9～3.7mBq/l(平均 2.7

｡ 一カ∴陸水 中 に1う7cs

た (図 3)｡

)1

さ

申
出

mB検

は

(5) 海水 及び海底 上

海水中の 90sr濃度は 卜3～2,7mBq/1

(平均 2｣mBq/1),】37cs は 2.1～4.1mB

q/】(平均 3.OmBq/1)であ っ た｡海水

中 でのⅠ37cs/90sr 比はl.l､′2.0(平

均 仁4)であ っ た｡海底 ヒか ら は137cs

が1･Ⅰ～3･3 Bq/kg乾上(平均 2.】Bq/

kg 乾‡∴)検出 さ れたが,9(-sr は検出 さ

れ な か っ た(図 4)｡

4. 結 語

l､l) 降 卜 物 中 に 検 出 さ れ る 90sr,

-う7cs の頻度 は極め て低 く,最大で も

117cs の 0.11MBq/km2 であ っ た｡

5

一寸

つJ

ウ一

宣
言
長
瀬
痩

図3 隆二

帥Sr濃度,

1!粉01992

図4 海水･海底｣

海水中卯sr(つ)の回帰式F(

海水中137cs(こ)の回帰式F

海底土中Ij7cs(■)

(2) 98sr,lさ7cs は 土二壌中 に比較的高濃度で,長期に

ま た,近年の 表層 土壌中 9Osr,137cs 濃度に有意差は

た.､

り1 都二市■部 の 日 常食 中 州sr,1=cs 濃度は 調食事摂取量の影響

も あ っ て,漁村部に対 し 有

れ た｡

査対象

意 に 高



Ⅰ-15 土壌及び米麦子実の放射能調査

(独)j

駒村美佐子･室

1.緒言

昭和32年以来､農耕地(水田･畑)土壌およびそこに栽培生産さヨ

に降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきプ

年度に収穫採取された試料について､90srと137csの核種分析を行った

報告する｡

2.調査研究の概要

1)試料採取と分析法

前年度と同様に､全国15か所の独立行政法人および公立農業試験布

から､それぞれの収穫期に採取された水田･畑作土およびそこで収孝

子実を分析用に調製し供試した｡

90srと137csの分析法は公定法に準じた｡90srでは､土壌は風乾細土

麦は1.5kgを灰化した後にそれぞれ酸抽出した｡ともに発煙硝酸法に

スフロー低バックグラウンド測定装置でβ線の測定を行った｡137cs

土40～60gを､玄麦1.5kg､玄米1kgおよび白米3kgはそれぞれ灰化後i

γ線スペクトロメトリにより測定した｡
2)調査結果

①農耕地土壌

平成13年度の収穫期に､畑および水田ほ場からそれぞれ採取したイ

10～15cm)中の90srと137cs含量を表1､2に示した｡90sr含量は､全国

0.15Bq/kg(254±19MBq/km2)の値を示した｡137cs含量は､全国平均

Bq/kg(1031±41MBq/km2)､水田土壌7.8±0.30Bq/kg(885±34MF

前年度と比較すると､畑土壌の場合､90srでは横ばいであるが､137cs

や高い傾向が認められた｡水田土壌の場合137csで減少した｡

採取地別含量(Bq/kg)は､畑土壌ばOsr:0.53(山陽)～6.7(長口

(山陽)～19.6(長岡)であったが､水田土壌の137csでは0.52(札

であり､ともに地点間差が認められた｡

②米麦子実

平成13年度に収穫した玄麦および玄米･白米中の90srと】37cs含量(】

に示した｡90srは玄麦で全国平均146±13であった｡137csは全国平均

米32±2.0､白米21±1.3となった｡米麦子実中の137csは前年度より



表1 玄麦および畑作土の90Srと-37Cs含量

平成13年度

試料採取地

畑 土壌

MIう(l/kmコ

札 幌(北海道)

長 岡(新 潟)

盛 岡(岩 手)

古 川(宮 城)

水 戸(茨 城)

つくば(茨 城)

熊 谷(埼 玉)

立 川(東 京)

山 陽(岡 山)

ホクシンコムキや

コユキコムキヾ

キクカミコムキ十

シラネコムキ¢

ツルヒ○ヵリ

農林61号

農林61号

農林61号

アサカコ■-ルト十

86±10

352±16

240±15

123±10

89±9

151±13

110±10

117±9

45±7

2.6±0.18

6.7±0.24

2.7±0.21

1.6±0.15

2.2±0.17

1.6±0.16

0.67±0.12

1.7±0.17

0.53±0.11

313±22

819±29

245±20

200±19

216±16

167±16

84±15

150±15

89±18

107±3.6

29±2.0

28±1.7

83±3.5

20±1.1

6±0.2

7±1.0

8±0.2

14±0.6

l

l

l

146±13 2.4±0.15 254±19 34±1.5

表2 玄米･白米および水田作土の90Srと-37C$含量

平成13年度

試料採取地

札
秋
大
上
金
鳥
盛
古
水

幌(北海道)

田(秋 田)

曲(秋

新

石
鳥
岩
宮
茨

(

(

(

(

(

′
一
l
ヽ

越
沢
取
岡
川
戸

)

)

)

)

)

)

)

田
潟
川
取

手
城
城

16±2.2

59±4.0

147±5.2

26±2.5

ND

60±2.7

36±2.4

40±2.4

10±0.63

15±1.8

19±1.3

64±2.1

19±1.8

4±0.24

23±2.2

23±2.1

15±0.75

2±0.33

0.52±0.11

12.5±0.26

6.6±0.34

16.2±0.49

3.6±0.22

13.9±0.46

11.8±0.26

7.9±0.38

0.65±0.08



Ⅰ-16 90Sr,-37C$の土壌中深度分布の実態調査

(独)

駒村美佐子･粟島克明･結田康一･

1.緒書

昭和32年以来､農耕地(水田･畑)ほ場中の90srと137cs含量の経年変

る｡これらのほ場の､核爆発実験に伴うフォールアウトの最盛期から

期(平成5年から平成12年)における､90srと137csの水田作土からそ0:

を把握する｡

2.調査研究の概要

1)試料採取と分析法

経年変化を調査している全国の15特定ほ場の中から10ほ場を選定し

の層を対象に土壌の採取をした｡作土層より下層は1～10cmきざみに

度は表層から60～80cmとした｡今回は本調査のうち､秋田県農業試験

業研究機構中央農業研究センター北陸研究センター(上越)､茨城県

業研究所(水戸)の3ほ場についての結果を報告する｡

採取土壌の物理的､化学的性質としての土壌の腐植含量､陽イオン

イオン量､リン酸吸収係数､粒径組成､土性を表1に示した｡核種分

90srは､風乾細土100gを熱処理し発煙硝酸法による放射化学分析-β

風乾細土40～60gを測定容器に詰めてγ線スペクトロメトリでそれぞオ

2)調査結果

土壌の深度別90srと137cs濃度の分析結果(一部報告済みを含む)を匪

両核種の深度分布を表層からの深度で検討した｡

①秋田(作土:表層から12cm):90srは､80cm以上まで浸透しており

17～23cmの深度であった｡137csは､ほとんどが作土層にとどまるが､

透していた｡137csの濃度ピーク位置は作土層であった｡

②上越(作土:表層から13cm):90srは80cm以上まで浸透しており

16～17cmの深度であった｡137csは､多くは作土層にとどまっていたが､

層から17～18cm)まで浸透していた｡137csの濃度ピーク位置は､13～14

③水戸(作土:表層から15cm)‥90srは80cm以上まで浸透し､その

～33cmの深度であった｡137csは､49～54cmの深度まで浸透しており､;
に比較して137csで浸透しやすいことが判明した｡その濃度ピーク位置さ

であった｡

90srと137csの作土層とその下層との配分割合は､(D秋田では90srで2:



核種含量 Bq/kg 核種含量 Bq/kg ‡

10 0 10 20 30 10 0 10 20 30 1

0

137c$

秋田市:細粒ゲライ土 上越市:細粒強ゲライ土

図1 水田土壌中の90Srと-37Csの深度分布

表1 採取土壌の物理･化学的性質

20

40
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80

層位別 腐植 馴オン 交換性陽イオン ル酸

採取地 深さ me/100g 吸収納

cm % me/100g CaO MgO K20 Na20 %
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世界の土壌･櫨物系における12Tlの蓄積レベルと

-カナダー

(独)農業環境

藤原英司･結田

1.緒首

長寿命12,Ⅰの地表面降下後の土壌･植物系におけ

壌蓄積性･浸透性などの動態は､気候･地形等の環

態などで大き く 異なるこ とを､降下性で非放射性の

の土壌深度分布や各種作物中濃度レベルの全国的調
かにしてきた｡本課題では､対象域を全世界に拡大

帯までの世界各地の土壌と植物を採取･収集してヨ

我が国で得られた､データ･知見と併せて解析する

本報ではカナダの土壌･植物について報告する｡

2.荊妻研究の概要

1)試料採取と分析法

土壌･植物試料の採取地点を図1に示す｡北緯 5

ドモント ンからバンクーバーに至る地域で､年平均

､
く
占
ツ
で
盆
て
色
ゾ
異
6
土
青
葉
射
分
素

℃
除
を
ロ
帯
･
つ
褐
ド
り
1
別
生
物
放
学
ウ

年
と
め
キ
の
地

平均降水量は海岸部の‰15 1500mm､‰.16

300～ 800皿皿と少な く､蒸発量を下まわる乾

ている｡標高は内陸部は 690～ 750mの大平力

一
採
は

山脈地域では 2130m(恥.6)を頂点に､100

取が多いが､山岳部から太平洋沿岸平野部

､500～
60m と標高が低く､主にかんがい

いる｡土壌は地形等の大きな違いを反映し

森林土､ポ
ル
な
地
壌
す
を
ヒ
離

イ

な
ヽ一

カどな

0
位
に
植
､
化

一
卜
什
‥
一
一
〃
‥
〃
‥
り
【
‥
､
‥
‥
り
如
汁
■
■
∴

ヽ

ノ

ヨで)法

0
たし量定を 図1 調査区域の概要



着の寄与が大き いこ と(チェルノ ブイ

作物･表土中濃度の経日変化の解 析

れらが植物中ヨ ウ素含量を低く したと

事
よ
定

り
等
推

故時

､カ

る

1
れ

り
さ

表1 カナダの層位別土壌と植物葉中ヨウ素含量一日

地域名(地点数)と土

地利用(地点数)
土壌の種類(地点数)

土壌中ヨウ素濃度

土壌層位
ヨウ素mg/kg乾土

平均(最小～最大)

_-__【▼些塑牢屋植物の種類(点

数)

カナダ(17)

森林(11)

草原･草地(3)

畑･果樹園(3)

ポドゾル土(4)

ポドゾル性土(4)

チェルノーゼム(3)

灰色森林土(む

褐色森林土(4)

0層(～0-～)2.4(0.52～5.0)

A(Ap) 2.6(0.21～7.1)
A0 1.1(0.37･-4.0)
B 2.6(0.15～10.9)

C :1.2(0.17-1.9)

草本と木本(63)

日本本州く40)

森林(40) 褐色森林土(18)

黒ボク土(22)

砧
ん
A
B
C

至3･2(0･33～16)

12.3(0.61～44)
二42.6(0朋-135)

烏1.6(8.4-10り

牒.5(0.16-50)

草本と木本(121)

日本本州(21)

畑地(13)

樹園地(8)

黒ポク土(19)

砂丘未熟土(1)

灰色低地土(1)

:42.8(3.6-105) 草本と木本(23)

～｡落葉膚.～粗腐楓腋Ap作土層

ヨウ素濃度
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表2 カナダ土壌および植物中ヨウ素
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Ⅰ-18

世界の土壌･植物系における1271の蓄耕レベルと動貞

一ロシア(ヨーロッパ地域)･ウクライナー

(独)農業環境技術

藤原英司･結田康一

1.緒言

長寿命129Ⅰの地表面降下後の土壌･植物系における当

壌蓄積性･浸透性などの動態は､気候･地形等の環境≠

態な どで大き く 異なる こ と を､降下性で非放射性の12

素と表記)の土壌深度分布や各種作物中濃度レベルの≦

よって明 らかにしてきた｡本課題では､対象域を全世う

寒帯から熱帯までの世界各地の土壌と植物を採取･収雲

を分析し､我が国で得られたデータ･知見と併せて解析

本報ではロ シア(ヨーロ ッパ地域､以下ロ シア と表

イナの土壌･植物について報告する｡

2.綱杢研究の概要

1)試料採取と分析法

土壌･植物試料の採取 り.…l紬∴
‖‥ヽ...ヽ‖､=_.ト‥.,L､=

地点を図1に示す｡北緯
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下まわるため､ヨ ウ素は､地下水面までの土層中に

される｡年間降水量 350皿､蒸発量 900m皿の‰.9､10

は地表面下100～150cmまでしか浸透せず(地下水

い)､そのため‰.9では､土壌吸着力が弱く 水と共

が 60～ 90cmに1700mg耽g乾土も集積していた｡これ

は塩素よ り 土壌吸着力が強いために10～ 30cmの深

の最高濃度層があった｡ただし､この環境(特に乾彪

下では 日本等に比べて土壌吸着力は弱く､最深採土

でも 8.4mg此g乾土とかなり高く､これ以深にも浸透

う かがわせた(表2)｡

表1ロシア･ウクライナの層位別土壌と植物葉中ヨウ素含量一

地域名(地点数)と土

地利用(地点数)
土壌の種類(地点数)

土壌中ヨウ素濃度

土壌層位 ヨウ素m〆kg乾土
平均(最小～最大)

ロシア･ウクライナ(13)

森林(4)

草原･草地(4)

畑地(5)

灰色森林土(か

チェルノーゼム(栗色土)(刀

ソロニーツtソ一口チェ(劫

褐色深林土(1)

4.0(3.7～4.6)

7.2(1.1-11.5)

4.2(0.72-6.4)

5.2(0.70･-8.4)

草本と木

日本本州(40)

森林(40) 褐色森林土(18)

黒ポク土(22)

ん
ん
A
B
C

3.2(0.33-16)

12.3(0.61-44)

42.6(0ノは-135)

31.6(8.4･-101)

6.5(0.16-50)

草本と木

日本本州(21)

畑地(13)

樹園地(8)

黒ボク土(19)

砂丘未熟土(1)

灰色低地土(1)

1

142.8(3.6～105)
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位では 0.63～ 0.79mg/kg乾土の低濃度となっていた｡しカ

の100～160cmにヨウ素の突出した集積層(7.8mg耽g乾士

ており､浸透してきたヨ ウ素が､比較的酸化的なこの層

集積したと推定された｡一方､水の下方移動に伴い浸透

深度160cmまでは胱L 9のよ うな塩素集積層は見られず､

乾土と低く､浸透水と共によ り深く まで移行したと推定

‰.2は‰.8､9に比べて年降水量は多く､逆に蒸発量

め､最深採土層の深度 300cmまでには塩素の集積層は眉

ヨウ素は表層100cmで比較的高く(4.1～6.3mg化g乾土)､

で急減し(0.70mg耽g乾土)､降水等に伴って供給された

とんどがこの深度までに蓄積しているこ とをうかがわせ

表2 ロシア･ウクライナ土壌および植物中ヨウ素づ
気温

〈降水i

(蒸発量)〉
土壌名･土地利用

深度(Gl再

∴▼㌻臼｢=植物名(葉部)

ヨウ素濃度

mg/kg乾土

気温

く降水土

(蒸発量)〉
土壌名･土地利用

3.9℃
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Ⅰ-19 土壌および植物中一291レベルのモニタリニ

(独)農業環境

藤原英司･結田

1.緒首

核燃料再処理工場の平常時運転において環境に微

長寿命放射性ヨ ウ素(12,Ⅰ､半減期1600万年)の農作

価するため､ヨ ウ素が大気から地上へ降下 して土壌

したのち､作物によ り 経根的に吸収されるまでの経

をおこな う｡本年度は作物が土壌から ヨ ウ素を吸収

を評価する指標と なる移行係数を､土壌から植物へ

土壌水から植物への移行について求めた｡

2.嗣査結果の概要

1)栽培植物･土壌およぴヨウ素測定法

①1Z5Ⅰ(半減期約 60日)を対象と した土耕ポット試夢

ヨ ウ素吸着力の′ト さ い埼玉土壌(灰色低地土､

2.9mg此g乾土)およびヨ ウ素吸着力の大きい岩手土

土､ヨウ素濃度は10.3mg此g乾土)を用意した｡それ

(比放射能 6.4×105MBq/mgIodine､化学形 NaI､pH≒

加後混合し､1/5000aワ グネルポット を用いる栽培試

ネ､ダイズ､ト ウモロ コシ､ヤマトイモ､ホウ レンン

オーチャドグラスおよびラジノク ローバの 8種の作

水および畑水分条件下で､他はすべて通常の畑水分

まで栽培し試料と した｡また深さ10cmの土壌水を

時的に採取し試料と した｡これら作物､土壌および

放射能濃度測定を､ウエル型シンチレーショ ンカ ウ

こなった｡

②12丁Ⅰ(非放射性)を対象と したほ場試験

農業環境技術研究所の黒 表1 対象圃場の土唱

ボク 土畑地(1区 30m2)に

お い て､以 上の ポ ット 試

験の場合 と 共通す る 作物

植物中一29I

対象土壌･

植物

を慣行的に収穫期まで栽水田

培し可食部を試料と した｡

作土(0～15¢m)

水稲 ワラ

水稲 白米

<0.2(ND)

<0.4(ND)

<0.4(ND)



2)結果および考察

①土壌から土壌水へのヨ ウ素溶出率は､水田>畑地>オ

水田では灰色低地土>黒ボク土の関係が認められた｡7

時に溶出率が高く なった(図1)｡

② ヨ ウ 素の移行係

数は125Ⅰを用いたポ

ット試験の値とⅠ27Ⅰ

を測定 した ほ場試

験の値との間に大
-25la

lOl

き な差は認め ら れ

なかった(図 2)｡

③移行係数は茎葉

部 が他器官 よ り1

桁高 く､作物の種

の
土
壌
溶
出
率

間差よ り も器官差
%

が 大 き かっ た｡黒

ボク 土 は灰色低地

土よ り 2桁低く､移

行係数の土壌間差

が大き い こ と が示

さ れた(図 2)｡

④土壌を土壌水に

置き換えた移行係

数値では､土壌間

差がほ と ん どな く

な り､作物種間差

の評価が容易にな

った(図 3)｡

3.結語

125Ⅰを用いたポッ

ト 試験 と127Ⅰを測定

し た ほ 場試験

果 を 比 較す る

土壌 一 植物 間

の

と

の

結

ウ 素 移行係 数 が 概

a125い2Tlの土壌溶出串(%)

土壌水中127t(〟釘L)または1251(cpm/mけ

4/4 5/24 7/13 9/1 10/21 12/10

採水日

園1 -25l､-271の土壌溶出率の
移行係数*

10~5 10-● 10･3 10一之

根菜類可食根茎

穀類子葉部

(水稲､陸稲以外)

水稲茎葉
(湛水化)
水稲玄米

(湛水化)

陸稲茎葉

ト｣F■ト

ト→耶灰色低地

ト1r■悪霊…圭憲漂目

ト■
■

* 作物中12Tl､

土壌中-i71二

園2 土耕ポット作物とほ場作物の

104

103

102

aヵ101

壌ほ2111

1

1

一

l

t

トッポ
5｢
21 251ポット



Ⅰ-20 地下水中12Tlの蓄積レベルと動態の#

(独)農業環境壬

木方展治･藤原

1.緒言

長寿命l抄Ⅰの地表面降下後の土壌蓄積性や浸透性

て､降下性の非放射性127Ⅰ(以下ヨ ウ素)の土壌･地

･地下水)系における挙動を､圃場レベルで長期間
する｡平成13年度は降水等を通じて畑地･林地に供

の土壌から地下水への挙動および利根川下流域のヨ

ルを調査した結果について報告する｡

2.調査結果の概事

1)綱査ほ壌･地域およぴヨウ素分析法

つく ば市農業環境技術研究所構内に設置した実験

地)において､降水量･蒸発量･気温等の気象デー

度別土壌水および雨水を4年間にわたって経時的に

法と放射化分析法によ り ヨ ウ素の分析を行った｡ま

から太平洋に至る利根川下流域の地下水を茨城県､争

伊奈町が管理する水位観測井および農林水産省農林

務局筑波事務所等が管理する取水用井戸等から採取

よ り ヨ ウ素の分析を行った｡

2)椚杢結果と考察

①畑地･林地の土壌水中ヨ ウ素濃度は､水田のよ

見られず､畑地表層(20cm)が平均2.2FL g/Lと高レ
FL g/L､林地0.2Flg/L前後と､降水の平均1.6Ilg/L
かった(図1)｡畑地と林地の異なる理由は､畑地

の影響で透水性が林地よ り悪く､大雨時には冠水して

土壌からのヨ ウ素の溶出率が増加したためと推定さ〕

②利根川下流域の地下水中ヨ ウ素濃度範囲は､海
波崎町を除く15地点 34採水位置で 0.9～ 27.7/Jg/Lて

が 20〃g/Lを越える井戸が見いだされたのは､鬼怒

中流域の場合と 同じく水田地帯にある藤代であった

町の 9地点の井戸の深さはすべて 50m以内であ り､

囲は､非かんがい期(4月)で1.7～155〃g/L(平均37.

かんがい期(7月)で 2.0～ 381〃g/L(平均 65.1±

った｡最高濃度を示した井戸は神晒町の海岸近く
に
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Ⅰ-21 地表水(地下水を含む)中一271の濃度レベルと箋

(独)農業環境壬

木方展治･藤原
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Ⅰ-22 降下物､陸水､海水､土壌及び各種食品試料の

財団法人 日本分析

野中 信博､金

1 緒 言

本調査は､環境放射能水準調査の一環として文部科学省の委託にく

爆発実験等に起因する放射性降下物(フォールアウト)による環境メ

施設周辺の放射線監視データとの比較を目的としている｡ここでは､

地で採取された環境試料(降下物､陸水､海水､土壌､各種食品等

査結果について報告する｡

2 調査の概要

平成13年度に47都道府県の各衛生研究所等で採取され､所定の前タ

を受けた各種環境試料及び日本分析センターが採取した降下物試料i･

137cs分析を行った｡

(1)分析対象試料

降下物､大気浮遊じん､陸水､海水､海底土､土壌､日常食､

野菜､茶､海産生物及び淡水産生物

(2)分析方法

文部科学省放射能測定法シリ⊥ズ2｢放射性ストロンチウムう

訂)及び同シリーズ3｢放射性セシウム分析法｣(昭和51年改香

った｡

3 調査結果

各種環境試料の90sr及び137csの平均値及び最小､最大値を以下i.

析試料数である｡また､県別平均値の一例を表-1にまとめた｡

(1)降 下 物



(3)陸 水

47都道府県で年2～4回採取した上水(蛇口水､源水)及び9道府ち

淡水の各々の平均値及び最小､最大値は次のとおりである｡

上 水 90sr l.4 (0.000～3.8)mBq/L(n=

137cs･0.035(0.000～0.16)mBq/L(n=

淡 水 90sr:1.7 (0.050～3.4)mBq/L(n=

137cs:0.34 (0.000～1.9)mBq/L(n=

(4)海水､海底土

13道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小､最大値は次

海 水 90sr:1.6 (1.3 ～2.1)mBq/L
(.

1こj7cs l.9 (0.80 ～2.5)mBq/L (]

海底土 90sr o.056(0.000～0.24)Bq/kg乾土(

137cs:1.6 (0.011～4.8)Bq/kg乾土(

(5)土 壌

47都道府県で年1～2回採取した試料(深さ0～5cm､5～20cmの2稽

の平均値及び最小､最大値は次のとおりである｡

0～5cm 90sr 74 (0.67 ～ 450 )MBq/km2

2.1(0.020 ～

9.2)Bq/kg乾j

137cs:460 (18 ～2400 )MBq/km2

15 (0.38 ～ 66 )Bq/kg乾j

5～20cm 90sr.190 (1.3 ～ 990 )MBq/kmコ

1.7(0.019 ～ 6.7)Bq/kg乾]

137cs:690 (0.80 ～3700 )MBq/kmご

6.5(0.012 ～ 24 )Bq/kg乾j

(6) 日 常 食

47都道府県で年2～4回採取した試料の平均値及び最小､最大値は



(7)精 米

47都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小､最大値ほ

90sr:0.0057(0.0000～0.016)Bq/kg生(1

0.19 (0.000
～0.63)Bq/gCa

137cs･0.017(0.0000～0.13)Bq/kg生(】

0.021(0.0000～0.13)Bq/gE

(8)牛乳(原乳,市乳)

47都道府県で年2～6回採取した試料の平均値及び最小､最大値は;

90sr:0.021(0.0000～0.060)Bq/L (n

O.019(0.0000～0.058)Bq/gCa

137cs ‥ 0.018(0.0000～0.46)Bq/L (n

O.011(0.0000～0.28)Bq/gK

(9)粉 乳

2道県で購入したドライミルク及びスキムミルクの平均値及び最ノ

とおりである｡

90sr:0.15 (0.019 ～0.42)Bq/kg粉乳(

0.015(0.0046～0.031)Bq/gCa

137cs ‥ 0.30 (0.015 ～1.6 )Bq/kg粉乳(

0.024(0.0031～0.093)Bq/gK

(10)野 菜

47都道府県で採取又は購入した根菜類(主にダイコン)及び葉菜ヨ

ウ)試料の平均値及び最小､最大値は次のとおりである｡

根菜類(主にダイコン)

90sr:0.072(0.0000 ～0.34)Bq/kg生(r

O.34 (0.000 ～1.4 )Bq/gCa

137cs:0.0092(0.0000 ～0.059)Bq/kg生(r



(11)茶

10府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小､最大値は次β

90sr:0.37(0.047 ～1.2 )Bq/kg (】

0.15(0.055 ～0.40)Bq/gCa

J37cs ‥ 0.29(0.013 ～1.2 )Bq/kg (]

0.016(0.0017～0.062)Bq/gK

(12)海産生物

34都道府県で年1～5回採取した試料(魚類､貝類､海藻類)の5

大値は次のとおりである｡なお､魚類及び貝類の分析対象部位は至

小魚については頭部､骨等を含めた全体の値である｡

魚 類 90sr･0.0062(0.0000
～0.023)Bq/kg生

0.010(0.00000～0.090)Bq/gCa

137cs:0.10 (0.035 ～0.26 )Bq/kg生

0.029(0.012 ～0.064)Bq/gK

貝 類 90sr:0.0073(0.0000 ～0.017)Bq/kg生

0.012(0.000 ～0.040)Bq/gCa

137cs:0.016(0.0030 ～0.032

0.0062(0.0011～0.010

生g

Kg

爪
/

q

q

B

B)

)

海藻類 90sr.0.024(0.0099 ～0.056) 生kg/Bq

0.030(0.011 ～0.059)Bq Cag/

)37cs:0.015(0.0058
～0.035)Bq/kg生

0.0021(0.00064～0.0036)Bq/gK

(13)淡水産生物

10道府県で年1回採取した試料(コイ､フナ､イワナ､ニジマ

値及び最小､最大値は次のとおりである｡なお､分析対象部位は

小魚については頭部､骨等を含めた全体の値である｡
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表-1 各種環境試料における90sr,137csの県別平均イ

降下物(MBq/km2)
土壌(Bq/kg乾土)

0～5cm 5～20c皿
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表-1各種環境試料における90sr,137csの県別平均値

日常食(Bq/人/日) 精米(Bq/kg生) 牛乳(Bq/L)
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Ⅰ-23 井戸水使用家屋における屋内ラドン濃度

放

床次眞司､石川徹夫､

福

1.緒 言

国連科学委員会の報告によれば､ラドン娘核種の吸入に基づく

放射線源から公衆が受けるとされるものの約半分を占めている｡

屋でのラドン濃度調査が多くの国で行われてきた｡我が国におt

度の全国調査が実施され､その算術平均は約16Bqm~3であり､巨

/2から1/3程度の低い水準であった｡この低濃度の原因に古

な構造が寄与しているが､屋内環境での地下水の利用や将来の…

が高くなり結果として屋内ラドン濃度も高められる可能性が指才

ような環境でのラドン濃度調査も､国民の線量を精度よく評価-

ある｡今年度は､福岡県下の一般家屋において､室内におけるモ

ルやその変動に関する原因調査を重点的に行った｡

2.調査研究の概要

今回調査が実施された家屋では､生活用水の一部に井戸水がセ

ドン濃度測定器を浴室近傍に設置し､屋内ラドン濃度を中心と1

らに環境因子として温度､湿度､気圧についても同時に測定しブ

為的に井戸水を使用してラドン濃度の変動を調べた｡

図1に調査期間中のラドン濃度変動図を示す｡ある時点での雲

ピーク以外では､規則的な日変動が見られている｡日中のレベ/

程度であったが､夜間になると100Bq/m3を超える状態が観察さJ

-クに関しては､人為的に井戸水を10分間程度浴槽に貯水し､J

期間放置した｡井戸水を供給している間は､水がかなりダイナこ

ため､通常時よりも多く井戸水中に含まれるラドンが大気中にま
J- ｣⊥J- プ｣ユ1tヽIんJ′Tヽロニヒ日日廿′nニニlやヽ ノ搬出-r三J

Lし虫I七人んせl､油血
■



井戸水中に含まれるラドンが､その使用によって大気中へ拡散してし

できた｡今後､水中からのラドンの移行割合や､線量に関連した各章

測定を含め､詳細な調査が必要であると考えられる｡

図1 井戸水利用による屋内ラドン濃度の上昇と日変動
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【研究発表】

(1)Tbkonami,S.,Ⅵmg,M.andSanada,TContribution鮎mthoronon

PaSSiveradondetectors.HealthPhys.,80(6),612-615(2001)･

(2)Tbkonami,S.Ⅵmg,M.,Sanada,T,Climent,H･andFurukawa,M･Tbo



Ⅰ-24 職場環境におけるラドン濃度の全国調査

財団法人 日本う

及川 真司,大桶

1.緒言

日本分析センターは文部科学省からの委託により,平戒4年度

したラドン濃度測定調査を行っており,これまでに屋内のラドこ

年度から8年度)と屋外のラドン濃度調査(平成9年度から11

きた｡本調査の目的は,一般環境におけるラドン濃度を測定し,惑

変動等を調査することにより国民線量の推定･評価に資すること

平成12年度からは3年計画で全国職場環境ラドン濃度測定罰

の職場環境について,国勢調査結果に示されている就業人口を毒

｢工場｣,｢学校｣および｢病院｣の4区分を対象に実施した(j

平成13年度も前年度に引き続き調査を継続し,全国地方自指

の協力のもとに,各自治体5地点,計235地点について職場環境

年に渡り測定したので,その概要について報告する｡

2.調査研究の概要

2.1測定器

本調査で使用した測定器は,ポリカーボネートフイルム(以~

を検出部としたパッシブ型ラドン･トロン弁別測定器(以下,｢

ある(Doietal.,1994)｡

2.2測定地点

調査を行った235地点のうち,ラドン測定器の破損により調∃

た1地点(学校,第2四半期)を除く,計234地点での調査が~

職場区分の内訳は,事務室88地点,工場78地点,学校58地点

であった｡

2.3 ラドン濃度の測定

本調査では4月を始期とする四半期毎に,測定地点l箇所に一

測定器を言凱管･ラ則斉した(言貨昔の方法等については以前の方法



3.結果

全国234地点から得られた,

平成13年度第1四半期から第4

四半期までの平均ラドン濃度の

頻度分布を図1に示す｡算術平

均値,標準偏差,中央値,最大

値および最小値はそれぞれ,20.7

Bqmq3,17･7Bqm-J,15･OBqm-),

119Bqm-3,2･9Bqm-3であった｡

なお,賂何平均値は15.6Bqm~3

であった｡全体の 90.6%に相当

する212地点でUNSCEARに述

べられた屋内の平均ラドン濃度

である40Bq m-jを下回った

(UNSCEAR,2000)｡職場区分毎

の平均ラドン濃度は,事務室

25.8Bqm~3,工場11.4Bqm~3,

学校26.O Bq m~3,病院18.O Bq

m~ぅであった｡

各四半期における職場区分毎

の平均ラドン濃度を図2に示す｡

事務室,学校および工場につい

て,季節変動が見られた｡第2

四半期に低くなる傾向は,屋内

のラドン濃度調査結果(Sanada

etal.,1999)と同様であったが,
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第4四半期には高くなる傾向

いては屋外のラドン濃度調査結果(Oikawaetal.,2002)と類似

は見られなかった｡
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Ⅰ-25 再処理施設からの液体廃棄物の放出モニタ

核燃料サイクル開

水谷朋子､植頭康

1.緒言

サイクル機構東海事業所再処理施設は､我国最初の施設

(PUREX法)にて軽水炉等からの使用済燃料を処理してき

再処理の過程で発生する液体廃棄物のうち低放射性の廃掘

の低放射性廃液処理工程を経て､沿岸から3.7km沖合いの

洋へ放出される｡放出量等の基準は再処理施設保安規定に扇

れを遵守するために､液体廃棄物の放出前にモニタリング

実施している｡

本発表では､東海再処理施設の運転開始時から現在にわた

放出モニタリングの方法及び放出実績について概要を報告づ

2.調査研究の概要

東海再処理施設は､1977年(昭和52年)にホット運転

在までに約1000tの使用済燃料を処理してきた｡図-1に

績を示す｡

処理量(t)

第

駕□=盟



いても分析を行っており､放射性物質については再処理施設保安刃

害物質については水質汚濁防止法等に定める基準を下回っているこ

の前に確認している｡

また､89Sr､90Sr､129I､Pu(α)の分析は､放射化学的な分離操fl

とから､月毎に排水量に応じた割合で合成試料を調整し､分析をf

89Sr､90Srはイオン交換一液体シンチレーションカウンタ法､129Ⅰを

γ線スペクトロメトリー法､Pu(α)はイオン交換･αスペクトロメ†
いている｡

図-2 に東海再処理施設から海洋放出した液体廃棄物のモニタl一

うち､主要な核種の年間放出量について示す｡
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図-2 東海再処理施設からの海洋放出放射能量

図-2で1980年代後半から全β放射能等の放出量が低下してい

第二低放射性廃液蒸発処理施設､第三低放射性廃液蒸発処理施設･

より､放射能の放出量が低減化したことによる｡

これらの放出放射能量を燃料処理量(GWa)で除して､単位電三



Ⅰ-26 環境における中性子線量率の全国調査

財団法人 日二

長岡和則､古j

佐藤昭二､大j

1.緒言

環境中の中性子に関する調査は､環境放射線の全体像を把握

るが､微弱線量であり､またその測定が難しいことから､γ線

比べてそれほど多くない｡航空機高度や高緯度地域の調査､加

性子測定に関する研究例はあるが､一般環境における分布につ

れていない｡このような状況から､文部科学省の委託を受け､

は日本の環境における中性子線量率の把握を目的に平成13年度

の全国調査を開始した｡

平成13年度は､青森県､茨城県及び鹿児島県において実施しj

2.調査の概要

調査は1県あたり原則として5地点(人口密集地､及び緯度

点)で測定を行った｡使用した機器は､富士電機社製サーベイ

ンタ(2インチ¢球型5気圧3He比例計数管)で､広いエネル

境の中性子に対応するため､2cm厚のポリエチレンカバーを被

置は地表から約1m とし､周囲ができるだけ開けた平坦な場所

環境の中性子が微弱であるため上記レムカウンタ 6ないし7台

上測定した｡なお､これらの検出器は､日本原子力研究所で252(

験を行い校正した｡中性子線量率測定結果の評価に資するため､

スペクトロメータ及び電離箱線量計を用いてγ線や宇宙線電離｡

た｡

また､環境における中性子線量率は太陽活動や気圧によって変

その影響を把握するため､定点(日本分析センター)においてアロ

ベイメータ(25mmd)×70mm 5気圧3He比例計数管)とNaIモ

測定を行った｡



定点における連続測定では､中性子線量率とNaIモニタにお【

数率はいずれも気圧が高い時に低くなる傾向が確認された｡環〕

び3MeV以上の計数率は宇宙線起源であることから､空気層ら

受け､気圧に対して指数関数的に減少していた｡また､太陽活妻

明確な関係は得られなかったが､NaIモニタの3MeV以上の喜

よる宇宙線強度変動の監視に有効であることが確認された｡
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4.結語

平成13年度に実施した3県の調査では､環境における中十

11.6nSv/h(海面レベルでは3.3～4.6･nSv/h)であった｡次年B

一夕を加えることで､日本における中性子線量率の水準を明確を

に関連する貴重なデータの蓄積が図れると考えている｡

謝辞

本調査を実施するにあたり､測定装置の整備等では東北大学



Ⅱ･環境に関する調査研

(海洋)



Ⅱ-1 日本周辺ノ海域の放射能の解析調査

放射線医学総合

山田正

1.緒言

外洋を含む日本周辺海域の海水や海底堆積物等

射性核種濃度を明らかにすると ともに､その経年

平･鉛直方向の分布の様相から､海洋におけるこ

動の解明に資するデータを得ることを目的と して

は､西部北太平洋海底堆積物中の 239+240pu と137cs

て報告する｡

2.調査研究の概要

1)試料採取および分析方法

海底堆積物は､西部北太平洋の2測点よ りマ

ラーを用いて採取した｡乾燥･粉砕後､分析用試

硝酸､過塩素酸､

フ
ッ化水素酸で

分解し､鉄共沈法､

イ オン交換法等

で分離･精製し､

アルフ ァ スペク

ト ロ メ ー タ ーで
239+240pu の放射能

を測定した｡137cs

の分析は､乾燥秤

量後､測定容器に

詰め､Ge半導体検

出器によ る γ線
スペクト ロ メ ト

リーによった｡採
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(Stn.1)､図3(Stn.2)に示す｡239+240pu 濃度t雲

でも表層付近で 0.6～0.8 Bq/kg 程度の値をカ

激に減少するという分布を示した｡239+240puは

存在が確認されたが､これは生物撹乱の影響iこ

えられる｡また､137cs はいずれの測点およU

されなかった｡Stn.1と Stn.2における 239+24f

物中でのインベントリーは､それぞれ､7 お｡

であった｡西部北太平洋における海水中の
239

ントリーは､100 MBq/km2前後であることが報

このことより西部北太平洋に放出された
239+240

底に堆積した部分は全体の数パーセントに過壱

239+240puは海水中に残っていると言える｡

3.結語

これまで日本海や東シナ海などの縁辺海や北太可

リ ングの機会を得て､海水や海底堆積物中の放射七

定し､データの蓄積を図ってきた｡次年度も引き編

む日本周辺海域において海洋試料を採取し､放射七

定して海洋における挙動の解明のための基礎デーう

経年変化を把握する｡
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Ⅱ-2 沿岸海域試料の解析調査

放射頼

青野

1.緒言

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種

化の調査を行い､これらをもとに､試料相互間の汚

し､将来の汚染を予測するためのデーターを得るこ

子力施設周辺等の沿岸海域における海産生物中の放

測定した｡ ･●

2.調査研究の概要

試料は､茨城､千葉､富山､島根及び福岡各県

した海産生物(海藻類)を用いた｡採取した試料をこ

で乾燥､450℃で灰化を行った｡この灰化試料を硝

イオン交換法､AMP法等により､核種毎に分離･精

はアルファスぺクトロメーター､137cs はベーター

いて各試料の濃度を測定した｡

表1に1999年～2001年に日本沿岸で採取した海覇

の濃度を示す｡今回分析した試料の濃度範囲は､23

れぞれ0.5-9.5mBq/kg一生重量であった｡1994年7

の茨城県のウミトラノオ(海藻類)中の239J240puの

れぞれ 27±18mBq/kg一生重量であった｡今回分;
239+240pu 濃度は､過去に報告されているものと有意

なかった｡

3.結語

沿岸海域､特に原子力周辺海域において採取し

射性核種濃度を測定して､汚染防止のための基礎デ

よび経年変動を把握する｡



表1 日本沿岸における海藻中の239+240pu濃

採取地 採取年月日 海藻名
239+2

茨城県磯崎 2001年5月

2001年5

2001年.5

2001年5

月
月
月

2001年5月

2001年5月
2001

5

5

5

7

2

2

2

5

5

5

2

2

っム

日
日
日
日
日
日
日

茨城県平磯 2000年11月12日

千葉県君ケ浜 2001年2月 21日

2001年4月11日

富山県真脇 1999年3月 29日

広島県宇品 2001年5月 7日

島根県日御碕 2000年3月17日

福岡県志賀島1999年5月19日

オオハネモ

ヒジキ

ウミトラノオ

アオサ

アラメ

ツノマタ

ハリガネ

オオハネモ

オオハネモ

オオハネモ

ウミトラノオ

シオグサ

ウミトラノオ

ウミトラノオ

(単位:mBq/kg一生重量,n.d.:検出



Ⅱ-3 近海海産生物放射能調査(北千島･オホーツク海･北海ヨ

(独)水産総合研究センター 中央水産研究所 森田貴己､南迫洋

水産工学研究所 松下吉樹､Ll｣崎憤

長谷川英一､渡辺

1.緒言
日本周辺海域に生息する主要海産生物の放射能水準とその経年変化を把握す

安全性を確認し､不測の事態に備えることを目的として本調査を継続しているっ

ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題に対処するために､新たに北方寒流沖
近海海産物放射能調査を拡大強化することになり､北千島沖合域での日露合弁;

ダラ､メヌケ類､アサバガレイを固定種として調査を開始した｡ここでは調査-

-ツク海･北海道北部沖合海域で､平成12年度に実施した生物調査結果の概要一

2.調査研究の概要

(D採取試料

12年度はスケトウダラ 4試料､ホッケ2試料､イカナゴーカジカ類･メヌ

1試料の計11試料を採集し分析に供した｡

②核種分析

試料は採集年月日､採集位置､平均体長､体重などを記録して､必要に応じ一

臓等)に分別し､摂氏450度以下で所定の操作を行い灰化物を調製し分析に供1

核種分析は高純密Ge半導体検出器を用い､計測時間16-32xlO4 秒で行っ

術庁放射能測定法シリーズ7(1979)に記載されている対象核種の中から､半減期;

7Be､5JMn､58co､60co､65zn､95zr､95Nb､10:jRu､川6Ru､125sb､

及びこれに川8=Ag､11(一一一IAg､207'Biの3核種を加え16核種としたっ

③分析結果

平成12年度の分析結果の中からスケトウダラ4試料について､l‥弓7cs濃度

した｡神威岬沖･オホーツク海海域において採集されたスケトウダラ試料から1

137csが検出された｡これまで得られた日本海沿岸･沖合域及び北海道周辺≠

能調査(平成12年度農林水産省関係放射能調査研究年報)の結果と併せて考え･

沿岸以外の海域を回遊中に高い濃度の137csを取り込んだ可能性が強いと推罰

得られていない｡なお､スケトウダラ試料から137cs以外の人工放射性核種さ

検出された137csの濃度はスケトウダラを食しても人体には全く害のない水音

料以外の魚類試料では､ほぼ例年並みの極めて低い水準の1:-7csが検出されて

集されているホッケ試料間に1:∃7cs濃度の差は認められなかったゥ

3.結 語

放射性廃棄物から放射能元素の漏洩が生じた場合､多種類の海産生物に影響一

間続くと予想される｡しかしながら､今回例年よりも若干高い濃度のl‥う1cs7

ウダラ試料のみであり､その汚染源もー一一時的であると考えられるため､本調査j

アによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響は無いと考えられるノ 今回のような現二

判定できるのは､これまでの長期間にわたる調査結果の蓄積によるところが大

ものとして今後の調査の必要件は益々増加すると考えられる｡

本調査の試料採集は､小樽､稚内､釧路の各機船漁業協同組合及び網走漁業■

れており関係者に感謝する｡
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Ⅱ-4 日本周辺海域海底土の放射能調査

(独)水産総合研究センター中央水産研究所 皆川昌幸､壷

日本海区水産研究所 平井光行､L

l)緒言

日本周辺海域の海底土に蓄積されている人工放射性核種の分布

るために､昭和60年度から日本周辺の沿岸､沖合及び外洋域の海

分析を行ってきた｡平成4年度からは､それまでの結果を参考に

域に定点を設定した｡旧ソ連･ロシアによる放射性廃棄物の海洋

ったことに伴い､6年度から日本海側の調査地点を拡充し､さら

の地点の調査も随時行うことにした｡

2)調査研究の概要

海底土試料は､平成12年度に､水産庁調査船蒼鷹丸(892トン)

156トン)を用いて太平洋側の常磐沖､相模湾､駿河湾及び襟裳テ
海盆､岩内沖､後志海盆､大和海嶺の各地点から､柱状採泥器を

試料は表層から2cm毎に分画､乾燥処理し､各区分の試料につい~

検出器によるγ線核種分析及びPu同位体の放射化学分析､また一

いては90Srの放射化学分析を行った｡それぞれの地点の10cm層ま~

示した｡

γ線核種の中で有意に検出されたのは､従来と同じく137Csと20■
た｡表層の 0～2cm層における濃度は､太平洋側の 7地点では 呵

満～5.3Bq/kg､207Biが 検出下限値未満～2.8Bq/kg､2391240Puが 0.2

にあり､日本海側の 4地点では137Csが 2.4～8.2Bq/kgの範囲に凄
渡海盆のみに検出され､0.6Bq/kgであった｡また､239･240Puは0.6へ

であった｡日本海の3地点の0～2cm層及び2～4cm層について90Srの

何れの試料についても検出下限値未満であった｡表層で最大値を

洋側では137Csが常磐沖､207Bi及び239･240Puが相模湾の地点であり､E

239,240Pu共に佐渡海盆であったが､この傾向は例年と同じである｡

これらの値は､中央水産研究所及び諸機関による従来の調査績

新規の汚染源による顕著な寄与は認められない｡

3)結語

平成12年度の調査においても､特に異常な値は認められなかっ

き日本海側､太平洋側の沿岸･沖合域を中心にして､変動傾向の

を行うとともに､汚染の評価に必要な基礎データの蓄積を行う｡

表 海底土の核種分析結果 嘩
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Ⅱ-5 日本海深海域における底生生物の生物相と劫

(独)水産総合研兜

森田貴己

1.諸言

旧ソ連･ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響を明らかにするために.

海域の調査を開始した｡日本海深海域の生物調査は皆無に近く､断片的な生物一

ぎない｡そこで､北西太平洋の深海生物調査で習得した調査船蒼鷹丸の採集技:

生物の調査を行い日本海の深海生物相を明らかにするとともに､採集試料の放j

平成10年度からは､日本海深海域の比較対象海域として太平洋深海域での調

12年度の調査結果を報告する｡

2.調査研究の概要

①調査航海と調査海域

平成12年7月14日から8月4日まで水産庁中央水産研究所所属調査船蒼腐

を行った｡調査点を表-1に示した｡

(診試料採集と保管

｢蒼鷹丸式深海篭網漁法｣と｢蒼鷹丸式ベントスネット｣を用いて底生生物･

は､-20℃以下で保存し研究所に持ち帰り保管した｡深海への餌供給に関して;

て､11年度の調査において設置したセジメントトラップを回収するとともに､

た｡また､福島沖で採集されたズワイガニ試料を譲りうけたので参考試料とした

③核種分析

試料は摂氏450度以下で所定の操作を行い､灰化物を調整し分析に供した｡

核種分析は､高純度Ge半導体検出器によるγ線スペクトロメトリーにより､

で行った｡分析対象核種は､7Be､54Mn､58co､6Oco､65zn､95zr､95Nb
125sb､134cs､137cs､144ce､1O81nAg､11OmAg､2O7Biの16核種である｡

④調査結果と考察

1.試料の採集に関して

11年度までの日本海深海域の調査より得られた知見を考慮して採集地点を讃

海域の比較対象海域として､太平洋深海域を設定した｡当初､太平洋側にも篭∃

が濃霧のためベントスネット調査に切り替えた｡各地点より採集された試料を

ネットでは数多くの種類のサンプルが採集されたが､放射能分析に供するには∠

分析には至らなかった｡11年度に引き続き､日本海最深部(ベントスー1)で云

集されなかった｡生物採集が出来ない理由の一つに､生物の存在が極めて少な1

で11年度よりこの地点にセジメントトラップを設置した｡この報告は別項で行

2.放射能濃度

表-3に各試料の放射能濃度を示した｡計数値の3け以下のデータも参考値と

試料から検出された核種は､137csとlぐ)8-nAgであった｡1(一8"tAgは､過去(

イガニの肝膵臓から検出されている｡これらの値は､既報値と同程度であり､′

った｡平成11年度調査でオホーツク海で採集したズワイガニの肝膵臓中の

0.0043(Bq/kg-Wet)であり本調査の日本海産のものと同程度である｡ペニズt

の108nlAgの濃度差は種の違いによる可能性もあると思われる｡

3.結語
l

_
二11｢｢l

｣

__



表-1

調査点 緯度 経度 水深(m)

ベントスー1 42-53N 138-29E 3644m

ベントスー2 41-12N 143-10E 2062m

ベントスー3 41-40N 142-57E 173m

篭-1 39-28N 135-23E 425m

篭-2 39-13N 135-30E 1260m

篭-3 38-58N 136-59E 2524m

表一2

調査点 採集生物名

ベントスー1 採集物無し

ベントスー2 ナマコ類(他種類)ソコダラ類 バイ類その他多数

ベントスー3 バイ類(他種類)ソコダラ類(イバラヒゲ)その他多数

篭一1 ズワイガニ ホッコクアカエビ ツバイ ゲンゲ類 カジカ糞

篭-2 ペニズワイ カジカ ゲンゲ類

竜一3 ツノアゲソコエビ

表-3

試料名 採集地点 部位 放射能濃度 (Bq/kg-

Cs-137濃度 A

､1∠_ア竺ソ_コエく__篭-?‥__‥‥_____享年___｣とQ呈Z土£▲82ユ●ツノアゲソコエビ 篭-3
-

ペニズワイ 篭-2 筋肉 0.032±0.0093

甲羅 N.D.(検出限界以下)

ズワイガニ

肝膵臓
0.0087±0.血_旦11

篭-1 筋肉 0.023±0.007

甲羅 N.D.(検出限界以下)

肝腰臓 N.D.(検出限界以下)0.02

ペニズワイ 福島沖 筋肉 N.D.(検出限界以下)

(参考試料) 甲羅 N.D.(検出限界以下)

肝膵臓 N.D.(検出限界以下)0.21

～⊥ト1 ●



Ⅱ-6 海洋表層から深海へ鉛直輸送される人工放射性核萄

(独)水産総合研

皆川

1.緒 呂

旧ソ連･ロシアによる放射牲廃棄物の海洋投棄の影響を調べるため､平成7一
我が国周辺の深海域で生物･海底土中の放射能レベル把握のモニタリング調査一

ルノブイリ原発事故後の調査により､海洋へもたらされた放射性核種は沈降粒

速に輸送されていることが明らかにされているゥ この沈降粒子は､モにプラン

起源物質から構成されており､深海域の放射能レベルを決める大きな役割を持･

で､上記調査の-一一環として海洋表層から深海へ鉛直輸送される沈降粒子中の放!

の経年変動を調べることを目的として､平成11年より日本海深部に沈降粒子]

ップ)を設置した調査を実施している｡なお､本調査は平成11年度から開始

(表1)｡得られた試料中の放射牲核種は､随時計測中であるり 今回は､平成

(SY99-00)を報告する｡

2.調査研究の概要
1)調査航海と海域

水産庁中央水産研究所(現(独)水産総合研究センター中央水産破究所)所夙

により､平成11年7月18 日から8月6日の調査航海において日本海盆深部

の調査航海にて回収に成功した｡

2)試料採集と保存

装置本体は､水深約1500mと 3500mに設置されるように係留系を設計しプ

(0.5024m2)♂〕時間分画式のものを用いた｡試料採取は､ヒトとも1月間隔て

を捕集する瓶には､あらかじめ純水で調製した10%中性ホルマリン･5%塩化1

中の試料分解を防いだ｡回収後､試料を直ちに捕集瓶ごと冷蔵保存し研究室に持

3)核種分析

沈降粒子試料は､生物(Swimmer)を取り除いた後0.4FLm ヌクレポアメニ

濾過を行いフィルター上に捕集した｡試料は､凍結乾燥し重量測定した後メノ

析に供した｡核種分析は､高純度Ge半導体検出器によるγ核種分析により計

った｡測定対象とした核種は､7Be､54Mn､58co､60co､65zn､95zr､95Nb､103Ru
125sb､134cs､137cs､144ce､207Biの16核種である｡

4)分析結果と考察

全粒子束および上･下層試料の放射能の結果を表2､3に示す.各捕集瓶中のノ

～6gであった｡全粒子束は上･下層とも､10～11月が最も低く､3～4月が大
であったっ これは表層の生物生産の変動を反映したものと考えられる｡しかも､

粒子束は同様な月変動を示しており､上層の変動が少なくも1月以内にF層ま

ていた｡試料からは137csが検出され､沈降粒子中の137csの放射能濃度は2～18

この値は､日本周辺海域の海底土とほぼ同レベルかもしくは高い値であるが､特｣

表2､3には137csの沈降束を示した｡137csの沈降束は全粒子束と同様な傾向一

海域への沈降量が多かった｡1年間の平均値は､上層で0て5±0.04-¶Bq/

0.04mBq/m?/dayと､多少下層で増加した｡特に､下層では10月～11月に

れた｡沈降粒子中の60coの濃度は9.3±2.9mBq/gであり､日本海海底土中

った｡現在のところ､この原因は不明である｡

3.結 静
日本海深海域へ沈隆すろ粒子の放射件核挿♂〕濃J曹_ 澱び汝隆畳の月密軌を明



表1 セジメントトラップ調査点

調査点 緯度 経度 設置日 回収日

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■■~■~■■~~~■~■~~■■■~■■~~■~
SY99_00 4lO ooIN1380 00′ E Hll.7.18 日12.7.17

SYOO-01 400 59′ N1370 59′ E H12.7.17 日13.7.16

SYOl-02 410 00′ N138O ol′ E H13.7.16 日14予定

表2 SY99-00地点の水深1460mの全粒子束および放射能沈降束

試料番号 採取期間 全粒子束

二+放射能沈降束(mBq/m2/d
開始 終了 (mg/m2/day)

137cs

1 日ll.7.21

2 日ll.8.20

3 日ll.9.19

4 Hll.10.19

5 日ll.11.18

6 日ll.12.18

7 日12.1.17

8 日12.2.16

9 日12.3.17

10 日12.4.16

11 日12.5.16

12 日12.6.15

Hll.8.20

日ll.9.19

日ll.10.19

日ll.11.18

日ll.12.18

日12.1.17

日12.2.16

日12.3.17

日12.4.16

日12.5.16

日12.6.15

日12.7.15

73.7 0.41±0.12

48.9 0.15±0.12■

21.7 0.40±0.11

95.5 0,23±0.10■

179.3 0.90±0.13

160.9 0.77±0.12

236.3 1.07±0.14

407.3 1.17±0.17

393.6 1.06±0.16

282.5 1.25±0.16

202.7 0.81±0.16

167.7 0.74±0.13

その他

(注)*は､参考値(3J以下)

表3 SY99-00地点の水深3570mの全粒子束および放射能沈降束

試料番号 採取期間 全粒子束 放射能沈降束(mBq/m2/d

開始 終了 (mg/m2/day)
137cs

1 日ll.7.21 日ll.8.20

2 日ll.8.20 日ll.9.19

3 日ll.9.19 日ll.10.19

4 日ll.10.19 日ll.11.18

5 日ll.11.18 日ll.12.18

6 日ll.12.18 日12.1.17

7 日12.1.17 日12.2.16

8 日12.2.16 日12.3.17

9 日12.3.17 日12.4.16

10 日12.4.16 日12.5.16

11 日12.5.16 日12.6.15

49.0 0.37±0.11

61.1 0.74±0.13

33.2 0.34±0.13*

34.0 0.44±0.12

135.8 1.34±0.13

130.9 0.63±0.14

166.1 1.02±0.15

283.0 1,62±0.17

294.9 1.17±0.13

180.8 1.08±0.14

166.4 1.10±0.18

その他

60co:0.



Ⅱ-7 日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁i

小嶋 哲哉､清音

1.緒言

本調査は､日本近海における放射性核種の分布及びその経年変化を把モ

して､海水の調査は1959年より､海底土の調査は1973年に開始し､以降=
ている｡

今回は､2000年の調査結果について報告する｡

2.調査の概要
試料の採取は､海上保安庁海洋情報部及び管区海上保安本部が分担し■

海域､親潮海域､日本海の各海域で表面海水を採取し､海底土は沿岸域一

採取している｡

採取試料は海洋情報部環境調査課海洋汚染調査室において放射化学分;
90S r,137C sの2核種､海底土は､90S r,137C s,60Co,239･240Puの

能測定を行った｡

表面海水中における90S r,137C sの放射能濃度の経年変化を図-1に
90S r,137C s,60Co,239･240Puの放射能濃度の経年変化を図-2に示づ

3.結語

我が国周辺海域の海水及び海底土の放射能濃度は､各核種とも長期的1

る｡今後も継続して日本近海における海水及び海底土の人工放射性核種･

濃度分布及び経年変化を把握する｡
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Ⅱ-8 日本海の海水･海底土調査

海上保安庁1

小嶋 哲哉､蒲■

1.緒言

1993年に日本海･オホーツク海において旧ソ連･ロシアは固体
製コンテナに詰めて海洋投棄していたことが明らかになったことから

報部では､放射性物質による海洋環境への影響を把握するため199

射能調査実施している｡

今回は､2000年の調査結果について報告する｡

2.調査の概要

調査は海上保安庁海洋情報部測量船｢拓洋｣及び｢明洋｣により実

〔調査の概要〕

日本海に9測点､オホーツク海に1測点を設けた｡(図-1)

〔試料採取〕

(l)海水

海水試料は､深度Om,200m,500m,750m,1000m,以下1000m間

50mの各層でそれぞれ100㍑を採取した｡
(2)海底土

海底土の試料は､スミス･マッキンタイヤー型採泥器で採取し､表層泥2.

取り分析試料とした｡

〔分析項目〕

海水､海底土とも90S r,137C s,60Co,239,240Puの4核種で

〔測定結果〕

海水及び海底土中の調査結果をそれ

ぞれ表-1,2に示す｡

3.結語

今回までの測定結果については､旧

ソ連･ロシアによる海洋投棄された放

射性廃棄物による海洋環境への影響は

認められなかった｡

今後も､毎年1回､同規模の調査を

継続し日本海･オホーツク海の放射性

核種濃度分布及び経年変化を明らかに
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Ⅱ-9 日本海の深海流測定

海上保安庁海洋情

小嶋 哲哉､蒲池 信

1.緒言

1●993年に日本海･オホーツク海において旧ソ連･ロシアは固体の放射

属製コンテナに詰めて海洋投棄していたことが明らかとなったことから､海
情報部では､放射性物質の拡散の可能性を把握するため､1994年から当

て毎年2測点の深海流観測を実施している｡

今回は､2000年8月～2001年7月までの約11ケ月間の連続測定紹

2.調査概要

係留系は､AANDERAA社製の流向･流速計を海底上50mと100mに直列

点NO-E､測点NO-Fに海上保安庁海洋情報部測量船｢拓洋｣で設置し､測羞

揚収した｡(図-1)測定間隔は60分間隔である｡

〔調査結果〕

(1)流速ベクトル

25時間移動平均の流速ベクトルを図-2に示す｡

(2)平均流況

今回観測を実施した測点NO-E及びNO-F並びに以前に観測を実施し7

びNO-A～Dの平均流向･流速図を底上50m(図-3-1)､底上100m

に示す｡

(3)流向別流速頻度分布

測点NO-E及びNO-Fの流向別流速頻度分布をそれぞれ図-4,図-5

3.結語

流速ベクトル図､流向別流速頻

度分布図によれば､NO-Eは海底

上50m及び100m層とも季節による
変動があるが北西方流れが卓越し

ており､平均流速は､それぞれ3.

6cm/s,3.2cm/sであった｡

測点NO-Fにおいても流れの弱い

時期があるが北方の流れが卓越し

ており､平均流速はそれぞれ3.8

cm/s,4.8cm/sであった｡また､両
測点とも地球自転による18～19時

間の慣性周期が顕著である｡

1卸● 135●
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Ⅱ一10 海洋環境における放射性核種の長期挙動に関

気象研究所土

青山道夫､上

1､緒言

気象研究所では､1950年代から太平洋を主な対象海域として海水【

人工放射性核種の研究を行ってきた｡外洋においては､これらの観測

専門の観測設備を備えた観測船や研究船が使用されてきた｡表面海カ

を知るための採水では専門の採水設備を備えた観測船等が必須であぞ

すれば採水や試料保存について工夫すれば外洋を航行する一般船舶て

すでに気象観測のみならず各種の地球環境観測において､篤志観測彪

の二酸化炭素分圧の観測や､BT観測等がおこなわれるようになって壱

今回､我々は北太平洋を横断する商船(コンテナ船)に採水を依頼し

域での観測を行った結果について､過去のデータとあわせて検討を窄

2､調査研究の概要

今回の採水は､商船三井グループの"M/VALLIGATOR HOPE"によるノ､

への航海および"M/V ALLIGATOR LIBERTY"による大西洋からパナマ通

航海のうち太平洋部分において行われた｡図1に採水場所を示す｡



では日付変更線のすぐ酉で1.2Bqm.3と極小となる｡過去データ(HAMデータ

and Hirose,DSRII,Submitted)の解析においても1960年代以降､濃B

度減少は顕著であり､現在の北太平洋での最低濃度の海域となっている｡≠

混合のみならず､137cs濃度の低いソース域(まだ特定できていないが)か〔

流がこの濃度極小域を形成していると考えられる｡また､近年北海道東方♂

域と比べて相対的に137cs濃度が低く観測されているが､この濃度極小域はぅ

えられる｡一方､中緯度側では西部北太平洋では東部と比べてわずかに高い

測された｡1960年台での大気圏核実験により西部北太平洋中緯度にメ

137csが､サブダクション等により亜熱帯循環から抜け出して南下したもの弓

まこの40年間亜熱帯循環系に閉じ込められていたことの反映と考えると吾
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図2 北太平洋における表面海水中137c s濃度
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Ⅱ-11 日本近海海域における海洋放射能調

気象

1.緒言

気象庁は､昭和32(1957)年に､核爆発実験や原子力の平和利用に伴う

を調査する目的で､放射能調査研究費による｢表層海水の放射能調査｣三

船及び南方定点観測船を用いて表面海水中の全β放射能の観測を開始l

継続され､現在は同調査研究費による｢日本近海海域における海洋放射

海の11ケ所の観測定点において調査を行っている｡

2.調査研究の概要

1)試料採水

海水の試料は､気象庁海洋気象観測船により図1に示す11ケ所の観i

れ年2回､夏季及び冬季に表面の海水を採水している(旧南方定点は｣

の5ケ所の観測定点では1,000m深の海水も採水している｡

2)試料採取及び放射能測定

海水中の人工放射性物質の採取には､以下の鉄-バリウム共沈法を月

試料海水5L(リットル)を量り採り､塩化アンモニウム10gを加え加熱-

ウム溶液(0.0729mol/L)1mLを加え撹拝する｡沸騰し始めたら硫酸第二

(0.0895mol/L)1mLを加え､アンモニア水溶液によってpH8.4程度に調∃

間緩やかに加熱を続け､このとき生じた水酸化第二鉄の沈殿に､硫酸ノ

放射性物質を吸着させる｡冷却後､定量用濾紙を用いて試料海水を減た

内で乾燥させ測定試料とする｡

全β放射能測定には平成6(1994)年以前はGM計数装置､平成7(1995

検出器を用いている｡放射能既知の試料(平成12(2000)年6月まで八酸

よりストロンチウムー90)を標準として1試料につき40分ずつ3回測定

定借としている｡また自然計数として､試料の調製に用いた濾紙につし

い､先に得られた試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値とβ

放射能を求めている｡



3.結語

近年においては､日本近海の海水中全β放射能は低いレベルで推移し

染事故が発生した時に的確に対応するためには放射能のバックグラン‡

要であり､気象庁は日本近海における海水中の全β放射能の観測を継続

の測定値については､｢大気放射能観測成績｣(気象庁編､年刊)に掲毒

参照されたい｡

表1 日本近海の観測定点における表面海水中の放射能

*:PN-9は昭和33(1958)年～平成8(1996)年､PN-6は平成9(19

ーノ∴∴:

‡:::::】::;;:;:こ

1:王1ミミミ;:!:::;:

:ニ:･l･;･T･:･!･

:;弓;ミ■;･:･t･

ー■l●■=■=■●■■-

l

≡≡慧…芸…諾;芸琶………≡
:写:;･!:号:;::J･ミふ:ふi･jふ:･;･王･t
･:･㌢l･:･;･宣･:･】･:･:･!･l･ミ･t･:;ヨ;
:こ;:こ!:ヱ:;::;:;;:rミ::;:‡;;;;::三;■

;:it::1†;;ニ:;:ニl:l:!;!こ:ミ::::

::;l:!::::;:;;:≡:;;;:■
;†!:;;;こ;!了;‡:i‡::一

;::!:;;:;;;‡‡;;;

こて丁号丁‡･｢しさて

■

G-8
○

川_♂.G_5
l.::;モ

弓M-1.岩…嵩
..1■t■‡●;●】●‡-;■:■`●

::;::!!i
L..

l.

PK-1

●義■･′
′

●○

::‥!:PH-1PH-6

･=:声琴=

■■:-

_■

:･:…:･::･:･:･:･:･:…暮り･･･l
::;こ;王!:ミ::;こ【;ユ;!:巴こ:;:王t'

;･;:;:≡:≡･:･王ふ;･t･;･:･;･:

ミ:…パ･;･l･…ふl∴･;:!:ナ:…･:

;●;●:■!1l■:●i-l■:'l●;一:-
;;:!;;;::王iIl;:H:ミ･こ

=i:暮;Hi;l

.!ミ【!ミ表;
l.王.;.王.‡.:.

.･;･1･!･l･;･:･:･:;

;;l:;;::::;.

.】.‡.:.l.!.王.!
;:i･!･t

モーl`!■;'と:●●
●;:;

J
●

丘7

■●

PN-9.

一;;:H::1

.;.!.t.:

i;:!!

OPT-5

■PN-6 ■

′

■ニ≡;pN.10●

′

■

●■

旧南方定点

128●E 130●E 140●E 150◆E

図1 日本近海における気象庁の
放射能観測定点

●●



Ⅱ-12 日本海における人工放射性核種の移行挙動に関する調

日本原子力研究所 海洋調査研究室

伊藤集通､外川織彦､荒巻能史､乙坂重嘉､

1.緒言

本研究は､日本海における放射性核種の現状濃度及び分布の把握なら

での移行プロセス及び海水循環過程の解明を目的として､1997年よりβ

最大の特徴は､ISTCパートナープロジェクトによりロシアの研究機関.

ロシア側排他的経済水域(EEZ)を含む日本海の広い範囲をカバーする誘

ある｡調査では､海水､海底土､懸濁物試料を採取しているが､今回ほ

の調査結果のうち海水中の放射性核種(90Sr,137Cs,239+240Pu)濃度に

2.研究の概要

1997～2000年の4年間に日本とロシアのEEZ内において7回の調∃

19地点で放射性核種濃度測定用試料の採取ならびに一般的な海洋観測二

各調査地点において海面から海底上約100mまでの深度範囲において4

水約220Jを採取した｡採取には水中ポンプまたはバンドン型大量採水

上において孔径1.0〃mのメンプレンフィルターを使用してろ過(ロシ

した後､濃塩酸を用いてpH2以下にして保存した｡これら試料は陸上

射化学分析を行い､90Sr,137Cs,239+240Puの各核種の放射能測定を行っ

各核種の鉛直分布を図2に示した｡90Srと137Csは､表層ではそれそ

1.0-3.OmBq/Lの潰度範囲にあり､海底近傍では0.2･0.8mBq/L､<0.1

また､239+240Puは､表層で0.004･0.044mBq/L､約1000m深で0.25-0

傍では､0.022-0.035mBq/Lの濃度範囲であった｡これらの値は､日本

査結果と比較して､平均的なレベルであった｡日本海における各核種C

を西部北太平洋の分布と比較すると､日本海では中深層にそれら放射性



るという特徴が見られた｡さらに､本研究で得られた核種濃度から計算さこ

の水平分布は､日本海固有水の動きとのリンクを示唆する興味深いパターこ
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Ⅱ-13 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能

(財)温水養魚繹

菊地徳清

横須賀幸i

l.緒言

原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総づ

原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物等の放射能調査弓

2.調査研究の概要

(1)実施場所等

調査は､茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の聖

おいて実施した｡試験地は12面(7201ぜ)､4m¢水槽2面､若干の小型力

青海水は日本原子力発電(株)東海第二発電所の温排水､東海発電所¢

t取水した｡通水温の維持のため適宜温排水､自然海水､混合取水をt

(2)飼育海産生物と放射能測定試料

飼育海産生物の種類はマダイ､ヒラメ､メジナ､スズキ､クログイ､

シマアジ､ウナギ､クルマエビ､アワビの11種類である｡このうち20言

能測定試料とした｡マダイ､ヒラメについては種苗生産を行い､マダノ

5年魚､ヒラメは当年魚､3年魚を飼育した｡飼料はロットの異なるマづ

試料とマダイ親魚用飼料1試料を､砂泥は排水路定点に沈殿した2試料

水は平成13年2月28日､4月30日､6月30日､8月31日､10月31日､12月

した6試料を分析した｡

(3)飼育海産生物等の放射能測定

海産生物､飼料､砂泥の放射能測定は137c s放射化学分析によった

一都試料ではその他の部位について測定した｡飼育海水については､1
リーによった｡また239十去40pu分析､90sr分析は脊椎骨を分析し､

した｡

マダイ1年魚は137c sの放射化学分析を4回行った｡年度間を通し成長

と排出定数を求めた｡試料は(財)日本分析センターへ送付し同センター

測定した｡放射性核種分析結果は､次表の通りであった｡海産生物にノ

0.024～0.12Bq/kg生､239りト240p uはマダイ脊椎骨､飼料は検出下限値

0.029Bq/kg乾土であった｡90s rはマダイ天然魚の脊椎骨は検出下限罰

は0.082±0.025Bq/kg生､飼料は0.27±0.037Bq/kg生であったc

(4)飼育海水の放射能測定

試験池の注水口に水モニターを設置し､放射能監視装置(NaIシンチ

検出)によって常時放射能を池定記録した∩ 年間を通じ43.0～45.OcロS



表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果

測定年月日

14.2.24(C s)

14.3.5(Pu)

14.3.8(S r)

14.2.24(C s)

14.3.5(Pu)

13.3.8(S r)

14.2.28(C s)

14.3.t(C s)

14.3.1(C s)

14.2.28(C s)

0.11士0.010

0.11jカ.010

0.11士0.010

0.094士0.0094

14.2.28(C s)

14.2.28(C s)

14.2.28(C s)

0.069士0.0084

0.066:畑.0081

0.074士0.0086

14.2.28(C s) 0.11±0.010

14.3.1(C s) 0.10±0.010

14.2.28(C s) 0.076±0.0085

14.2.28(C s)

14.2.28(C s)

0.12士0.010

0.040±0.0069

14.2.28(C s)
0.043士0.0069

14.3.1(C s)
0.11±0.010

14.2.28(C s) 0.053±0.0076

14.2.28(C s) 0.068士0.0088

14.3.13(C s)

14.3.13(C s)

0.025士0.0032

0.024士0.0032

マダイ1年魚

配合飼料

EP7MUJ

EP8MV4

EP8MYE

14.2.25(C s)

14.2.25(C s)

14.2.25(C s)

0.079±0.019

0.071±0.018

*

マダイ親魚用

配合飼料

14.3.5(Pu)

14.3.8(S r)

14.2.24(C s)

14.2.24(C s)

14.1.28(Pu)

1.4 士0.14

1.6 土0.15



Ⅱ-14 海洋環境試料中の放射性核穫濃度レベルの経年変事

一変動傾向の検討と予測の試み(福島第一海域)-

(財)海洋生物環

吉田腫

1.緒言

原子力発電所等周辺海洋放射能調査により毎年得られる環境試料の二

性を検討し､異常値を適切に指摘するためには｢平常値の変動範囲(変重

ければならない｡

｢平常値の変動範囲と｣を如何に求めるかは重要な課題であるにも関わ

れていない｡過去数年間(5～10年)の分析値の濃度範囲､その平均1

値､最小値などが便宜的に｢平常値の変動範囲｣として判断の基準にさこ

そこで､｢平常値の変動範囲｣の推定法を考察し､平常の経年変動侶

変動式｣を求め､平常状態で推移した場合に当該海域での放射能レベルー

2.調査研究の概要

1)経年変動式､平常値の変動範囲などを求める過程

①経年変動傾向を示す基本式を指数関数式

Y=A･Exp(ax)､X:測定年Y:)37cs濃度(mBq几)とする｡

②分析資料(何らかの理由により問題ありと推定される分析値は取りi

く)に基本式(指数関数式)を当てはめ､経年変動傾向を近似する近似ヨ

③各測定年月日で得られた分析値(Bト｡)と近似式から求めた各測定年f

濃度の算出値(Al.n)､および残差(Vl.血)を求める｡次いで残差(Vl_8)の

算する｡

④分析値の変動幅､即ち変動範囲(VⅣ)は残差(Vl.｡)の標準偏差(Vs.｡.)の

即ち､Vl.れ=B..8-Al心 Vnv≦3×Vs.｡

(9分析値の変動範囲(Vnv)と､残差(Vl_｡)により分析値を吟味し(Vl.nか

析値を取り除く)､平常値を選定する｡

⑥平常値を基本式に当てはめ､平常の経年変動傾向を示す経年変動式･

(D平常値と経年変動式からの算出値により､再び残差､残差の標準偏二

式の場合と同様に平常値の変動範囲は残差の標準偏差の3倍以内と決j

⑧平常値の変動範囲と残差により､分析値を判定し､変動の範囲外の:



5月)の影響を受けた分析値の推定である｡近似式は事故の影響を強

た期間の分析資料と基本式から求めなければならない｡そこで事故の

間の推定は､事故後の数年間の分析値を1年後から数年後まで順次除

応する近似式と実効半減期(T)を逐次計算し､(T)の経年変化がほぼ

た｡その期間は1986-1988年の3年間と推定された｡

③近似式と変動範囲:1986～1988年間の分析値を除き､起点を198

福島海域の近似式､および変動範囲は

Y=4.42･Exp(-0.0369･X)､Vs.D.は0.23､Vrw≦3×0.23=0.69

④平常値の選定:残差(Vト｡)が±0.69をこえる分析値を取り除き平常値

⑤平常の経年変動式と変動範囲:平常値と起点を1983年として作成L

平常の経年変動式､変動範囲は

Y=4.59･Exp(-0.0397･Ⅹ)､Vs.D.は0.25､VⅣ≦3×0.25=0.75

⑥分析値の判定と検討:分析値の判定結果と経年変動曲線を図1に責

一部1987年にかけての変動の範囲外の分析値が得られた｡チェルノ
考えられる｡チェルノブイリ事故の影響が明確に認められるのは1986

年にはほぼ変動の範囲内のレベルまで減少したと推定される｡1984

の範囲外の値は､1984年の東北沿岸の異常冷水現象の影響による可

1997～2000年にかけての分析値の増減は全て平常値の変動幅の範囲-

｣

盲
皿

∈
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0.0
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○ ◆
y=ヰ.59e-0.0397x

R2=0.8611(
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図1平常の経年変動曲線と分析値の判定

⑦福島第丁海域(表層水)の1】7cs濃度の予測:予測したい時点の年月



Ⅱ-15 2001年5月に核燃料サイクル施設沖合海域で観測さ

放射性核種濃度の低下現象について

(財)海洋生物環境研究所

稲書直彦 瀬戸山正宏

1.緒言

この調査は原子力施設沖合海域で採取されている海水中の放射性核事

変動や分布を説明することを目的としている｡

90sr,137cs濃度については平成9年度に津軽暖流(亜熱帯循環系)に比

系)で低くなることが明らかにされ､核燃料サイクル施設沖合海域(以

察される濃度変動は親潮､津軽暖流の影響度合(ブレンド)によって決扁

平成13年度の核燃沖海域調査では5月に大規模に90sr,137cs濃度が

低下現象)が認められ､その原因について検討した｡

2.調査研究の概要

1997～2001年に核燃沖海域(図1)で採取されたデータについて､水温

分を行い､水系と90sr,137cs濃度の関係および】37cs/90sr比等を整理した｡

その結果と濃度低下現象の認められたデータを比較検討した｡

3.結語

1)水系区分と放射性核種濃度の関係

･塩分と放射性核種の関係(図2)

I37cs濃度は明らかに津軽暖流系にくらべ親潮系で低く､ついで下層水

とが確認された｡また分布の特徴として､津軽暖流系と親潮表層水系の

水系の間で､それぞれ直線性が認められ､いずれについも2水塊間の混

いた｡これらの関係は90srでも同様であった｡

･】37cs/90sr 比(図3)

両者の間に直線性が認められ､その勾配は1.4であった｡この傾向は

あった｡



表1表層低濃度現象が認められた定常測点データの過去との比較(単位

測点6 表層 測点8 表層 測点10 表層 測点13 表層

平成8

平成9

平成1(1

平成ユ1

平成12

平成13

1.9二0.18

1.7±0.14

1.7±0.15

1.6±0.1j

l.7±0.16

1.1±0.12

2.5±0.33

2.2±0.35

2.5±0.31

2.3±0.36

2.1±0.25

1.1工0.25

2.2±0.17

1.9±0.16

l.7±0.15

1.5±0.14

1.6=0.15

1.2±0.12

2.5±0.35

2.1±0.33

2.2±0.31

1.9±0.35

2.2±0.27

1.4±0.23

1.4±0.14

1.8±0.15

1.6±0.16

1.4±0.14

1.0±0.13

1.0±0.18

1.8±0.31

2.0±0.33

2.8±0.28

2.1±0.32

1.8±0.21

1.3±0.23

l.3±0.14

1.6±0.15

1.6±0.15

1.5±0.18

1.5±0.16

1.1±0.13
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図1 調査測点配置
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Ⅱ-16 平成13年度核燃料サイクル施設沖合海域の海さ

(財)海洋生物環境研究所

中村 誠､橋爪政男､御園

原崎 尭､畠山 博､飯淵

篠田芳晴､鈴木 譲､河村

吉田勝彦､長屋 裕

1.緒言

本調査は､平成2年度から実施している核燃料

合海域の海洋環境放射能調査であり､文部科学省

放射能の総合評価に必要な基礎資料を作成するこ

いる｡

2.調査の概要

1)調査方法

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲

要な海産生物を10魚種ずつ年2回(4～7月及び

した｡また､当該海域の16測点において､海底土

深さ 3cmまでの表層土)を年1回(6月中旬～下

さらに同測点において､海水(表面水､下層水)

中旬～下旬及び10月上旬～中旬)採取した｡

海産生物試料(筋肉)と海底土試料については

核種及び 239+240pu を､海水試料については 3H､90

種及び239+240puを分析･定量した｡

2)調査結果

すべての調査試料において､対象としたγ線放

検出された人工放射性核種は､137csのみであった

①海産生物

魚類及びイカ･タコ類計20試料の放射性核

表1に示すとおりである｡
/寄､＼ふたrl≠F ｣_



れらの測点は放射性核種濃度の低い親潮水のj

と考えられる｡過去にもこのような例があり､

値の範囲を逸脱するものではなかった｡

3.結語

平成13 年度に核燃料サイクル施設沖合海域の主

した海洋放射能調査の結果は上記のとおりであり､

底土及び海水の放射性核種濃度はいずれも､ここ数

における調査結果と同程度であった｡

表1 平成13年度海産生物試料の放射性核種濃

(単位:f

年 度 試料名 試料数

平成13年度
魚 類

イカ･タコ類

16(16)

4(4)

0.062～0.2

0.03 ～0.0

平成8～12年度
魚 類

イカ･タコ類

82(69)

18(15)

ND～0.008

ND～0.007

0.06 ～0.3

ND ～0.05

(注)NDは検出下限値未満を示す｡

()内数値は90srを測定した試料数を示す｡

表2 平成13年度海底土試料の放射性核種濃月

(単位:B

(注)NDは検出下限値未満を示す｡

表3 平成13年度海水試料の放射性核種濃度



Ⅱ-17 平成13年度原子力発電所等周辺海域の海洋放

(財)海洋生物環境研究所

中村 誠､橋爪政男､御園生

原崎 尭､畠山 博､飯淵敏

篠田芳晴､鈴木 譲､河村虞

吉田勝彦､長屋 裕

1.緒言

本調査は､昭和58年度から実施している原子力空

域の海洋環境放射能調査であり､文部科学省が行､

能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを暮

2.調査の概要

1)調査方法

北海道､宮城､福島(第1､第2)､茨城､静岡､

福井(第1､第2)､島根､愛媛､佐賀及び鹿児島の

要漁場で漁獲された水産上重要な海産生物を各海ま

2回(4～7月及び9～1月)収集した｡また､当言

点において､海底土(海底表面から深さ 3cmまで(

海水(表面水､下層水)を年1回(5月上旬～7月上

海産生物試料(筋肉)は乾燥･灰化した後､海月

後､それぞれγ線放出核種を測定した｡海水試料も

分離後､90sr､J34cs及び)37csを分析･定量した｡

2)調査結果

海産生物及び海底土の全ての試料において､対≠

出核種のうち検出された人工放射性核種は､137cs

.(彰海産生物
魚類､イカ･タコ類及びエビ類計84試料の

は､表1に示すとおりである｡

②海底土

海底土計56試料の137cs濃度範囲は､表2i



海洋放射能調査の結果は上記のとおりであり､海産

及び海水の放射性核種濃度はいずれも､ここ数年聞

ける魂査結果と同程度であった｡

表1 平成13年度海産生物試料の137cs濃度

(単位:

年 度 試料名

魚 類

平成13年度 イカ･タコ類

エ ビ 類

平成8～12年度

魚 類

イカ･タコ類

エ ビ 類

(注)NDは検出下限値未満を示す｡

表2 平成13年度海底土試料の137cs濃度

(単位

年 度 試料数

平成13年度

平成8～12年度

ND ～

ND ～1

(注)NDは検出下限値未満を示す｡

表3 平成13年度海水試料の90sr及び137cs濃

(

＼l/



Ⅱ-18 核燃料サイクル施設沖合海域および茨城海域におt

23g十240pu濃度分布特性について

(財)海洋生物環境研究所

稲書直彦 瀬戸山正宏

1.緒言

この調査は原子力施設沖合海域で採取されている海水中の放射性核種

変動や分布を説明することを目的としている｡

239十240pu濃度の鉛直分布には亜表層に極大層(以下､Pu極大層とよぶ)

分布特性は90sr,】37csと異なり水系配置のみでは十分な説明が出来ない

動をする浮遊懸濁粒子が鉛直的な移行に重要な寄与をしていると考えら

な背景から､平成10年度より 239+240pu濃度と浮遊懸濁粒子､密度､溶

等との関係について考察を行っている｡

2.調査研究の概要

1999～2001年に茨城海域(図1)から採取されたデータおよび､1997～

クル施設沖合海域(以下核燃沖海域)(図2)で採取された海水のデーう

および､溶存酸素量､密度との関係等を比較検討した｡

3.結語

1) 239†240puの鉛直分布

Pu極大層は､茨城海域では深度500m付近(図3)､核燃沖海域では辛

に認められ､核燃海域に比べ､茨城海域では浅い傾向にある｡

2)酸素極小層(AOU極大層)の深度

酸素極小層(AOU極大層)の深度は両海域とも800m付近であり同程度

茨城海域ではPu極大層の深度はより浅く､一般に､酸素極小層とPu奉

ことを示唆している｡

′てb
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Ⅱ-19 スルメイカの239+240pu濃度

(財)海洋生物環境研夕

御園生浮 吉田勝蓬

畠山 博､篠田芳畔

石川雄介

1.緒言

海洋環境放射能総合評価事業の一環として､当所は青森県≠

核燃料サイクル施設の沖合海域(以下｢核燃沖海域｣と記す)

の海産生物について放射性核種濃度を調べて来た｡調査対象と

種のうち､239十240puは魚類の筋肉中では濃度の低いことが知

3年以来､8魚種､のベ175試料を調べた当所の調査でも9

に過ぎない｡しかるに､頭足類の筋肉部からは､のベ43試華

され､そのうち13試料がスルメイカであった｡そこで､核腰

沖合)で漁獲されたスルメイカについて雌雄別､部位別に23∈

した｡また､比較のために､10月に大和堆付近で漁獲され書

ても239十240pu濃度を分析した｡

2.調査研究の概要

1)試料と方法

核燃神海域で7､9､10月に釣獲されたスルメイカを試準

よって数段階に分けた後､それぞれを解剖して雌雄を判別し､

腕足､肝臓､および肝臓以外の内臓(生殖巣を含む｡以下｢J∈

す)に分けた｡それぞれを灰化した後､文部科学省測定法シl.

ウム分析法｣に準拠して239+240pu濃度を分析した｡

なお､7月に漁獲されたスルメイカは生殖巣がほとんど発達

の判別の困難な個体が多かったのに対し､10月のスルメイヌ

が多数見られた｡

2)結果

外套長が21～25cmのスルメイカの各部位の239+240pu濃度
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燃沖海域のスルメイカと同程度であった｡

なお､いずれの海域で漁獲されたスルメイカにおいても､各部イ

度に雌雄による差は認められなかった｡

3.結語

今回の調査では､9月に採取されたスルメイカの外套膜､腕足､

濃度が7月､および10月のスルメイカに比べて低い値となった
明である｡また､核燃沖海域と大和堆で漁獲されたスルメイカ(

2:柑+240ptl濃度の差が回遊した海域の違いを反映したものかどうか

では判然としない｡暫時調査を継続する必要があると思われる｡

表1(1)核燃沖海域のスルメイカ♂の239+240pu濃!

(単位:mBq

採取時期 外套膜 腕 足 肝 臓

0.66±0.12

0.34±0.09

0.55±0.12

1.4 ±0.12

0.96±0.15

1.6 ±0.22

10 ±0.50

4.7±0.37

6.6±0.45

7月試料の｢その他の内臓｣は試料量が少なく､分析できなかった｡

表1(2)核燃沖海域のスルメイカ♀の239+240pu濃J

(単位:mBq

採取時期 外套膜 腕 足 肝 臓

0.64±0.12

0.29±0.08

0.66±0.15

1.1±0.19

0.94±0.18

1.1±0.21

10 ±0.60

5.0±0.41

6.7±0.50

7月試料の｢~その他の内臓｣は試料量が少なく､分析できなかった｡

表2 日本海のスルメイカの23汁240pu濃度

(単位:mBq



Ⅱ-20 海産生物への 3日の蓄積調査

(財)海洋生物環境研究所

高田和夫､鈴木

小島健治

1.緒言

海洋中 3Hに関しては､主として海水を対象とした

海産生物の体内濃度に関するデータは十分とはいえ

当研究所が核燃沖海域の放射能調査で対象と して1

試料を用いて､海産生物における自由水型 3H 濃度

型 3H濃度のレベルと変動幅および変動要因を明ら

における 3Hモニタリ ングのためのデータ整備を行･

2.調査研究の概要

1)方法

各試料(30kg程度)から 2kg程度の筋肉を採取し､

真空凍結乾燥により回収した水を電解濃縮法により

型 3H比放射能(Bq/L)を､真空凍結乾燥後の乾燥物の

した水を蒸留法によ り分析し､有機結合型 3H比放射

ぞれ測定した｡さ らに､これらの結果から､両型の:

中濃度(Bq/kg 生鮮物)を求めた｡電解濃縮が困難で

型 3Hの分析精度をできるだけ向上させるために､放

を自由水型 3Hのそれの 2倍(1000分)とした｡

2)結果

放射能調査の前期(4月～7月)および後期(10ノ

集した各10試料中の 3H比放射能および 3H濃度を三

者については､自由水型 3H比放射能に対する有機紀

能の比(比放射能比)も示した｡有機結合型 3H比方

料中 9試料が検出下限値未満であったが､その大部

は計数誤差を上回っていた｡自由水型 3H 比放射能

準偏差は0.18および0.042Bq/Lであった｡また､有

曲射台巨 のi正也 士ミ 上 アだ蛭推厄書 け ∩ ′lく 士ミ 上 アだ nlく11∩/



自由水型3H濃度の平均および標準偏差は0.14お

生鮮物､有機結合型3H濃度の平均および標準偏差i

O.026Bq/kg生鮮物であった｡このことは､生物種に

あるものの､全3H濃度のうち1/4程度が､有機結合

こ とを示している｡

3.結語

核燃沖海域における海産生物中の 3H比放射能､

の変動幅に閲し､おおよその知見が得られた｡さら

するため､また 3H
の有機物中への取り込みと生物

の関係についてより信頼性の高いデータを得るため

前年度と同様の測定を継続する｡∂15Nの測定も行

表1核燃沖海域における海産生物中の3H比放射能および3H濃度(

(前期)

生物種 3H比放射能(Bq几)
自由水型

(A)

有機結合型
(B)

比放射能比

(B)/(A)

自由

ミズダコ 0.16±0.024★3 0.44±0.12 2.8±0.86 0.13±

ヒラメ 0.16±0.025 (0.24±0.11)★4 1.5±0.73 0.12±

スルメイカ 0.22±0.029 (0.24±0.11) 1.1±0.52 0.16±

マコガレイ 0.20±0.029 (0.09±0.11) 0.45±0.55 0.15±

サクラマス 0.18±0.025 0.65±0.12 3.6±0.83 0.12±

キアンコウ★1 0.17±0.025 0.39±0.12 2.3±0.78 0.14±

マダラ 0.11±0.027 0.37士0.12 3.4±1.4 0.092

キアンコウ★2 0.18±0.028 0.66士0.12 3.7±0.88 0.15±

スケトウダラ 0.18±0.025 0.′50±0.12 2.8士0.77 0.15±

マイワシ 0.30±0.030 (0.31±0.11) 1.0±0.38 0.21士

生物種 3H比放射能(Bq/L)

有機結合型

(B)

比放射能比

(B)/(A)

ミズダコ 0.18±0.027 0.55±0.11 3.1±0.76 0.14±

ヒラメ 0.17±0.027 0.37±0.11 2.2±0.73 0.13±



Ⅲ.食品及び人に関する調査



Ⅲ-1 水産食品摂取経路における被ばく低減化に閲す

放射線医学総合研究所

渡部輝久､横須賀負

宮崎多恵子(三重大

1.緒言

水産食品の調理および食品加工等による除染効果

射能汚染が生じた際の公衆の被ばく低減化対策立案

に水産資源の有効利用に資することを目的とする｡

水産食品として消費量の高い水産加工品について原

入手し､Cs､Sr等重要な放射性核種の安定同位体を

工による低減効果を定量化し､②水産食材から食卓

での間の調理過程での低減効果をトレーサー実験な

分析により調べることを計画している｡

2.調査研究の概要

本年度は､東北地方で得られた練製品とその原材

導体検出器を用いた放射性核種分析ならびにICP-A

元素分析を行い､水産加工による低減効果の解析を

工業者の協力を得て入手した20～40kgの試料は､真

レンダーにより粉砕､混合を行い試料の均一化をは

た｡放射性核種分析のついては､最適な分析条件を

を行った｡すなわち､粉体試料の一部を2リ ットル

リネリ ビーカーに秤取し､放射能分析を行い､さらに

で灰化した試料をプラスチック製容器に秤取し分析を

結果を比較した｡安定元素分析は前報と同様の方法に

水産生物試料は､乾燥試料のみかけの密度､試料

く変化する｡生物軟組織(見掛けの密度の小さい試

すいCs-137に関しては灰化試料による測定が有利で

分量の高い試料に関しては試料量を大きく とれるマ

による測定が有利であることが分かった｡放射能測



についても必ずしも加工による低減化がみられるとは

た｡これは､Naに関しては加工過程での調味料の添加に

考えられるが､製品と原材料との間で水分含量が異なる

般に製品で高い濃度が得られるという傾向にも依ってい

2に示したように微量元素についても必ずしも加工によ

みられるとは限らないが､練製品の加工過程の多様さ､

味料や添加物の多様さや｢焼く｣あるいは｢油で揚げる

理の多様さにも反映して元素濃度にも大きな変動がみら

し､いずれの製品においても原材料で痕跡量検出される

Cd､Co､Cr､Pb､Alは検出されなかった｡これらの元素

臓を始めとする非可食部に多く分布すると考えられる元

練製品においては｢塩辛｣などの塩蔵品とは異なりこれ

使用しないことから元素の摂取評価では魚類可食部の成

ものとして考慮すれば十分であるということができる｡

3.結語

水産加工業は､冷凍技術の発達により利用する水産物

の広域化と加工･流通･消費に至る時間の遅延をもたら

食品加工が結果として放射線被ばく低減化に寄与してい

とができる｡漁獲海域の広域化に伴い放射線防護の観点

希釈効果がはかれる一方で元素濃縮に関して近海生物種

性を有している種の存在も考えられる｡今後は､これら

する考慮も必要であろう｡

表1｣練製品原材料中の微t元素濃度(生量暮あたりの濃度:叩m)

1.18(1± 0.1098)

0.67(1± 0.0398)

0.96(1± 0.0866)

0.19(1± 0.3173)

0.13(1± 0.2914)

0.15(1± 0.2051)

2.54(1± 0.2382)

2.61(1± 0.1173)

3.50(1± 0.0504)

1.58(1± 0.3691)

1.57(1± 0.0弼8)

ND

《)

▲3V

▲b▼
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表2.練製品中の徴暮元素濃度(生王tあたりの濃度:PPm)



Ⅲ-2 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に開

放射線医学総合研究所･比較環境影彗

村松康行､坂内忠明､田_

1.鮨言:体内に取り込まれる放射性核種の量を推定するた

取する食品に含まれる放射性核種及び安定元素を分析する必要

子力施設周辺においては､もしも事故が起こった場合､土壌や

されており､農作物に注目することが大切である｡放射性核種β

収率など)は安定元素の量に影響を受けるため､ここでは安定示

また､現状では人工放射性核種の濃度はきわめて低く検出でき

元素を指標にすることが有効と考えられる｡

本年度は､農作物等に含まれるヨウ素と臭素の分析を中心に

った｡ヨウ素に注目した理由は次の通りである｡ヨウ素は人や
元素であり､甲状腺の機能に重要な役割を果たしている｡また

ら､放射性ヨウ素が環境中に放出された場合どのような農作物

かも調べておく必要がある｡特に､ヨウ素-129の場合は半減期:

ので､環境中では安定ヨウ素と同様な挙動をとると考えられる

の分析データを得ることは重要である｡ヨウ素と臭素以外にほ

することが知られているキノコ中のCs-137 と E-40の測定､司

の微量元素の分析も実施した｡

2.調査研究の概要:

ヨウ素の分析は以前我々が開発した方法を用いた(SchnetgerJ
ここでは概要を述べる｡試料と酸化剤である5酸化バナジウム

管中で酸素気流を流しながら900～1㈱℃で加熱した｡揮発し

50ppmの亜硫酸ナトリウムを含んだ1%TMAH溶液で捕集した｡

年度からはAligent7500を用いる)で測定した｡

使用した試料は､茨城産(東海村及びその周辺で採取)の農γ

分析値の質の確認と管理のためにIAEAとNISTの食品関連スう

いた｡分析データはヨウ素以外に臭素についても得ることがで

にまとめる(濃度は乾燥重量で示す)｡

3種類の米において､白米および糠中のヨウ素濃度を測定し
一ヽヽ■′ 引菅と低かった∩ 一方､糠のヨウ意の



も明らかにされたが未だデータ数が少ない｡そこで､今回は分新

特に､シイタケ､ブナシメジ､マイタケに着目し分析を行った｡

生産の大半を占める菌床栽培のものを主として用いたところ､Cs

O.5Bq几g(生)程度かそれ以下であった｡この値は､以前測定し
シイタケに比べ､菌床栽培の方が明らかに低いことが分かった｡

ジャマイタケも全体として以前測定した値(平成8年度報告書)

く､特に高いCs-137の値は見られなかった｡

3.結語:原子力に関連してヨウ素は大変注目されている元素
が非常に難しいためデータが不足していた｡本調査研究を通じ､

関してヨウ素の濃度を求めることができた｡また､比較として臭

も新しいデータが得られた｡更に､キノコ中の放射性セシウムに

蓄積することもできた｡

表-1食品中のヨウ素及び臭素の分析結果(乾燥重量)

試料 ヨウ素濃度(ppm､乾燥)

個々の値 平均値 SD

臭素濃度(p

個々の値

白米-A 茨城

糠-A 茨城

0.007

0.052

白米-B 茨城

糠一B 茨城

0.005

0.糾l

白米-C 茨城

糠-C 茨城

0.005

0.糾7

トウモロコシ 茨城 0.0041 0.0040 5.4%

0.0038

ホウレンソウ 茨城 0.288 0.269 10.0%

0.250

ハクサイ 茨城 0.209 0.211 l.0%

0.212

キャベツ 茨城 0.011 0.012 18.0%

0.014

サトイモ 茨城 0.081 0.082 1.7%

0.083



Ⅲ-3 人骨中の90Sr濃度及び骨線量につい

放射線医学総合研究所

白石久二雄､サフー･サラタ･ク

1.緒言

人骨中のフォール･アウト90Srは環境に放出さこ

よる被ばく線量の推定･評価のうえで指標のひとつ

日本人における骨中の90Sr濃度の分析湘定により､

年齢および地域別の解析を行うとともに､骨内の組】

線量の推定を行い､あわせて緊急時における環境放｣

般人の体内放射能の動向に被ばく線量の推定に資･

する｡

2.調査研究の概要

2･1方法

東京および北海道､一部は東北地区において国4

公立研究機関等の協力のもとに試料を収集した｡

灰化したのちに発煙硝酸法によりストロンチウ､

た｡骨試料に多いマトリックス元素であるカルミ

ストロンチウム･キャリヤーを用いてストロンチ

精製する｡最後に炭酸ストロンチウムとしてデフ

平衡に達した後に0Ⅹ払rd4100シリーズの低バッ

βカウンターを用いて90Srの放射能を測定した｡

2.2調査結果

日本人の骨中(脊椎骨)の90Sr濃度は､1960d

アウトの多いとき､例えば､0～4歳185mBq90

比べ､1970年代より緩慢になって来ている｡平
ネ､た_Ⅵア亡鎗1`つ上F /qJヽJヽJヽ＼ ′n亡騒l丑婆′n qn⊂I_ d■由王】



面の細胞における年吸収線量を国連科学委員会のP4

適用して推定した(表2)｡1999年成人においては

11±3〃Gy と推定された｡成人群におり

線量も90Sr濃度と同じく緩慢な減少傾向にあるが､1

さい｡

3.結語

人体中の90sr濃度は､内部被ばく推定における指標`

人工放射性核種である｡最近は放射能レベルの低下並びi

も困難になってきた｡日本人における人工･自然放射能i

量推定のためのサンプリング拠点の確保が必要である｡

表1 年齢別人骨中の90Sr濃度

死亡年
mBq90Sr/gCa

平均値 標準偏差 最小値 最大値

1997

1998

1999

2000

11.9 4.5

10.4 2.8

11.0 3.5

10.4 1.0

5.7 21.8

4.4 15.4

6.1 1臥3

★)合併後の試料数に相当する｡括弧内は合併前の試料数

表2 骨組織における90Srからの年吸収線量(成

吸収線量(〃Gya~1

死亡年 赤色骨髄 骨



Ⅲ-4 牛乳中の放射性核種に関する調査研究

(独)農業技術研究機構

畜産草地研究所

西村宏一･宮本 支

北海道農業研究センター

押尾秀一･大谷文乍

九州沖縄農業研究セン1

塩谷 繁･田中正f

神谷 充

1.緒言

前年に引き続き､わが国の牛乳中における放射能レベルの推考

国各地から採取した原料乳中の90srおよび137cs濃度を測定した

射性核種の放出レベルが減少していることから､牛乳中の放射盲

変動は多少あるものの､経年的には横這いの傾向を示し､測定竹

レベルになってきている｡このような状況の中で､全国各地の月

ベルについて調査･監視するとともに緊急時の測定にも対応すj

取している飼料についても137cs濃度を測定し､飼料と牛乳の13

について検討する｡

2.調査研究の概要

(1)牛乳中の90srおよび137cs濃度の測定

経常調査は例年と同様に､全国の9カ所の国公立研究機関(ニ

田県､福島県､茨城県(畜産草地研究所)､静岡県､福井県､香川

春､夏､秋､冬の4回､測定用試料(原料乳)を採取して90srおよ

を行った｡90sr濃度の測定は､牛乳2Lを濃縮した後､4500c以`

出し､HDEHP法により低バックグランドガスフローカウンターで

度の測定は､牛乳2Lを濃縮した後､4500c以下で灰化し､灰を測

高純度ゲルマニュウム半導体検出器を用いて測定した(測定時間

なお､飼料中の137csの測定は､箱型容器(3.5L)に試料を入ヨ

様に測定した｡

平成13年度における牛乳中の90sr､137csの測定結果を表1

90srは､6.5～56.1mBq/L､137csは､N.D～33.2mBq/Lと前年度ま1

あった｡年間を通して(5月､8月､11月､2月)の全国平均イ

L(90sr)､12.7～15.2mBq/L(137cs)で同様に低い値で推移し､

みられなかった｡

/lつ ＼ ′ト.1¢1l▲ 由山ごI Jl ′丁ヽ13 7′ヽ_膿 虚 ′rヽ 日月†宙 ′r､_hTlJtヨ



表1 平成13年度 牛乳中90sr濃度

(mBq/L,測定値±計数誤差)

13年5月 13年8月 13年11月

A

B

C

D

E

F

G

H

I

29.6±4.6

23.4±4.3

30.1±4.6

10.1±3.8

20.0±4.3

20.1±4.2

17.4±4.3

24.2±4.7

19.3±4.9

51.1±5.9

33.6±4.8

20.3±4.3

18.1±4.8

13.1±4.6

11.3±4.2

13.8±4.4

19.8±5.2

17.9±5.8

37.1±5.5

31.7±5.5

31.3±5.6

27.6±5.4

43.6±6.0

12.7±4.6

10.9±4.0

27.5±5.1

6.5±4.9

5

5

1

5

3

1

2

4

2

平 均 21.6±6.2* 22.1±12.7* 25.4±12.7*

* 平均値±標準偏差,ND:検出不可

表2 平成13年度 牛乳中137cs濃度

(mBq/L,測定値±計数誤差)

13年5月 13年8月 13年11月

A

B

C

D

E

F

G

H

I

15.7±2.8

13.7±3.2

12.6±2.8

20.1±3.5

29.1±3.4

14.5±2.9

6.2±2.6

15.5±3.3

9.2±3.3

8.0±3.5

17.6±3.8

17.6±3.3

31.6±3.3

9.7±3.0

11.3±3.2

5.3±3.3

5.7±3.2

7.8±2.7

23.1±3.3

18.5±4.7

16.3±3.8

33.2±3.3

7.8±2.7

21.0±3.3

4.7±2.9

8.0±4.2

ND

1

2

1

2

1

1

平 均 15.2±6.6* 12.7±8.4* 14.7±10.5* 1

* 平均値±標準偏差,ND:検出不可

全土∵宣丘



Ⅲ-5 家畜の骨中90Sr濃度調査(2001年度)

(独)農業技術研究機構

動物衛生研究所 ]

臨床生化学研究室 八木行表

渡部 卓

1. 緒 言

家畜とその飼養環境における放射能汚染を把握するプ

…Sr濃度測定を1957年以来､継続調査している｡川S

ため､骨中の川Srを測定することは家畜とその飼養環歩

を知るよい指標となる｡今年度も例年と同様に､北海義

よび牛の骨中川Sr濃度の測定を行った｡

2. 調査研究の概要

(1)材料と方法

測定材料として､2001年度内に､北海道各地から採

牛16例の中手骨を用いた｡…Sr濃度はジー(2-エチルノ

を用いた川Y溶媒抽出法により測定した｡

(2)測定結果

馬の骨では106.7±71.4mBq/g･Ca､また牛の骨では64.

という結果が得られた(表1,2)｡これらの値は馬で

56.3mBq/g･Ca)より若干低い値を示したものの､牛て

22.5mBq/g･Ca)よりも若干高い値を示した｡また例年匡

の方が高い値を示した｡

3. 結 語

骨中…Sr濃度は1965年をピークとして､次第に減少1

水準で推移している｡本年度は馬において昨年より若]

過去最低の値を記録した｡牛では昨年より若干高い値弓

はなかった｡また例年同様､馬の方が牛よりも高値を寅



表1馬骨中90Sr
No. 年 90Sr(mBq/g･Ca)
H-1 8 71.5

日-2 8 175.2

日-3 6 374.7

日-4 2 101.9

H-5 8 49.6

日-6 7 66.8

H-7 4 102.4

H-8 3 69.9

H-9 2 77.6

日-10 8 28.5

H-11 8 37.8

H-12 1 65.1

H-13 1 89.8

日-14 2 27.O

H-15 18 84.9

H-16 8 164.9

日-17 2 62.8

H-18 3 176.7

日-19 7 188.1

日-20 1 92.4

日-21 3 89.1

日-22 10 77.6

H-23 10 90.1

H-24 8 82.7

H-25 8 101.2

H-26 8 112.4

日-27 8 146.4

日-28 3 229.1

H-29 3 57.8

標準偏差 71.4

0

0

0

(

0

0

0

(

0

5

0

r

3

2

2

■

巾
?
で
b
皿
∈

表2 牛骨中90Sr
No. 年 90Sr(mBq
C-1 3 68.9

C-2 3 91.3

C-3 3 36.3

C-4 3 26.3

C-5 2 29.O

C-6 2 23.4

C-7 6 250.6

C-8 6 147.6

C-9 2 18.2

C-10 2 8.1

C-11 8 85.1

C-12 10 125.3

C-13 3 46.3

C-14 3 24.1

C-15 3 28.1

C-16 3 17.5

標準偏差 64.5



Ⅲ-6 平常時(緊急時に儀えて)における野菜讐よ作物の

(独)農業環境室

藤原英司･駒木

1.緒書

農業環境技術研究所では茎葉薬類､果菜類､根菜類､殻類ま

培を実施しており､これらは原子炉事故等の緊急時において眉

迅速に把握するための測定用試料として用いられる｡また平召

物中131Ⅰおよび137cs濃度のバックグラウンドレベルを把握する禿

る｡最近では農業環境における人工放射性核種による汚染が相

移していることをふまえ､従来からの131Ⅰおよび137csに加えて､

ある214Biや210pb､カリ肥料に由来する40Kなど天然放射性核種の

も平常時における測定対象とし､食物摂取にともなう人工おj

による被ばく線量の推定に資するためのデータを収集する｡∠≡

収穫した作物の測定結果について報告する｡

2.鋼査研究の♯要

1)材料および方法

農業環境技術研究所内に設けた環境放射能調査用圃場におし

した｡収種した作物を器官別に分けて可食部のみ採取し､乾磨

り450℃で40時間加熱し灰化した｡灰化物を乳鉢ですりつぶし

0～200gを詰め､γ線スペクトロメトリにより24万秒測定した

2)結果

①131Ⅰはすべての作物で検出されなかった｡

②137cs濃度はセシウム集積作物として知られているシイタケ･

高かったが､シイタケを除く作物ではND～0.021Bq/kg生重と､

かった｡

③210pbは非結球葉菜類の多くで検出されたが､結球葉菜類や1

出されず､大気との接触部分が大きい作物で集積される傾向力

中に210pbが存在する理由として､大気中の222Rnに由来する降下

直接付着､および表層土壌中の2川pbを含む微小粒子が風に巻き



表1 栽培作物の概要

栽培作物 播種･定植日

結球葉菜類 1.キャベツ

2.レタス

2001.6.13 200

2001.9.14 200

非結球葉菜類 1.ホウレンソウ

2.ホウレンソウ

3.チンゲンサイ

4.ニラ

5.ブロッコリー

2000.10.13

2001.4.11

2001.5.28

2000.11.26

2001.8.17

根菜類 1.サトイモ 2001.4.11

2.サトイモ 2001.4.11

1.玄麦

2.玄米

3.白米

2000.11.14

2001.5.17

2001.5.17

豆類 1.ソラマメ 2000.10.26

2.グリーンピース 2000.11.24

キノコ

飼料用

1.シイタケ

1.デントコーン

2.ソルガム

3.ソルガム

2001･!

2001.6.12 200

2001.5.28 200

2001.5.28 200

表2 栽培作物中一31l,1㍍cs,2-`Bi,210pbおよび側Kの放射能ま

栽培作物
放射能濃度(Bq/kg生

131I 137c$ =Bi 21

結球葉菜類 1.キャベツ ND

2.レタス ND

非結球葉菜類 1.ホウレンソウ

2.ホウレンソウ

3.チンゲンサイ

4.ニラ

5.ブロッコリー

根菜類

ND

ND

ND

ND

ND

1.サトイモ ND

2.サトイモ ND

穀類 1.玄麦

2.玄米

ND O.019

ND ND

ND O.148 0.

ND O.040 0.

ND O.067

ND O.139 0.

ND O.040 0.

ND O.043

ND O.069

ND O.021 0.174 0.

ND ND ND O.



Ⅲ-7 食品の放射能水準調査

財団法人 日本分析七

上杉正樹､寺田明子､太

1.緒言

本調査は､文部科学省の委託により実施しており､国内l

品中の放射能レベルの把握及び食物摂取による内部被ばく

に資するデータの蓄積を目的としている｡今回は､平成l:

γ線スペクトロメトリーならびに放射化学分析による90sr

239+240puの分析結果を報告する｡

2.調査の概要

(1)食品の選定

厚生労働省の国民栄養調査による摂取量順位1位から

の中から､文部科学省が放射能水準調査として実施して

乳､大根､じやがいも､たまねぎ等)及び生産地域が限定

類､りんご)を除いた10食品(食パン､中華生そば､とこ

しょうゆ､ビール､牛肉もも､豚肉もも､鶏肉もも､鶏

(2)対象地域

原子力発電所が稼動している総出力数上位の5県(福占

井県､静岡県､佐賀県)と､それらを除く人口の多い5老

東京都､大阪府､広島県､愛媛県)を調査対象地域とし1

(3)分析試料数

対象地域(10地域)から流通食品(10食品)を購入

いて分析を行った｡

(4)分析方法

分析は､文部科学省放射能測定法シリーズの各マニュ:

た｡



②90sr及び137cs分析:90srは51試料から検出され､その淵

0.31Bq/kg の範囲であった｡137cs は 54 試料で検出され

0.0088～0.30Bq/kgの範囲であった｡90srと137csの分析結

図3,表2及び表3に示す｡

③238pu及び239+240pu分析:100試料全て検出されなかった｡

4.まとめ

今年度調査した食品中のγ線放出核種､90sr､137cs､238pu及

放射能濃度は､昨年度までの調査とほぼ同じレベルであり､い

ついても購入地域による差は見られなかった｡

90srと137csの分析結果において､植物性食品は動物性食品

濃度がやや高い傾向が見られた｡また､動物性食品は植物性食

の濃度が高い傾向が見られた｡

本調査において各試料中の放射能濃度(最大値)とその摂取

量を試算すると､人工放射性核種で最も寄与が大きいのはに人

0.31Bq/kg)と豚肉もも(137cs:0.30Bq/kg)であり､それぞれ新

0.04FL Sv/yであった｡また､自然放射性核種の40K(中華生そば

からの実効線量は約10J⊥Sv/y であった｡



食パン

中華生そば

豆腐

にんじん

しょうゆ

ヒール

牛肉もも

豚肉もも

鶏肉もも

鶏卵

0 20 40 60 80 100 120 140 1

Bq/kg

図140Kの分析結果

表140Kの最′ト値､最大値及び平均値(平成13年度)

最小値

24

84

38



食パン

中華生そば

豆腐

にんじん

しょうゆ

ど-ル

牛肉もも

豚肉もも

鶏肉もも

鶏卵

O Hl～H12

△HトH12
0日13(下長

△H13(｢

0.0001 0.001 0.01

Bq/kg

図2 90srの分析結果

△:検出下限以下の数値である

表290srの最′ト値､最大値及び平均値(平成13年度)【Bq/

最/ト値 最大値 平均値

食パン 0.027 0.050 0.03J

畢生そば



食パン

中華生そば

豆腐

にんじん

しょうゆ

ど-ル

牛肉もも

豚肉もも

鶏肉もも

鶏卵

0.0001 0.001 0.01

Bq/kg

図313Tcsの分析結果

△:検出下限以下の数値である

137cs濃度は放射化学分析の数値である

表3Ⅰ37csの最小値､最大値及び平均値(平成13年度

最小値 最大値

食パン 0.04()

中華生そば 0.0095

n.021;

にんじん *

しょうゆ * 0.053



Ⅲ-8 輸入食品の放射能調査研究

国立保健医療科学院

杉山

横浜検疫所輸入食品検疫･

神戸検疫所輸入食品検疫･

1.緒 言

わが国の食品需給は輸入食品への依存度が高く､重量一

カロリーベースでは約60%とされる｡ここ数年は､年次別

きな変化はないものの食事情の多様化を反映して､届出1

していることが特徴的である｡本調査研究では､現行の『

輸入食品の放射能検査(厚生労働省の各検疫所で実施)とl

パ地域に限定しない諸外国からの各種輸入食品について､

レベルを調べて内部被ばく線量の推定に資することを目I

め､輸入統計(厚生労働省集計)の地域区分に準じて､世｣

れ国内に流通される以前の農産品､畜産品､水産品､そ一

にγ線放出核種濃度の調査を実施している｡

2.調査研究の概要

(1)試料:北アメリカ州､南アメリカ州､アジア州､

州､ヨーロッパ州などの地域を生産国とする穀類､野菜…

類､キノコ類などの輸入食品は成田空港､東京､横浜､､

神戸､福岡､鹿児島､那覇などの各検疫所が輸入業者よ

(2)分析方法:各種の食品は輸入時における形態のま

して凍結乾燥し450℃で灰化後､U-8容器に充填し､Ge半三

たγ線スペクトロメトリを行った｡なお､一部の食品試:

化のまま､マt｣ネリ容器(容積1L)を用いて測定した｡

(3)分析結果:結果を表1に示す｡人工放射性核種で

された(検出数:3/23試料)｡最小値はN.D.(不検出)で､.

kgであった｡N.I).であった試料の137Cs検出限界値は0.Ol

′し〝｢7不 忠 ぃ つ 貴史 虫l_ /蛤 山 mヨ 申 店 . ∩ 仁つバ ロn/レけ 1 1り pハ



特異的に高い傾向がうかがえた｡引き続き､平成13年次の

をもとにして､調査体制､対象食品などの見直しを図り調

る｡なお､表2 に輸入実績データの一部を示す｡

表1輸入食品中の137csぉよび40K濃度(平成13年度)

食品品目

トウモロコシ アメリカ

トウモロコシ アメリカ

トウモロコシ アメリカ

かぼちや ユージうンド

かばちゃ メキシコ

たまねぎ

えだまめ

トマトペrス

トマトペTス

フィリピン

フィリピン

南アフリカ

南アフリカ

南アフリカ

ギリシア

パイナップル

パイナッカレ

ブレア刀トツ

イカ切り身

アガリクスタ

表2 輸入実績上位10品目および10ケ国のデータ(平成13年次)

A.輸入重量別上位10品目

品目分類名

A.輸入重量別上位10

届出何

(件)



Ⅲ一9 食品中放射性核種による被ばく線量評価に閲す

国立公衆衛生

緒方裕光､

1.緒 言

放射性降下物など環境中の放射性核種(RI)を蓄積し

摂取における人体内の被ばく線量は､従来､主として無

の RIに関する晴乳動物の体内代謝パラメータに基づき

価されている｡しかし､公衆が摂取する食物は生や乾燥

ず､加熱(煮､焼)､醗酵のほか各種の調理加工処理が

行われ､その過程で RIの存在量や化学形が変化する可

る｡したがって､無機化学形 RIの代謝実験に基づく線

実際的な食品摂取の場合の被ばく線量を示していると

もいえない｡さらに､これらの調理加工は摂取後の体内

ばく量に影響を与えると思われるが､このような問題を

研究例はきわめて少ない｡本研究では､前年度に引き続

調理加工をした食品中の 57co の存在形態とその代謝に

べた実験結果を基に､実際的な食品を摂取した場合の被

推定における補正要因等について検討した｡

2.調査研究の概要

1)方法

メダカの肉に取り込まれた放射性コバルトにつき､こ

したマウスにおける代謝を調べた｡これらの各組織･膀

パートメント)における放射性 Co 量を基にした被ばく

いて､本実験で得られた値とICRP(国際放射線防護委屋

管モデル等の文献値をあてはめて比較した｡

さらに､放射性物質の消化管吸収率及び残留放射能討

パラメータについて､実験値を基に被ばく線量を算出し

Coの摂取については､一過性摂取として計算した｡

2)結果及び考察

本実験において消化管吸収率及び生物学的半減期(∃



り､当該部位の消化管等価線量は若干上昇したも

響を与えないことが分かった(表3)｡また､体内

加工により異なることが実験的に示唆されたが､

荷重係数が大きくないため､長半減期コンバート

合の増加は､全身の被ばく線量の増加に大きな影

とが分かった｡

3.結 語
''

元素の代謝に関するコンパートメントモデルの

食品の調理加工により大きく変動する可能性が示鱒

内部被ばく線量も､これらのパラメータの変動に｡

化し､とくに消化管吸収率の影響が大きかった｡l

際的な食品摂取による被ばく線量評価の際には､言

消化管吸収率の変動を把握する必要があると思わ月
ん
た
半
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調理加工 生

短半減期 0.62 0.43

長半減期 45.52 12.24 18.58
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表3 消化管通過速度と被ばく線量(単位投与放

託等価･実効線量 nsv/Bq)

標準モデル
小腸通過速度



Ⅳ.分析法､測定法等に関する召



Ⅳ-1 環境生態系のトリチウム安全評価モデルとデー

放射線医学給合研究戸

宮本霧子､武田

本郷昭三､竹下

ワイフアースト(有)

茨城大学 一政祐輔
熊本大学 百島別事

富山大学 佐竹 洋

1.緒言

放医研においては30年以上に亘り調査を行って

境中フォールアウト濃度レベルはピーク時の100う∋

ほぼ核実験開始前の天然レベルに戻りつつある｡云

発電所周辺環境の定常モニタリングは地方公共機持

既に測定方法の標準化や結果の相互比較などの段阿

し環境中3Hの潜在的ソースとしては､軽水炉以夕

料再処理施設､日本へ誘致中の国際共同開発ITEIミ

どがある｡そこから 3Hが緊急時にまた平常時に言

合の､環境生態系における拡散や濃集分布を定量自

への影響の評価方法を開発し､評価実施体制を整備

なお高い｡放医研では3Hの環境中動態に関する真

ロトタイプの3H環境移行モデルを構築し､放医奄

移行評価システム(ERMA)に組み込んだ｡本シフ

して用い､3H環境汚染の程度を予測し､原子力施孟

ング法の改善やヒトの線量評価法の改良に役立てj

る｡本調査では更に詳細な環境移行･体内代謝モう

デル運用に必要なデータベースを整備することを[

夕べースは各地で観測される 3H濃度レベルの評価

ても利用される｡

2.調査研究の概要
ーー■
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などのエーザインタフエースを適宜作成するとともに､EESA

来もっていた操作や結果表示の視覚化も進め､コードの利用

操作が容易となるように留意した｡またEESADは､東海村

された1986年～1990年の気象観測データを内蔵しているが

村象地域に適した気象データを使用することが重要であるの

内で一般頒布されている気象観測データから､本システムで

能なデータセットを作成するプログラムを整備した｡更に､

た3H-ERMAプログラムの検証を行うため､数ケースの解析

検討した｡

モデル運用に必要なデータベースとして整備しなければな

ものには､各環境コンパートメント間のトリチウム移行速度

ある｡これは国内トリチウム研究者のネットワーク協力によ

本人の線量評価上重要な水圏生態系食物連鎖上の動植物(海

汽水魚､動物プランクトン､藻類等)を中心に､我が国自前

集と整理に務めた｡

一般環境の代表値として､千葉市稲毛区山王町の月間降水
しフォールアウトトリチウム濃度を測定した｡過去の蓄積デー

放医研外部向けホームページを通じて希望者に提供する新検

テムを構築した｡

3.結語

図1に3H-EESADの計算結果表示例を示した｡計算結果i;

水蒸気形(HTO)としての存在比率を赤色､水素形(HT)として

を青色と､それぞれの渡さで表し､大気中の濃度変化が視覚

理解できるようにした｡

今後陸圏生態系食物連鎖の動植物(稲､牛､葉菜など)の

ラメ一夕の選定と､国際共同検証プログラムを利用した3H一

検証のための計算を行う予定である｡

研究発表

1)井上､宮本､石井､畠山

森川:第43回環境放射

能調査研究成果論文抄録



Ⅳ-2 緊急時被曝線量評価法に関する研

放射線医学総合研究所

白石久二雄､木村真三､中島敏行

1.緒言

緊急被ばく時において一般住民は職業人(放射線作業従≡

く線量計を携帯していないために被ばく線量の推定が困難~

の物質中のラジカルをESR測定することにより一般住民の腐

と考えて､種々の有機物について検討を行い､砂糖の有効十

証例としては､チェルノブイリ事故において家屋内に残さ岩

屋内線量並びに避難住民の被ばく線量を推定､旧ソ連側の斉

認められている｡

2.調査研究の概要

これまでに放射線(主にガンマ線)による有機化合物に]

成度合いや生成した遊離基の安定性について知る目的で､不

構成糖(果糖とブドウ糖)を含む少糖類や糖誘導体等､13年

て検討を行った｡またアミノ酸の一つ､アラニンが線量計オ

が認められ実用化されているが､アラニンを含む25種類のこ

も検討を行った｡昨年度は実証例としてバンコック南部の1

ンで起きた放射線被ばく事故に関連して､線源が放置され-

場付近の民家から収集した砂糖についてESR法により線量4

な結果を得ることができた｡砂糖は世界中の家庭で使用さj

急被ばく後に入手し易く､且つ線量を推定し易い物質であj

イズが必ずしも同じではない｡そこで､本年度は砂糖の粒径

ぼす影響について検討した｡

3.方法

線量計材料としての砂糖としてフジ日本製糖(株)の粒孝

ケ ‡始ま昏け始r妄石井内のコノ1



図1に示した｡粒子サイズ0.5〝mに最大値がみられ､粒子カ

れESR感度が低下する｡このサイズ範囲に於いて約20%の感

た｡

4.結 語

緊急被ばく時における有効な線量計材料として知られてV

特にグラニュー糖の粒径の影響について検討した｡さらに月

も検討しておく必要があるが､粒子によっては補正係数を男

ことが解った｡被ばく線量が低いほど補正が必要となってく

らに種々の緊急被ばくに対応するために､砂糖だけでなく偶

における感度の良い線量計材料を捜しておく必要がある｡
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Ⅳ-3 ICP-MS によ る ウラ ン同位体比迅速測定泡

およ び環境モニタリ ングへの適用に閲す

放射線医学総合石

吉田聡､田_

1.緒言

ウラ ン(U)は天然に存在する放射性核種であ ㌢

では汚染の有無が判定でき ない｡ウ ラ ンにはいく
ノ

在し､環境中での同位体比はほとんど一定である｡

ラ ンによ る汚染をモニタリ ングする場合､汚染に千

化を測定するこ とが有効である｡しかし､現在の-

測定方法はほとんどが放射線計測による ものであi

と計測に多く の時間を要する｡JCO事故以後､燃葎

防災対策の見直しが行われている｡簡便で､かつi

体比分析法の開発が望まれている｡本研究の目的‡

設周辺の環境試料中のウ ラ ン同位体比測定を環境こ

環とする こ と を念頭に､ICP一質量分析装置(ICP-

ラ ン同位体比迅速測定法を開発する こ とである｡売

主と して土壌試料に関 して､ウラ ンの濃度と 235u

分析方法を検討した｡また合わせて､土壌の物理イ

分析を行なった｡

2.調査研究の概要

茨城県東海相を中心に土壌試料を採取し､基本自

性の分析を行なった｡分析項目 と方法は以下の通l

ン交換容量(シ ョ
ーレンベルガー法)､交換性カノl

ウム(酢酸アンモニウム液抽出-フ レーム原子吸光

総窒素(乾式燃焼法)､有機体炭素(酸分解一乾式腰

ま た､ウ ラ ンの全音 と 同位体比の測宕方法を槍言



標準溶液の測定結果を も と に求めた検出限界は､四

で 0.1ppt､二重収束型ICP-MS で 0.01ppt であり､

方が→一一桁低かった｡

ニュ5u/218u 比の繰 り 返 し分析精度について検討 し

ICP-MSでIppbのウラン溶液(SPEX社製､劣化ウラ

回線り返し測定して得られた ココ5u/2ヨ8u比は 0.00321±

1.01%)であった｡一方､二重収束型ICP-MS を用し

0.00317±0.00001(RSD:0.31%)であった｡即ち､

MS を用いる こ と によ って同位体比の繰り返し精度が

JCOの敷地境界に沿って採取した表層土壌 7試料[

はl.3 - 3.2 ppm の範囲であった｡これは､日本の一

壌 77試料について得られている値(範囲:0.17 - 4.

2.3
ppm)l)の範囲内であった｡一方､同じ 7.試料の

0.00743 - 0.O107 であ り､天然の比 0.00725 よ り も]

あった｡JCO 敷地内の土壌の 235u/238u 比が天然よ さ

既に報告されてお り､付加されているのは 5%程度上

ンで､1999 年の臨界事故によ って放出されたもの(

い事が明らかになっている 2)｡今回の結果は､同位体

施設の敷地近傍の僅かな変化でも検出できる こ と をラ

3.結語

ICP-MS を用いる こ と によ り､土壌中に付加されフ

ウラ ンを検出でき る こ とが明らかと なった｡今後は≠

採取､物理化学的特性の計測､ウ ラ ン濃度の分析､

分析を進める｡また､土壌試料についてウ ラ ンの籍

縮法の検討を行ない､214u を含めた評価を行な う｡

か提案されている重金属元素の抽出法をベースに､

でき る選択的抽出法の検討を開始し､付加された(

化学形態の情報を得るための手法開発を行な う｡



Ⅳ-4 環境試料中の放射性核種迅速分析法の開発

-アメリシウムー241､キュリウム､全α放射能､ヨウ

財団法人 日本分析七

磯貝啓介､岸本武士

1. 緒言

日本分析センターは､文部科学省からの委託により､核燃料再処

る環境モニタリングのための放射性核種迅速分析法マニュアル原案

再処理施設の事故時には､環境中に放出される放射性核種が原子

るため､原子力発電所の防護対策をそのまま適用することはできな

限等の緊急時の対応をより充実するためには､プルトニウム､アメ

等のα線放出核種及びヨウ素一129等の長半減期核種に着目した迅速

法の確立が必要となる｡

平成11年度にはプルトニウム迅速分析法マニュアル原案を作成し

アメリシウム､キュリウム､全α放射能及びヨウ素-129のマニュア

報告する｡

2. 調査研究の概要

(l)アメリシウムー241,キュリウム迅速分析法

各種環境試料(大気浮遊じん､土壌､降下物､飲料水､牛乳及び勇

シウムー241及びキュリウムを､抽出クロマトカラムによりウラン､

ウム等から迅速に分離し､精製する方法及びシリコン半導体検出器

ムー241並びにキュリウム同位体を精度良く測定･定量する方法につ

(2)全α放射能迅速分析法

各種環境試料に含まれるプルトニウム､アメリシウムー241及びキ

トカラムにより迅速に分離･精製し､ZnS(塵)シンチレーション検出

能を精度よく測定･定量する方法について検討を行った｡さらに､

カウンタを用いた全α放射能測定法の検討も行った｡

(3)ヨウ素-129迅速分析法

各種環境試料中のヨウ素-129を迅速､かつ､定量的に捕集する方法



3. 結語

本マニュアルは､再処理施設の立地する地方公共団体の分析機関等

モニタリングに用いるものであるが､プルトニウム等のα線放出核稽

したことにより､再処理施設の事故時における防護対策に有効に対応

なお､分析所要時間と検出下限値について従来法と迅速分析法と¢

対 象 試 料

対 象 核 種

前 処 理 法

分離･精製法

測 定 法

陰イオン交換分

CP-MS測定

239pu,240pu

抽出クロマト分密

ト分

1
CP-MS測定

238pu,241Am, 129I

Cm,全α(Pu,Am,Cm)

図1 迅速分析法の概要

表l 従来法と迅速分析法との比較(土壌試料)
上段:分析供試量 中段:分析所要時間

プルトニウム

従 来 法

アメリシウムー241,

キュリウム

50g乾土

約40時間*2

0.04Bq此g乾土*2

50g乾土

約SO時間*3

0.04Bq晦乾土*3

10g乾土 10g乾土 1g乾土



Ⅴ.都道府県における放射能



Ⅴ-1 北海道における放射能訴

北海道立衛生研究所生

福田一義､

1.緒 言

前年に引き続き､文部科学省委託による平成13年度の北海道i

準調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

降水(定時採取)については全ベータ放射能の測定､降下物(メ

取)･陸水･海水･海底土･土壌･農畜水産物･日常食について

トロメータによる核種分析を行った｡あわせて､牛乳の131Ⅰな

海産生物の90srおよび137csの核種分析を行った｡また､空間力

った｡

(2)測定方法

測定は､科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法｣､｢Ge(Li)半導

機器分析法｣､｢ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺう

性ヨウ素分析法｣､｢放射性ストロンチウム分析法｣､｢放射性セシ

て行った｡なお､空間放射線量率は､モニタリングポストによ

シンチレーションサーベイメータによる月に一度の測定を行っ

(3)測定装置

GH計数装置;アロカTDC-103(GH-‡札B-2501)

Geガンマ線スぺクトロメータ;ORTEC GEH-25185P

低バックグラウンド放射能自動測定装置;アロカLBC-471Q

モニタリングポスト;アロカ皿-21

サーベイメータ;アロカTCS-166

原子吸光分光光度計;日立180-50

(4)調査結果
鹿 弓ず融1爪Aノヾ-_Jb七♭良+台ヒ壬 川



Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果

採 取 年 月 降水量

(mm)

測定数 降水の放射能濃度(Bq/L)

最低値 最高値

平成13年 4月 20.0 7 ND ND

5月 13.0 5 ND ND

6月 56.0 10 ND ND

7月 104.0 12 ND ND

8月 130.5 8 ND ND

9月 228.0 11 ND ND

10月 96.5 12 ND ND

11月 50.5 12 ND ND

12月 128.5 16 ND ND

平成14年1月 120.0 12 ND ND

2月 50.0 12 ND ND

3月 34.5 12 ND ND

年 間 値 1031.5 129 ND ND

前年度まで過去3年間の値 437 ND ND

Ⅱ 放射化学分析結果

試 料 名

最高値 *過去の値 最低値 最高値

大 根

ほうれん草 平13 8

0.060～0.15

ND～ND

牛 乳 平13 6 0.016 0.046 0.016～0.053

海
産
生
物

平141 ND～ND

北寄貝 平13 7 ND～ND

ホタテ貝 平13 9 ND～ND

平13 6 0.045 0.028～0.042 0.063

*前年度まで過去3年間

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果

札幌市北区

平13 5.7 平13 7.2 平139.10 平1311,5 平14 1.7



Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果

試 料 名 採取場所 採取年月

最低値 最高値

降下物 札幌市 毎 月

札幌市 平成13 6,12月

蛇口水 稚内市 平成13 7月

平成141月

石狩市 平成13 7月

0～5c m 札幌市 平成13 8月

5～20c m 札幌市 平成13 8月

生 産 地 石狩市 平成1311月

消 費 地 札幌市 平成1311月

大 根 恵庭市 平成13 8月

ほうれん草 恵庭市 平成13 8月

生産地･WHO 札幌市 平成13 5,8,11月､

平成14 2月

消費地 札幌市 平成13 8月

平成14 2月

淡水産生物 石狩市 平成13 7月

都市部 札幌市 平成13 6,12月 0.034 0.046

農村部 岩内町 平成13 6,12月 0.021 0.032

余市町 平成13 6月

海底土 余市町 平成13 6月

海産生物 浦河町 平成13 9月 0.083

*前年度まで過

Ⅴ 空間放射線率測定結果

(nGy仙)

25 76

25 76

25 79

25 79



Ⅴ-2 青森県におけ る放射能調∃

青森県環境保健センター

貝森優希 賓藤稔 J

佐々木久美子 竹ケ月

嘉山定伸運3 木村芳巾

※1 現原子力1

※2 現六ヶ所ノ
※3 現弘前環.

1.緒 言

平成13年度に文部科学省の委託により実施した青森県における環

要を報告する｡

2.調査の概要

1) 調査対象

(∋ 全ベータ放射能……降水(定時採取)

(∋131Ⅰ 分 析……牛乳

③ 核 種 分 析……降下物､上水(蛇口水)､土壌､精米､

食､海水､海底土､海産生物

④ 空間放射線量率……モニタリングポスト､サーベイメータ

2) 測定方法

試料の採取､前処理及び測定は､｢放射能調査委託実施計画書

づき､放射能測定法シリーズ(文部科学省編)に準拠して実施し

3) 測定装置

① 全ベータ放射能……低バックグラウンド放射能自動測定装置

②131Ⅰ 分 析……ゲルマニウム半導体検出器(SEIKO EG&G

③ 核 種 分 析…‥･ゲルマニウム半導体検出器(SEIKO EG&G

(13′cs､その他)

④ 空間放射線量率……NaI(Tl)シンチレーションサーベイメータ(｢

モニタリングポスト(アロカ製 ADP-13

4) 調査結果

(D 青森市における降水(定時採取)試料中の全ベータ放射能調

測定結果は過去3年間の値の範囲内であり.､異常値は認めら

② 牛乳中の131Ⅰ分析結果を表2に示す｡

測定結果は過去3年間と同様､すべて検出限界以下であった

③ 各環境試料の核種分析測定結果を表3に示す｡

降下物､土壌(青森市)､キャベツ(三戸町)及びカレイの



表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の 定時採取(

採 取

年 月

放射能濃度(Bq/L)

最低値

平成13年 4月

110.3

177.4

平成14年 1月

年 間 値 1167.8

前年度までの過去3年間の値 7.8



麦3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所

前年度までの
過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

青森市
H13.4

H14.3

上水(蛇口水) 青森市
H13.6

H13.12

土

壌

mC5～0

5′､､一20c皿

ジャガイモ むつ市

キ ャベツ

むつ市

三戸町

三戸町 H13.11

青森市
H13.8

H14.2

青森市
H13.6

ⅠI13.12

鯵ヶ沢町
H13.6

H13.12

むつ市
(関根浜沖)

むつ市

(陸奥湾)
むつ市



表4 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(nGy/h)

測 定 年 月

最低値 最高値 平均値

平成13年 4月

10月

11月

12月

平成14年 1月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値 9 24



Ⅴ-3 岩手県における放射能調査

岩手県環境保健研究セこ

田中舘 泰 間山 秀信

1.緒言

平成13年度に岩手県において実施した文部科学省委託によJ

水準調査結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

① 定時降水の全ベータ放射能

② 空間放射線量率

モニタリングポスト及びサーベイメータ

③ Ge半導体検出器による核種分析

大気浮遊じん､降下物､上水(蛇口水)､土壌､精米 撃

菜)､牛乳､日常食､海産生物(ほたて貝)

(2)測定方法

試料の採取､前処理及び空間放射能線量率の測定は､｢力

査委託実施計画書(文部科学省･平成13年度)｣､全ベ一列

文部科学省 放射能測定法シリーズ｢全ベータ放射能測定法

定)｣､核種分析は同シリーズ｢ゲルマニウム半導体検出器にく

ペクトロメトリ(平成4年改訂)｣により実施した｡

(3)測定装置

① 全ベータ放射能:GM自動測定器 ALOKA製JDC-1

② 空間放射能線量率:サーベイメータ ALOKA製 TCS-】

モニタリングポスト ALOKA製 MA

③ Ge半導体核種分析装置:SEIKO-EG&G7700､ORTEC

(4)調査結果

① 定時降水の全ベータ放射能は表1に示した｡異常値は言

た｡

② 空間放射線量率(サーベイメータ及びモニタリングポスト

に示した｡異常値は認められなかった｡

③ Ge 半導体検出器よる核種分析の結果は表3に示した｡



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定

採取年月 放射能濃度(Bq/1)

測定数 最低値

平成13年4月

234.3

132.7

平成14年1月

136.1

年間値 1016.1

前年度までの過去3年間値

表2 空間放射線量率測定結果

23



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果

137cs

採
取
場
所

採
取
年
月

検
体
数 最

低
値

最
高
値

前年度までの

過去3年間

の値

最
低
値

最
高
値

大気浮遊じん 盛岡市 四半期毎

降下物 盛岡市

蛇口水 盛岡市 H13.6

0～5cm

5～25cm

滝沢村

滝沢村

H13.8

H13.8

滝沢村 H13.11

玉山村

滝沢村

H13.10

H13.10 0.019

滝沢村
H13.8

H14.2

日常食
盛岡市

岩泉町

H13.6

H13.11
0.041 0.059



Ⅴ-4 宮 城 県 に お け る 放 射 能 調 査

宮城県原子力センター

今野達矢 木立 博

伊藤節男 石川陽一

加賀谷秀樹* 嵯峨京時

*現宮城県環境生活部ラ

1 緒 言

前年度に引き続き､平成13年度に文部科学省の委託を受けて宮〕
境放射能水準調査｣の結果を報告する｡

2 調査概要

(1)調査対象

定時降水については全ベータ放射能の測定､降下物､陸水､土壌､
海産生物､及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核∋

また､サーベイメータによる空間線量率を毎月1回､モニタリン･
線量率を周年連続で測定した｡

(2)測定方法

全ベータ放射能は文部科学省編｢全ベータ放射能測定法｣(昭和

分析は同省編｢ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクト
2年改訂)､サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線:

調査委託実施計画書(平成13年度)｣に基づいて行った｡

(3)測定装置

①全ベータ放射能

②核種分析

オートサンプルチェンジャー付GM

(アロカ製
オルテックG

e半導体検出器
セイコーEG&G多重波高分析装置

③サーベイメータによる空間線量率

NaI(Tl)シンチレーション式
(アロカ

④モニタリングポストによる空間線量率

NaI(Tl)シンチレーション式
(アロカ

4)調査結果



表-Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果

採 取

年 月

降水量

(mm)

放射能濃度(Bq/1)

測 定 数 最 低 値 最 高 値

平成13年 4月 3.4 6 1.1 1.1

5月 8 0.8 7 ND 0.6

6月 116.8 11 ND 0.8

7月 8 7.9 4 ND 1.0

8月 140.3 6 ND

ヽ

2.0

9月 80.0 4 ND ND

10月 126.9 8 ND 0.7

11月 31.7 3 ND 1.1

12月 2 2.0 3 ND 0.6

平成14年 1月 153.9 5 ND 0.7

2月 6.0 ロ 1.1 1.1

3月 99.9
■

7 ND 1.5

年 間 値 949.6 6 0 ND 2.0

前年度までの過去3年間の値 16 3 ND 4.5

表-Ⅱ 牛乳(原乳)中の131Ⅰ分析結果



表-Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137c s

前年度まで過

去3年間の値

試 料 名 採取場所 採取年月

最低値 最高値 最低値 最高値

降 下 物 女 川 町 13.4～14.3

陸水(蛇口水) 仙 台 市 13.7,13.10

0 - 5cm 岩出山町 H13.9

5-20cm 岩出山町 H13.9

精 米 石 巻 市 H13.11

ホウレン草 利 府 町 H13.5

大 根 利 府 町 H13.9

牛乳(市販乳) 仙 台 市 13.5,13.9

日 常 食 石巻市､他 13.7,13.11

海産生物(カレイ) 仙 台 市 H13.5



表-Ⅳ 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(nGy/h) サーベイ

測 定 年 月

最低値 最高値 平均値 (nGy

平成13年 4月 19.9 3 7.3 20.9

19.6 28.5 21.2

20.3 36.4 2 2.2

20.5 44.4 2 2.0

20.3 36.3 21.6

20.5 3 5.8 21.9

20.5 33.9 2 2.3

20.6 3 5.6 2 2.2

19.9 5 3.4 2 2.5

平成14年 1月 20.3 49.5 2 3.1

20.3 3 3.1 21.7

20.2 41.4 21.7

年 間 値 19.6 5 3.4 21.9

前年度までの過去3年間の値 16.5 49.1 22.6



Ⅴ｢5 秋田県におけ る放射能調‡

秋田県衛生科学萄

武藤倫子

1.緒 言

平成13年度(平成13年4月～14年3月)に実施した文部科学

における環境放射能調査の結果について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

定時降水･大気浮遊塵･降下物･陸水(蛇口水､淡水)･土

大根､キャベツ､牛乳)･水産物(鯉､鯛)･日常食･空間線

ポスト､サーベイメータによる｡)

(2)測定方法

試料の調整及び測定は､文部科学省編｢放射能測定調査委

11年度)｣･｢全ベータ放射能測定法(昭和51年度)｣･｢放射性

法8昭和52年度)｣･｢ゲルマニウム半導体検出器を用いた機一

改訂)｣等に準じた｡

(3)測定装置

①低バックグランド自動測定装置:Aloka LBC-471Q型

②シンチレーションサーベイメータ:Aloka TCS-166型

③モニタリングポスト:Aloka MAR-21型

④ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置:SEIKO E&G M1

0RTEC GEM-11

(4)調査結果

･定時降水中の全β放射能結果を表1に示した｡年間の総降力

採水の測定回数は145回であり､全β放射能濃度の最高値は∠

た｡また､年間総放射性降下量は538MBq爪mで､総降水量､

降下量は昨年度より下回っていた｡全β放射能濃度の最高値

に高かった｡

･放射化学分析による90Srでは､キャベツと牛乳が昨年度より

土壌等は昨年度と同様あるいは若干低い値であった(Ⅱ)｡



表Ⅰ.大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取 (定時降

採取年月 日 降 水 量

(mm) 放 射 能 濃 度

測定数 最低値 最高値

平成13年4月 63.7 N.D

J/ 5月 115.5 N.D

// 6月 135.5 N.D

J/ 7月 303.4 N.D N.D

// 8月 98.1 N.D

// 9月 152.1 N.D N.D

//10月 137.2 N.D

/J ll月 162.2 N.D

/J12月 76.0 N.D

平成14年1月 189.3 N.D

J/ 2月 87.8 13 N.D



表Ⅱ.放射化学分析結果

平成13年度の

90srの値

最低値 最高値

試 料 名 採取場所 採取年月日 検体数

0～5cm 秋田市 13年9月

5～20cm

穀 類 (精米)

13年9月

13年10月

13年10月

13年10月

0.051

0.059

牛 乳

0.035,

0.051

淡水産生物(鯉)

0.125

0.106

日 常 食 0.100

0.098



表Ⅳ.ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

平成13年度の

137c
sの値

前年度ま

3年間のイ

最低値 最高値 最低値
試 料 名 採取場所

大気浮遊じん

採取年月 検体数

秋田市 年4回

降下物 4月～3月

蛇口水 13年7月･

11月

13年8月

0～5cm 13年9月

5～20c m 13年9月

精 米 13年10月

大 根

キャベツ

13年10月

13年10月

牛乳 13年8月･ ND



表Ⅴ.空間放射線量率測定結果

測 定 年 月 日

モニタリングポスト(nGy/h)

最低値 最高値 平均値

平成13年 4月

// 5月

J/ 6月

// 7月

J/ 8月

JJ 9月

// 10月

// 11月

// 12月

平成14年 1月

/J 2月 36.0



Ⅴ-6 山 形 県 に お け る 放射 能 調

1.緒言

前年度に引き続き､平成13年度に山形県が実施した文部科学省

調査の結果について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

定時降水の全β放射能および降下物･陸水(上水)･土壌･精米･!

海産生物(魚類,貝類,海藻類)の各々の核種分析,並びにサーベイ

グポストによる空間放射線量率を測定した｡

2)測定方法

試料採取,前処理,全β,γ放射能測定及び空間放射線量率の掛

『環境試料採取法(昭和58年)』,『全ベータ放射能測定法(昭和51d

ム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー(平成2年)』瀕

測定調査環境放射能水準調査委託実施計画書により行った｡

3)測定装置

a.全β放射能

b.γ線核種分析

c.空間放射線量率

GM自動測定装置(Aloka製JDC-163)

Ge半導体核種分析装置(セイコーEG&G製0

シンチレーションサーベイメータ(Aloka製

モニタリングポスト(Aloka製MAR-21)

4)調査結果

a.定時降水の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した｡例年と同様

b.γ線核種分析調査結果を表Ⅱに示した｡例年と同程度の値で
_ ヴb日日七ん良心立白星療二道Il卓立土田 才一圭mIアニ言.1Jン J霜l上F し E汀祖q R醇′丁ヽJ舌



(Ⅰ)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水)

放射能濃度(Bq/ゼ)

最低値 最高値

月間降下
(MBq耽m

平成13年4月

平成14年1月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値 371 N.D



(Ⅲ)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所 採取年月

前年度まで
過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

そ

大気浮遊じん 山形市

降下物

上水 源水

蛇口水 山形市 13.5,13.12

0～5cm 山形市

5～20cm 山形市

ホウレン草

牛 乳
-

山形市 13.8,14.2

淡水産生物

山形市他 13.5,11



(Ⅲ)空間放射線量率測定結果

4l 62 43

41 57 43

41 57 43

41 50 43

41 57 43

37 81 43

37 70 43

40 74 43

4l 54 44

37 8l 43

32 82 44



Ⅴ-7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査

福島県原子カセニ

佐藤 文雄 達男

佐々木広朋 如月

1‥ 緒 言

平成13年度に文部科学省委託により福島県が実施した,環境放射能氷室

2.調査の概要

1)調査対象

①仝β放射能

②13`lI分析

(劃核種分析

(初空間線量率

2)測定方法

①仝β教射能

(∋131I分析

③核種分析

④空間線量率

3)測定叢置

①全β教射能

(∋131Ⅰ分析

③核種分析

④空間線量率

定時降水

牛乳(原乳)

大気淳遵じん,降下物,陸水(上水(蛇口水),さ主

菜(大根,ほうれん草),牛乳(市販乳),淡水磨

食,海水,海底土,海産生物(アイナメ)

モニタリングポスト NaI(Tl)シンチレーション1

科学披術庁マニュアルにより,GM自動測定装置i

牛乳をGe半導体検出器により直接測定｡

乾燥後又は直接に灰化装置で450℃で灰化する7

導体検出器で測定｡

委託実施要領による｡

GM自動測定装置(アロカ梨 JDC-161)

Ge半導体検出器(CANBERRA製GC-3018-7500RPC)

Ge半導体検出器(CANBERRA製GC-3018-7500RPC)

NaI(Ti)シンチレーション検出器(アロカ製 A]

NaI(Tl)シンチレーションサーベイメータ(アロニ

4)調査結果

①定時降水中の仝β放射能は 仝97試料中96試料ほ検出限界未満で

で2.7 MBq/kI紬;検出された｡



(1)定時降水試料中の仝β放射能調査結果

降水の定時採取

採 取 年 月 降 水 量

(mm)

教射能濃度(Bq/ゼ)

~-∵=TF=~~
測 定 数 最 低 値

平成13年 4月

91.5

149.0

88.5

131.5

2 59.5

2 68.5

29.5

15.0

平成14年 1月 175.0

10.0

77.5

年 間 値 1299.5

前年度までの過去3年間の値



(3)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名

大気浮遊じん

降 下 物

採 取

採
取
年
月

検
体
数 137C s

最低値

前年度まで

過去3年の値

最高値 最低値 最高値

~-~
~~F~､‥~~'~~~~~~1

陵墓上水蛇口氷海島市

土 0､5cm

L____,_軌.岬

5＼20c甘l

精 米

大 根

ほうれん草

牛 乳

(市販乳)

淡水産生物

福島市

福島市

福島市

福島市

福島市

福島市

福島市



4)空間教射線量率測定結果

41

40

40

40

41

40

41

4 2

41

41

40

40



Ⅴ-8 茨城県における放射能調査

茨城県公害技術

半田信吾 橋

平柳典亮 菊

1 緒 言

平成13年度に茨城県で実施した文部科学省委託の環境放射能水準調∃

する｡

2 調査結果の概要

1)調査対象

①全β放射能:定時降水(水戸市石川)

②核種分析:降下物,大気浮遊じん,陸水(蛇口水),

農産物(精米,大根,ホウレン草),空間放射線量率;水戸市石｣

陸水(淡水),水産生物(コイ);霞ケ浦

畜産物(原乳);水戸市見川

土壌;東海村石神

海水,海底土;東海村沖

水産生物(シラス);大洗沖

日常食;水戸市,東海村

2)測定方法

試料の前処理,全β放射能測定及び核種分析は,主として科学技術庁

て実施した｡

3)測定装置

①全β放射能:低バックグランドβ線測定装置 アロカLBC-472Q

②核種測定:ゲルマニウム半導体検出器 キャンヘやラGC-4019

③空間放射線量率:車載エけモニター アロカMSR-R74-3260(2′′¢NaIl

モニタリンクやステーションアロカMAR-R74(2′′¢NaI(Tl)検1

4)調査結果

①表1に定時降水の全β放射能を示した｡91試料中27試料で検出された

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した｡全試料検出限界値未満であて



(表1)定時降水試料中の全β放射能調査結果(水戸

降水 の定 時採

採 取

月 日

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値

平成13年 4月

平成14年1月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値

(表2)牛乳中の131Ⅰ分析結果

採 取 場 所 水 戸 市 見 川



(表3)ゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査糸

試料名 採取場所

採
取
年
月
日

検
体
数

前年度まで

過去3年間のイ

最低値 最高値 最低値

大気浮遊じん

降 下 物

上水蛇口水

淡 水 霞ケ浦

0～5cm
東海村

石神

精 米

大 根

ホウレン草

牛 乳

淡水産生物(コイ) 霞ケ浦 0.19 0.2

水戸市 6月,12月

日 常 食

0.016 萱 0.05

東海村 6月,12月

海 水 東海村沖



(表4)空間放射線量率測定結果(水戸市石川)

26

26



Ⅴ-9 栃 木 県 に お け る 放 射 能

栃木県保健環境センタ

田崎 貞男 鹿田久美

1.緒 昌

平成13年度に､実施した文部科学省委託による環境放

いて､その結果を報告する｡

2.調査の概要

(1) 調査対象

降水(定時降水)､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇

菜(大根及び白菜)､牛乳､土壌､日常食の核種試料及

(2) 測定方法

試料の採取､前処理及び測定は文部科学省の放射能測扁

平成13年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行っ栗

(3) 測定装置

ア 全β放射能 GM式全β 自動測定装置

(アロカT D C-16 3型)

イ
γ線核種分析

G e半導体核種分析装置

ウ 空間線量率

(4) 調査結果

(O R T E C G E M-151

N
aI(Tl)シンチレーショ

(アロカ T C S-16 6)

モニタリ ングポスト

(アロカMA R-21)

台ヒ う ■▼■



(表-1)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料

降水の定時採取

採取年月日 放射能濃度(Bq/L)

測定数(検出数 最低値

平成13 年 4 月 6(2)

10(0)

11(1)

7(0)

8(0)

8(0)

10(0)

3(0)

5(0)

平成14 年1月 5(0)

2(0)

4(0)

年 間 値
●

79(3)

前年度までの過去3年間の値



(表-2)ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析測定結果(Cs-137)

試料名 採取場所

採
取
年
月

本年度の値

137cs

前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊塵 河内町

降下物 河内町 0.07±0.

13.6.11

13.12.13

0～5cm 今市市 13.7.23 50±1.1 50±1.

5～20cm 今市市 13.7.23 4.2±0.68 7.1±0.53 32±1.

宇都宮市 13.11.19

宇都宮市

宇都宮市

13.11.19
- ●■ - - ■ t ■ ● ● -

13.10.23

0.033±0.0088

0.038±0.0062 0.035±0.

13.8.2

14.3.18

0.14±0.

宇都宮市

日常食

13.6.17

13.11.25

13.7.1

13.12.1

0.045±

0.013
N.D 0.066±0.



(表-3) 空間放射線量率測定結果

44 3

8月 51 3

9月 53 3

10月 44 3

11月 47 3

12月 45 3

52 3

2月 44 3

3月 50 3

54 3

63 35



Ⅴ-10 群馬 県 に お け る 放射能調査

群馬県

飯島明宏 大谷

1.緒言

平成 13 年度 に群馬県で実施 し た文部科学省委託

の結果について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

定時降水､大気浮遊 じん､降下物､陸水､土

類､牛乳､日 常食及び空間放射線量率

2)測定方法

放射能測定調査委託実施計画書(平成13 年

術庁編放射能測定法 シリ ーズに準 じて行っ た｡

3)測定装置

ア 全β 放射能調査 GM 自 動測定装置

(ア ロ カ JDC･]

イ γ 線核種分析調査 Ge 半導体核種分析装f

(セイ コ ー GE]

ウ 空間放射線量率調査 モニ タリ ングポスト

(ア ロ カ MAR･

シ ン チ レー シ ョ ンサー

(ア ロ カ TCS･]

4)調査結果

ア 全ベー タ 放射能調査

イ ガンマ線核/種分析調査

lヤ クセ 日月 七む 船 虫白 息 虚 言固 泰

別紙(1)の と お り

別紙(2)の と お り

⊂】ll んrr ′ n ヽ
ノー､

l. J.ヽ レヽ



(1)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結

降水の定時採取(定時降水)

採 取 年 月 放射能濃度(Bq/L) 月間降下量

測定数 最低値 最高値 くMBq/km2)

13 年 4 月

14 年 1月

年 間 値 N.D.一-N.D.

前年度までの過去3年間の値 N.D.～N.D.

N.D. 検出されず



(2)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所 採取年月

前年度まで
過去3年間の価

最低値 最高値 最低値 最高価

大気浮遊じん 前橋市
H13.4一一

日14.3

降下物 前橋市
H13.4一一

日14.3

上水 源 水

蛇口水 前橋市
H13.6,

H13.12

0一〉5cm 前橋市

5～20cm 前橋市

ホウレン草 前橋市

富士見村
H13.8,

H14.2

淡水産生物

前橋市

日常食

H13.6.

H13.12

中之条町
H13.6,

H13.12



(3)空間放射線圭率測定結果

7.2 15.2 7.8

9 月 7.1 13.6 7.9

10 月 7.3 10.5 8.1

11月 7.3 10.5 8.1

12 月 7.3 13.0 8.1

7.2 13.4 8.3

2 月 7.4 10.8 8.0

3 月 7.4 15.9 8.1

7.1 15.9 8.0

6.9 19.6 8.7



Ⅴ-11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調

埼玉県

日笠 司

1 緒 言

平成13年度に埼玉県で実施した文部科学省委託放射能調査の結果につ

2 調査の概要

(l)調査対象

定時雨水､降下物､陸水､土壌､農畜産物､淡水産生物､日常食及び

(2)測定方法

試料の採取及び前処理は｢平成13年度放射能測定調査委託実施計画

た()測定方法は文部科学省編｢全ベータ放射能測定法(1976)｣､｢ゲル｢

器によるガンマ線スペクトロメトリー(1991)｣に基づいて実施した｡

(3j 測定装置

全ベータ放射能

核種分析

空間線量

GM計数装置:AlokaTDC-501

Ge半導体検出器:EG&GORTEC GE

波高分析器:SEIKOEG&GMCA7800

シンチいションサーへやィメータ:AlokaTCS_166

モニ卵ンクヾポスト:AlokaMAR_15

(4)調査結果

ア 全ベータ放射能測定結果

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した｡異常値は認め∈

イ 牛乳中の131Ⅰ分析結果

牛乳中の131Ⅰの分析結果を表2に示した｡全検体が検出限界値未満

ウ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果



表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能

降水の定時採取(定時降水)

採 取 年 月 放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

月間降下貞

(MBq此m2

平成13年4月

平成14年1月

年間値 1334.4

前年度までの過去3年間の値

※N.Dとは､計数値がその計数誤差の3倍以下のものとする｡



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月 137c s

前 年 度 ま で

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん

降 下物 さいたま市 H13.4～H14.3

上水源 水

蛇口水

淡 水

さいたま市

さいたま市

H13.6,H13.12

H13.6,H13.12

0､5cm さいたま市

5㌔20cm さいたま市

さいたま市 H13.10

大 根

ホウレン草

さいたま市

さいたま市

所沢市他

さいたま市 H13.8,H14.2

淡水産生物 熊谷市 H13.10

さいたま市他 H13.6,H13.11



表4 空間放射線量率測定結果

モニタリ ングポスト(cps)

測 定 年 月

最 低 値 最 高 値 平 均

平成13年 4月 11.4 14.1 11.

11.4 17.3 11.

11.3 15.6 12.

11.4 13.1 11.

11.3 15.5 11.

11.3 20.5 12.

10月 11.5 15.8 12.

11月 11.5 18.0 12.

12月 11.5 16.5 12.

平成14年 1月 11.6 20.9 12.

2月 11.5 16.2 12.



Ⅴ-12 千葉県における放射能調査

千葉県環境研究

井上智用
押尾敏j

1.緒言

千葉県は､前年度にひき続き平成13年度文部科学省委託の環境劇

実施したので､その結果について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

a.全β放射能:定時降水

b.γ線核種:大気浮遊じん･降下物･土壌･陸水(源水､蛇口

牛乳･野菜類(ダイコン､ホウレンソウ)･日常つ

海底土および海産生物(ゴマサバ)

c.空間線量率:モニタリングポストおよぴサーベイメータによj

2)測定方法

試料の採取および前処理は､｢平成13年度放射能測定調査委託雇

づきおこなった｡測定は旧科学技術庁編の各種放射能測定法シリー

こなった｡

3)測定装置

a.全β放射能

b.γ線核種分析

GM式全β自動測定装置:アロカ JDC-

Ge半導体検出器:ORTEC GEM-1

波高分析装置:SEIKO EG&G MC

c.空間線量率 モニタリングポスト:アロカ MAR-21

シンチレーション式サーベイメータ:アロカ

4)調査結果

a.全β放射能調査 定時降水中の全β放射能調査結果を表1

b.γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した｡



表1 大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の

降水の定時採取(定時降水)

採 取

年 月

降水暮

(mm)

放射能濃度(8q/1)

測定数 最低値 最高値

月間降下暮

(脇q/h2)

平成13年 4月 N.D. N.D. N.D.

N.D. N.D. N.D.

N.D. N.D. N.D.

N.D. N.D. N.D.

N.D. N.D. N.D.

241.5く N.D. N.D. N.D.

124.6 N.D. N.D. N.D.

46.4 N.D. N.D. N.D.

平成14年 1月 114.8 N.D. 2.2 5.4

N.D. N.D. N.D.



表 2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析湘定調

試 料 名 採取場所

採
取
年
月

検

体

137c s

前年度まで

過去3年間の債

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 市原市
H13.4

H14.3

N.D. N.D. N.D. N.D.

降 下 物 市原市
H13.4

H14.3

N.D. N.D. N.D. N.D.

上水 源水 木更津市
H13.6

H13.12

N.D. N.D. N.D. N.D.

蛇口水 市原市
H13.6

H13.12

N.D. N.D. N.D. N.D.

N.D.

0一-5cm 市原市 H13.7

N.D.

N.D.

5～20cm 市原市 H13.7

N.D.

精 米 千葉市 H13.8 N.D. N.D. N.D.

ダイコン 千葉市 H13.11 N.D. N.D.

ホウレン草 千葉市 H13.11 N.D. N.D. N.D.

牛 乳 八街市
H13.8

H14.2

N.D. N.D. N.D. N.D.

淡水産生物

千葉市 H13.6 N.D. N.D. N.D.



表 3 空間放射線暮率沸定結果

23

24

24

24

24

25

25

24

25

24

25



Ⅴ-13 東 京 都 に お け る 放 射 能

東京都立衛生研究所

中川順一 高橋保雄 小輪瀬鬼

栃本博 小西浩之 富士栄噸

1.緒 言

東京都において平成13年度に実施した放射能測定詞

ついて報告する｡

2.調査の概要

1) 調査対象

雨水､降下物､陸水､土壌､農畜産物､日常食､海

2) 測定方法

環境放射能水準調査委託実施計画書(平成13年度)≦

文部科学省編 各種放射能測定法に準じた｡

3) 測定装置

G M計数装置

シンチレーションサーヘ寸メーター

モニ卵ンク寸ホ○スト

核種分析装置

与きロコ ｢よ一 J

ALOKA TDC-511

ALOKA TCS-121

ALOKA MAR-15

CANBERRA Genie2000 System



Ⅰ全べヤク放射能調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月 検体数

大気浮遊じん

降 下 物 H13.4へ朋14.3

上水 源 水

舵口水

淡 水

H13.6,H13.12

H13.6,H13.12

0～5cm H13.8

5～20cm H13.8

精 米 H13.10

H13.11

H13.11

牛 乳

H13.5,H13.8

H13.11,H14.2

H13.8,H14.2

淡水産生物

H13.6,H13.12

日 常 食

54



Ⅱ 大型水盤による月間降下物討料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取 (定時降水) 大型水

採 取

年 月
月間降下量
(M軸/血2)

平成13年4月

平成14年1月

年 間 値 N.D～N.D

前年度までの過去3年間のイ直 N.D～N.D N.



Ⅳ 空間放射線量率測定結果

13.7 14.9 13.9

13.7 14.7 13.9

13.7 16.0 14.1

13.8 15.4 14.3

13.9 15.4 14.5

13.9 15.3 14.4

14.0 15.4 14.6

14.0 15.3 14.3

14.0 14.9 14.3

13.8 15.2 14.3

H聖二‖ 22.3 14.2



Ⅴ ゲノレアニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

討科名 採取場所 採取年月
前年度ま

過去3年間

大気浮遊じん

降 下 物 H13.4へ月14.3

上水 源 水

蛇口水

淡 水

H13.6,H13.12

H13.6,H13.12

0～5cm H13.8

5～20cm H13.8

精 米

牛 乳

H13.5,H13.8

H13.11,H14.2

H13.8,H14.2

淡水産生物

H13.6,H13.12
J望≠■

N.D



Ⅴ-14 神奈川県における放射能調査

1.緒言

文部科学省委託により2001(H13)年度に実施した｢環境放射能水宣

告する.

2.調査の概要

1)調査対象

全ベータ放射能:定時降水

ガンマ線スペクトロメトリによる核種分析:定時降水,浮遊じノ

陸水,土壌､精米.野菜類.牛乳.日常食､海水､海底土.子

ウラン分析:河川水.土壌､河底土.海水､海底土.海産生物

空間放射線量率:横浜市旭区.横須賀市長坂､足柄上郡箱根町

2)測定方法

ガンマ線スペクトロメトリ､全ベータ放射能及び空間放射線卓

託実施計画書(平成13年度)に準じた.

ウラン分析:固体ケイ光光度法を用いた.

3)測定装置

①全べ,夕放射能:アロカ製TDC-6型GM計数装置

②ガンマ線スペクトロメトリ:オックスフォード社製Ge半導f

マルチチャンネルアナライザ

③ウラン分析:アロカ製F椚ト3B型フリオリメータ

④空間放射線量率:アロカ製TCS-166.171型シンチレpションサ

4)調査結果

(D定時降水

104試料について計測したが.全ベータ放射能.人工放射性1

れなかった.

②環境試料

2001年8月採取の土壌及び海底土､2002年2月採取の降F物か

いる.

③食品試料

2001年7月及び11月採取の日常食､8月採取の市販乳.11月圭

｢格アド9nnワ壬EI日産駒爪Jて 巾lノ､ノ､ノ 巾めヽ仁､･コ7｢⊂めミj金山真如 7-lノ＼ス､



表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果

表2 牛乳中の1311分析結果



表3 ゲルマニウム≡肖彗鉢椀鰯こよ繊度結果

試料名

降下物

上水(原水)

邪口水)

横姉

横姉

精 米

ダイコン

ホウレンソウ

牛 乳

日 常 食

海 水

海底土

マアジ 11



表4 ウラン分析結果

表 5 空 間 放 射 線 量 率 測 定 結 果

56

5月 56

6月 55

7月 60

8月 55

9月 57

54



Ⅴ一15 新潟県における放射能調査

新潟県放射線監視センター

大高 敏裕､丸田 文之､磨

藤巻 広司､山崎 興樹､壬

1.緒 言

前年度に引き続き､平成13年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査2

子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

1)調 査 対 象

環境放射能水準調査は､降水､大気浮遊じん､降下物､陸水､土壌､精米､繋

食､海水､海底土､海産生物､空間線量率を対象とした｡

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は､空間線量率､積算線量､大気浮適

農産物､畜産物､海水､海底土､海産物､指標生物を対象とした｡

2)測 定 方 法

試料の採取､前処理､調製及び測定は､文部科学省編の各種放射能測定法シリ

施計画書(平成13年度)｣及び｢柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査

に基づいて行った｡

3)測 定 装 置

ア.全ベータ放射能

イ.空間線量率

ウ.核種分析

エ.積算線量

4)調 査 結 果

ア.全β放射能(表1

自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置:アロカ社雲

低バックグランドGM計数装置:アロカ社製LBC-481

低線量率測定器:DBM方式2〝 ¢×2"NaI(Tl)シンラ

モニタリングポスト:アロカ社製 MAR-21

シンチレーションサーベイメータ:アロカ社製 TCS-166

ゲルマニウムガンマ線分光分析装置:検出器 キャンベラ

γ線解析システム
低バックグランド液体シンチレーションカウンター:ア【

低バックグランドGM計数装置:アロカ社製LBC-481

α線エネルギー分析装置:キャンベラ社製 シリコン半導

TLD素子､リーダ:松下電器産業社製 UD-200S､UI)-

2)

定時降水等について測定したが､各試料とも例年と同レベルだった｡

イ.空間線量率(表3､4)

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが､各地点と

り.核種分析(表5､6)



表1 環境試料中の全ベータ放射能調査結果(原子力発電所周辺監視調査)

放射能濃度(含E)
試 料 名 採取場所 採取年月 検体数

前年度ま

最低値 最高値 最低値

上 水

(蛇口水)

河川水

柏崎市
刈羽村
西山町

柏崎市

H13.6,9,12

H14.3

Ⅲ13.6,12

精 米
柏崎市
刈羽村
西山町

Ⅱ13.10

牛 乳
柏崎市

(2地点)

H13.4,7,10

H14.1

松 葉
柏崎市

(2地点)
H13.7,11

海 水
(3地点)

放水口付近(3地点)
H13.5,11

表2 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査

測定数

6 *

6 *

14 *

8 *

7 *

9 *

12 *

15 *

14 *



表3 低線量率測定器による空間線量率(原子力発電所周辺監視調査)

空間線量率(
測 定 地 点 測 定 年 月

柏崎市街局 H13年4月～H14年3月

荒 浜 局 H13年4月～H14年3月

下高町局 H13年4月～H14年3月

刈 羽 局 H13年4月～H14年3月

勝 山 局 H13年4月～H14年3月

宮 川 局 H13年4月～H14年3月

西 山 局 H13年4月～H14年3月

表4 空間放射線量率測定結果(環境放射能水準調査)

最低値 平均値

46 47

46 47

45 48

46 48

46 48

46 48

46 48

45 50

46 50

38 51



表5-1 放射化学分析結果(90sr)(原子力発電所周辺監視調査)

試料名 採取年月 検体数 最低値 最高値

精 米 H13.10 0.0084

大根(根) H13.11

原 乳
H13.4,7,10

H14.1

貝類(サザエ)

海産生物

(ホげワラ)
H13.5,10

表5-2 放射化学分析結果(3H)(原子力発電所周辺監視調査)

試料名 採取年月 検体数 最低値 最高値

上 水
H13.6,9,12

H14.3

河川水 H13.6,12

海 水 H13.5,10

表5-3 放射化学分析結果(239+240pu)(原子力発電所周辺監視調査)

試料名 採取年月 検体数 最低値 最高値

浮遊じん
H13.7

H14.1

降下物
H13.7

H14.1

海底土 H13.5,10 4



表6-1ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果(原子力発電所

137cs

試料名 採 取 場 所 採取年月
前年度まで

過去3年間の

最低値 最高値 最低値

大気浮遊じん 柏崎市･刈羽村

降 下 物 柏崎市･刈羽村

上 水

河川水

柏崎市･刈羽村

西山町

柏崎市

H13.6,9,12

H14.3

H13.6,12

0～5cm
柏崎市

刈羽村(2地点)
H13.7,11

精 米
柏崎市･刈羽村

西山町
H13.10

大 根(根) 刈羽村(2地点) H13.11

大 根(葉) 刈羽村(2地点) Ⅲ13.11

キャベツ 刈羽村(2地点) H13.11

原 乳 柏崎市(2地点)
H13.4,7,10

H14.1

柏崎市(2地点) R13.7,11

前面海域(3地点)

放水口付近(2鮎)
H13.5,10

海 底 土
前面海域(3地点)

放水口付近(2鮎)
H13.5,10

カレイ 柏崎市

柏崎市

ヒラメ 柏崎市

サザエ 柏崎市

ワカメ 柏崎市

テンク●サ柏崎市



表6-2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果(環境放射能水準調

137cs

試料名 採 取 場 所 採取年月
前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 新潟市

降 下 物 新潟市

上 水

淡 水

新潟市

新潟市

H13.6,H14.1

H13.11

0～5cm 柏崎市

5～20cm 柏崎市

精 米 巻町･新潟市 H13.10

大 根(根) 新潟市

ホウレン草 新潟市

原 乳

市販乳

西川町･岩室村
■ l■ 一 一 一 - - ■■■ ■ - ● - ■- - 一

新潟市

H13.5,8,11

H14.2

H13.8

H14.2

淡水産生物

(フナ)
新潟市 H13.11

日 常 食 西川町･柏崎市 H13.6,12

海 水 新潟港沖

海 底 土 新潟港沖

海
産
生
物

カレイ 新潟市

*

*



Ⅴ-16 富山県における放射能調

1.緒言

前年度に引き続き､富山県において平成13年度に実施し

環境放射能水準調査の結果について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

降水(定時降水)､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､

根､ホウレン草)､牛乳(生産地)､日常食､空間放射線量率

2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定は文部科学省編の各種放射能j

境放射能水準調査委託実施計画書(平成13年度)｣に準じて

3)測定装置

①全ベータ放射能

② γ線核種分析
③空間放射線量率

GM計数装置(AlokaJDC-163)

Ge半導体検出器(CANBERRA GC-25

モニタリングポスト(Aloka MAR-:

シンチレーションサーベイメータ

4)調査結果

(D全ベータ放射能

測定結果を表1に示す｡測定した140検体中､5検体1

② γ線核種分析

測定結果を表2に示す｡降下物から137csが検出された



(表1)定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果

降水の定時採取(定日

採取年月
降水量

(mm)
放射能濃度(Bq/L)

最低値

平成13年4月

149.5

212.3

144.0

194.0

144.4

平成14年1月 438.7

166.8

年間値 2,037.7

前年度までの過去3年間の値 4



(表2)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所 採取年月

ま
間

度年年
3

止
別
去過

大気浮遊じん H13.4～H14.3

降下物 H13.4～H14.3

H13.6､H13.12

0～5cm

H13.7

H13.10

H13.11

H13.10

H13.8､H14.2

富山市他

日常 H13.6､E13.11



(表3)空間放射線量率測定結果

注1 前年度までの過去3年間の値については､モニタリングポスト

よるものであるため単位は(cps)である｡また､サーベイメータ

いない数値である｡



Ⅴ-17 石川県における放射能調査

石川県保健環

堀 秀朗･中

1.緒言

前年に引き続き､平成13年度に実施した文部科学省委託環境放射

ついて報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

定時降水､降下物､陸水､土壌､日常食､農畜産物､海産生

2)測定方法

試料の調製および測定は､文部科学省マニュアルに準じてい

3)測定装置

全ベータ放射能

核種分析

モニタリングポスト

サーベイメータ

アロカ(株)製JDC･3201

ゲルマニウム半導体検出器:CANBE

波高分析装置:東陽テクニカ製GEN

NaI(Tl)シンチレーション式:アロカ

NaI(Tl)シンチレーション式:アロカ

4)調査結果

･定時降水試料中の全ベータ放射能については､調査期間中の試料数

うち全ベータ放射能が検出されたのは13試料であった｡これらの孟

に集中していた｡

･牛乳中の131Ⅰについては､6試料(奇数月)全てが検出限界未尋

･ゲルマニウム半導体検出器による核種分析については､降下物､

日常食､フクラギ試料から137Csが検出されたが､例年と同レベ

137Cs以外の人工放射性核種は､全ての試料から検出されなかっ



(1)定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時

採 取 年 月
降水量

(m)
放射能濃度(Bq/1)

測定数 最低値

平成13年 4月

10月

11月

12月

平成14年 1月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値 10.



(3)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137c s

試料名 採取場所 採取年月

前年度まで
過去3年間のイ

最低値 最高値 最低値

降下物
金沢市

太陽が丘
毎 月

上水
(蛇口水)

金沢市
太陽が丘

H13.6

H14.1

0～5cm
金沢市
末町

H13.8

5～20cm
金沢市
末町

H13.8

3.860 2.830

精 米
内灘町
向粟崎

H13.9

大 根

ホウレン草

金沢市
西念町

H13.11

H13.11

牛 乳
羽咋郡
押水町

坪山

H13.8

H14.2

日常食
金沢市･

鳥越村

H13.6

H13.12

N.D 0.040 N.D 0.04



(4) 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(nGy/h)

測 定 年 月 サーベイ

最低値 最高値 平均値

平成13年 4月

11月

12月

平成14年 1月

年 間 値 84～1



Ⅴ-18 福井県における放射能調査
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別添

Ⅰ.定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取

放射能濃度(Bq/1)

採取年月

測定数 最低値 最高値

平成13年4月 N.D

13年5月 N.D

13年6月 N.D

13年7月 N.D

13年8月 N.D

13年9月 N.D

13年10月 N.D

13年11月 N.D

13年12月 N.D

14年1月 N.D

14年2月 N.D

14年3月 N.D

年 間 値 N.D

前年度までの過去3年間の値 N.D

Ⅱ.牛乳中の131Ⅰ分析結果



Ⅲ.ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月 137c s

前年度までの

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 福井分析管理

室屋上

13.4～14.3

降 下 物 13.4～14.3

福井市原目町

敦賀市猪ヶ池

0～5cm 福井市原目町 13.7

精 米 福井市

大 根

ホウレン草

三国町

福井市

牛 乳 福井､勝山市 13.5～14.2

淡水産生物 三方町三方湖

福井市

日常食

敦賀市

越前町



Ⅳ.空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト (nGy/h)

測 定 年 月

最 低 値 最 高 値 平 均 値

平成13年 4月

13年 5月

13年 6月

13年 7月

13年 8月

13年 9月

13年10月

13年11月

13年12月

14年 1月

14年 2月

14年 3月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値 24 47



Ⅴ-19 山梨県における放射能調査

山梨県衛生公

日高 照泰

笹本 有美

1.緒 言

平成13年度に山梨県で実施した文部科学省委壱

能調査結果について､その概要を報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

降水､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口

精米､野菜(大根､ほうれん草)､牛乳､

空間放射線量率

2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定は文部科学省

放射能測定法(1976)｣｢ゲルマニウム半導

るガンマ線スペクトロメトリー｣及び同省防

編｢放射能測定調査委託実施計画書(平成13

り行った｡

3)測定装置

ア)全ベータ放射能

GM計数装置:Aloka JDC-163型

イ)核種分析

Ge半導体核種分析装置:SEIKO EG&G

ウ)空間線量率

シンチレーショ ンサーベイ メ ータ:Aloka
コニ

ー

月･1l､/ ノブ Jぎ ヮ L
･ Al(l′つ



(Ⅰ)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取(定時降水)
採 取

年 月
放射儲濃度㊥q/L) 月間降下

(M軸/血

平成13年 4月

平成14年1月

年 間 値

前年度までの過去3年間の値 276 N.D.



(Ⅱ)ゲ/レマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所
前年度まで過去3

H13.4

へ現14.3

降下物

29.1±0.91 30.0±1.0

770±24.1 860±28.7

10.4±0.67 12.8±0.7

1050±67.7 1060±56.5

精 米

牛 乳 H13.7

H14.3

日常食 H13.6

H13.12

N.D. 0.050±0.010 N.D.



(Ⅲ)空間放射線量率測定結果

15.0 18.5 15.9 84

15.0 21.5 15.9 86

15.0 21.5 15.8 88

15.0 18.5 16.0 84

15.5 18.5 16.3 89

15.5 22.0 16.2 92

14.5 24.5 16.3 79

15.0 18.5 16.1 85

15.0 21.0 16.1 84

14.5 24.5 16.0 79

14.0 26.5 16.1 80



Ⅴ-20 長野県らこおをナる放射能調

長野県衛生公害研

西澤千恵美

山下晃子

1.緒 言

前年度に引続き､長野県において平成13年度に実施した文部

放射能調査の結果について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

定時降水の全β放射能､大気浮遊じん･降下物･陸水

淡水)･土壌･精米･野菜類(大根､ホウレン草)･牛

(ワカサギ)･日常食･海産生物(イワシ)の核種分析

及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定｡

2)測定方法

試料の調製と測定は科学技術庁編｢全ベータ放射能測

｢ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロ

改訂)｣及び｢放射能調査委託実施計画書(平成13年度)｣

3)測定装置

GM計数装置 :ALOKA JDC-163

Ge半導体検出器 :SEIKO EG&G GEM-20180-P

シンチレーションサーベイメータ : ALOKA TCS-166

モニタリングポスト : ALOKA MAR-15

4)調査結果

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに､Ge半導体

施谷一存惑痘里あ秦¶ir ヰ車重闇放射線音義の湘t一章蛙里



Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取 (

採 取

年 月

降 水 量

(m山)

放 射 能 濃 度 (Bq/1)

測定数 最低値 最高値

平成13年4月

139.9

119.8

平成14年1月

年 間 値 106 N.D



Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137c s

試 料 名 採取場所 採取年月

前年度まで

過去3年間β

最低値 最高値 最低値

大気浮遊じん 長野市 13.4～14.3

降下物 長野市 13.3～14.2

上水 源 水

蛇口水

淡 水

長野市

長野市

13.5,13.11

13.5,13.12

0 ～ 5 c山 長野市 13.7

5 ～ 20 cm 長野市 13.7

豊科町 13.10

佐久市 13.10

ホウレン草 佐久市 13.10

長野市 13.8,14,3



Ⅲ 空間放射線量率測定結果

12.6 19.4 13.7

12.6 17.8 13.9

12.4 18.2 13.9

12.4 19.3 13.8

12.9 17.0 13.9

13.1 18.1 14.3

12.3 19.6 14.1

12.3 28.9 14.2

12.8 20.1 13.9

12.5 20.5 13.5

12.3 28.9 13.9

11.9 24.6 14.1



Ⅴ-21 岐阜県 にお け る 放射能萌

1.緒言

平成13年度岐阜県において実施した､文部科学省委託の環!

結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

降水(定時降水)､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口

野菜(大根､ホウレン草)､茶､牛乳(生産地)､日絹

(2)測定方法

試料の調整及び湘定は､科学技術庁編｢全へ寸一夕放射能熟

度)｣｢ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スペクトロ

年度改訂)｣及び｢平成13年度放射能測定調査委託実

行った｡

(3)測定装置

1.全ベータ放射能

低バックグラウンド自動軸定装置:アロカ製LBC･

2.核種分析

Ge半導体核種分析装置:セイコーEG&G製

3.空間線量率

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイー

TC S-166

モニタリングポスト:アロカ製MAR-21

4



表-1 定時降水試料中の全β放射能調査結果

採 取

年 月

降水量

(mm)

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

27.0

145.4

260.5

109.2

276.0

186.9

162.4

49.6

69.0

157.5

50.0

141.0

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

0.75

N.D

N.D

N.D

l.12

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

年 間 値 1634.5 N.D 1.12

節度までの過去(H11.8～H13.3)の徳* 1.88

N.D:検出されず(計数値がその計数誤差の3倍以下)

*移転の為､平成11年8月～平成13年3月の値

表-2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137c s

最低値 最高値

最低値

試料名 採取場所 採取年月

大気浮遊じん 各務原市 毎 月

降 下 物 各務原市 毎 月

陸水(蛇口水) 各務原市 H13.6･12月

0～5cm 岐阜市 H13. 7月

5～20c皿 岐阜市 H13. 7月



表-3 空間放射線量率測定結果

測 定 年 月 モニタリングポスト(nGy/h)

最低値 最高値 平均値

H13年 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

H14年 1月

2月

3月

6 7.9

68.2

6 8.3

6 7.4

6 9.1

6 9.2

70.4

71.0

71.2

70.6

68.8

63.1

年 間 値 68.8

節度まで過去(H12.2～H13.3)の桓* 66.3

*単位を(cps)から(nGy/h)に変更の為､平成12年2月～平成13年3



Ⅴ-22 静 岡 県 に お け る 放 射 能 調

静岡県環境放射線監視センター

長谷川進彦(元 静岡県環境放射線監視七

尾澤義昭､村田和俊､吉田秀行､

河村浩史(現 健康福祉部生活術生総室薬

1.緒 呂

静岡県では､昭和36年度より文部科学省委託環境放射能水

る｡

今回は､平成13年度に実施した調査結果の概要を報告する

2.調査の概要

l) 調査の対象

ア 放射能

イ 放射線量

･全β放射能(定時降水)

･核種分析(浮遊塵､降下物､陸水､土壌､

常食)

･空間放射線量率

2) 測定方法

放射能測定調査委託実施計画書(平成13年度)によった

3) 測定装置

ア 全β放射能 ･GM測定装置

イ 核種分析 ･G e半導体検出器を用いた波高分析

ウ 空間放射線量率 ･N aI式モニタリングポスト(D B

･N aI式サーベイメータ(D BM方

4) 調査結果

ア 全β放射能調査

定時降水試料の全β放射能は､表1に示すとおり､すべ

り､過去3年間と同程度であった｡

イ 核種分析

牛乳中のIjlIは､表2に示すとおりすべて検出限界以1



表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水中の全β放射能調査結果

採 取 年 月 降水量

[mm〕

降水の定時採取(定時降水)

放射能濃度[Bq/L] 月間降下量

[MBq/km2]測定数 最低値 最高値

平成13年 4月 99.5 9 ND ND ND

5月 139.5 8 ND ND ND

6月 145.5 9 ND ND ND

7月 37.0 4 ND ND ND

8月 214.5 5 ND ND ND

9月 248.0 10 ND ND ND

10月 324.5 10 ND ND ND

11月 104.0 5 ND ND ND

12月 63.0 8 ND ND ND

平成14年
.1月

101.5 8 ND ND ND

2月 41.5 6 ND ND ND

3月 77.0 8 ND ND ND

年 間 値 1595.5 90 ND ND ND

前年度までの過去3年間の値 ND ND ND

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果

採 取 場 所 御殿場市 浜松市 御殿場市 浜松市 御殿場市

採 取 年 月 日
H13.4.10 H13.4.11 H13.7.4 H13.7.25 H13.10.4

放射能濃度[Bq/L】

萬年止までの過去3年仰の牡

最低値 最高値



表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月
前年度までの

過去3年間の値

大気浮遊じん

降 下 物

0■-5cm 御殿場市

5～20cm 御殿場市

精 米

′

大 根
御殿場市

ホウレン草 御殿場市

牛 乳

日 常 食

海産生物

6,9,12.3

松 葉
6.9.12.3



表4 空間放射線量率測定結果

モニタリングポストは､平成11年4月に更新しnGy/h表示とな･

過去3年間の値は､平成11年4月より平成13年3月までの値



Ⅴ-23 愛知県における放射能調査

愛知県環境調

増永 信夫

佐藤 正光

1緒言

愛知県は文部科学省(旧科学技術庁)の委託により､昭和35年度より核実

ト調査を実施してきたが､昭和62年度より原子力発電所等立地県の隣接県と

査｣を実施することになった｡ここでは平成13年度の放射能調査結果につぃ

2 調査の概要

(1)調査対象

定時降水､降下物(大型水盤)､大気浮遊じん､上水､土壌､穀類

常食､海水､海底土､海産生物､空間放射線量率等合計128件と､空

年測定1件｡

(2)測定方法

試料の採取及び前処理は､l~放射能測定調査委託実施計画書｣に従っ

学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(1976)｣､核種分析は同編｢ゲルマ

いた機器分析法(1979)｣､固定式連続モニタによる空間放射線量率の測

よる環境γ線測定法(1982)｣に従った｡

(3)測定装置

GM自動測定装置

ゲルマニウム半導体核種分析装置

シンチレーションサーベイメータ

モニタリングポスト

●

●

●

●

●

●

●

● ALOKA製TDC-501､SC-702､GI

C郎侶E餌製GC3518-7915-3

瓜0私製TCS-166

瓜OEA製MAR-21

(4)調査結果

1)全β放射能

測定結果を表1に示した｡定時降水中の全β放射能測定は80回行

の範囲にあった｡

2)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析

測定結果を表2に示した｡137csの検出は､降下物の1/12検体､j

の両者とも1/1検体､日常食の都市部(名古屋市)と農村部(新城司

海底土で1/1検体､海産生物のきすで1/1検体であったが､いずれモ

また､その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった

3)空間放射線量率



表1定時降水試料中の全β放射能測定結果

降 水 の 定 時 採 取(

採 取 年 月 降 水 量

(mⅢ1) 放 射 能 濃 度(Bq/L)

測定数 最低値

13年 4月

14年 1月

年 間 値

前年度 ま で の過去3年間の値

｢N.D｣は不検出｡

表3 空間放射線量率測定結果

39

39

40

40

40

40

40



表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

前年度まで

過去3年間の値

試 料 名 採取場所 採取年月

大気浮遊じん 名古屋市北区 13.4～14.3

降 下 物 名古屋市北区 13.4～14.3

犬山市継鹿尾

名古屋市北区

13.6,12

13.6,12

0- 5cm 渥美郡赤羽根町 13.5

5-20cm 渥美郡赤羽根町 13.5

精 米 名古屋市北区

渥美郡田原町

ホウレン草 渥美郡田原町

牛 乳 名古屋市北区 13.8,14.2

名古屋市

日 常 食



Ⅴ-24 重 県 に お け る 放 射 能

三重県 科学技術振興センター

長谷川

1.緒 言

三重県では､昭和63年より文部科学省の委託による

を行っている｡今回は､平成13年度に実施した調査に

報告する｡

2.詞査の概要
t

l) 調査対象

定時降水の全β放射能｡大気浮遊塵､降下物､匝

壌､精米､野菜類(大根､ほうれん草)､茶､牛乳

海産生物(鯛､あさ り､わかめ)の核種分析｡サー

びモニタリ ングポストによる空間放射線量率の測定

2) 測定方法

試料採取､前処理､全β放射能､γ線核種分析お

量率の測定は､文部科学省編｢環境試料採取法｣､

能測定法｣､｢ゲルマニウム半導体検出器によるγ

トリー｣､｢連続モニターによる環境γ線測定法｣

度放射能測定調査委託実施計画書に従った｡

3) 測定装置

GM計数装置:アロカGM自動測定装置TDC-511,SC-756

Ge半導体検出器:SEIKO EG&G製 GEM-15190-S,92X

NaIシンチレーショ ンサーベイメータ:アロカTCS-1

モニタリ ングポスト:アロカMAR-21

4) 調査結果

皐ヒ 三躍lつk･く ワ■ 療 ミ



(表-Ⅰ)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調

降水の定時採取(定時降水
採 取

年 月
放射能濃度(Bq/L)

最低値

平成13年4月

236.5

313.5

137.0

408.5

303.5

206.0

54.0

39.0

平成14年1月 118.0

37.5

108.0

年 間 値 2021.0

前年度までの過去3年間の値

(表-Ⅱ)空間放射線量率測定結果

測 定 年 月
モニタリングポスト(nGy/h)

最低値 最高値 平均値

平成13年 4月 44.0 55.0 46.0

45.0 60.0 4 7.0

4 5.0 63.0 4 7.7

45.7 59.8 4 7.4

80.4 48.2

59.8 48.1



(表-Ⅲ)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所

検

体

数

137cs
前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値

大気浮遊じん 四日市市

降 下 物 四日市市

蛇口水 四日市市

三重郡

菰野町

三重郡

菰野町

精 米 松阪市

大 根
多気郡

明和町
0.056

多気郡

大台町

亀山市

0.169 N.D

牛 乳
度会郡

大内山村
N.D I N.D I N.D



Ⅴ-25 滋賀県における放射能調査

滋賀県立衛生環

桐山徳也 徳田】

松井由廣

1 緒言

前年度に引き続き､滋賀県が平成13年度に実施した文

よる環境放射能水準調査の結果を報告する｡

2｡調査の概要

(1)調査対象

① 全ベータ放射能

② 核種分析調査

定時降水

大気浮遊じん､降下物､陸水､土壌､

野菜類(大根､ホウレン草)､牛乳､

農村部)

③ 空間放射線量率

(2)測定方法

測定方法等は､平成13年度環境放射能水準調査委託ヨ

従った｡

(3)測定装置

① 全ベータ放射能

GM計数装置l(ALOKAJDC-163)

② 核種分析調査

ケ.ルマニウム半導体核種分析装置(ORTEC GEM-15180P､S

③ 空間放射線量

サーベイメータ(ALOKA TCS-166)

モニタリングポスト(ALOKA MAR-15)

(4)調査結果

① 全ベータ放射能

定時降水における測定結果を表-1に示す｡すべて¢

未満であった｡

②核種分析調査

ケtルマニウム半導体核種分析装置を用いた環境試料中'~′C.



表-1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果

採取年月日
降水量

(mm)

降水の定時採取(定時降水)

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

㌃十霊
N.D

年間値 N.D ∃ N.

前年度までの過去3年間の値 N.D
∃

N.

表一2 ゲルマニウム半導体核種分析装置による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所

丑低価 最高使

前年度まで

過去3年間の価

最低価 書高価

大気浮遊じん

降下物

大津市 四半期毎

大津市

大津市

野洲町

0一-5cm

5一-20cm

H13.6.11

H13.12.21



表-3 空間放射線量率測定結果

採取年月日
モニタリングポスト(cps)

最低値 最高値 平均値 (nGy/h)

12.9 毒 17.0

99.4

12.5 i17.1
･一-----岬岬十Ⅵ~~-~▲≠~"~

一一一一里旦十--一里

弓

12.9 17.4

+
∃
i
｢
!
十

13.1 竜 19.4

====-==巴一二一=｢二
13.1:18.4

13.0

慧-1-･95■2
==｢∵=T6二==二∴==★=ニ蒜;器十-一一1嘉
=====｢‥ロー==ニ｣=一一+嗣詞1_享阜_⊥_

_!0213.8 E 95.8

年間値 91.0～110

前年度までの

過去3年間の値
90.0一-102



Ⅴ-26 京都府における放射能調査

1 緒 言

京都府では､前年度に引き続き､文部科学省委託による環境放射能水準調

による高浜原子力発電所周辺の環境放射能調査を行ったので､その概要を報･

2 調査の概要

(1)調査対象

① 環境放射能水準調査

浮遊じん､降下物(定時及び月間)､陸水(上水及び淡水)､土壌､最善

大根､ほうれん草､牛乳､ふな､さば)､日常食及び空間線上串

② 高浜原子力発電所周辺の環境放射能調査

浮遊じん､月間降下物､陸水(上水及び淡水)､土壌､農畜産物(玄米､

菜､みかん､生椎茸､小豆､馬鈴手､梅､きゆうり､やまぶき､牛乳)､指1

海産生物(さざえ､あじ､かたくちいわし､いか､うまずらはぎ､わかめ､

海水及び空間線1率

(2)測定方法

試料の調製及び測定方法は､科学技術庁編『全ベータ放射能測定法』､『ゲノl

器を用いた機器分析法』及び『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都府刃

Ⅲ)』によった｡

(3)測定装置

測定機器は､別表のとおりである｡

(4)調査結果

表Ⅰ～Ⅴに調査縮果を示す｡

① 環境放射能水準調査

定時採水を除く環境試料について､ゲルマニウム半導体検出器による薇

ころ､降下物､土壌及び､さばから137c$が検出された｡



Ⅰ定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果

Ⅱ 放射化学分析結果

H13.5.10 3.8 ± 0.34 N.D一-3

H13.5.25 390 ± 24 260･}

よもぎ
H13.10.22 700 ± 31

H13.5.25 520 ± 33

H13.10.22 410 ± 24

420～

H13.10.22 45 ± 13 N.D～

H13.11.8 55 ± 7.9 N.D′･′

H13.4.27

H13.4.27 N.D

H13.4.27



Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

採取場所 採取年月 Gさ-137 まで過去3

H13.4■-H14.3

H13.4一日lヰ.3

H13.4■一日14.3 0.082 士 0.014 0.32 ± 0.

H13.4･一日14.3 0.12 士 0.015 0.13 ± 0.

3¢ 士 030

93 ± 77

¢ 士 0

93 土 丁.7

8 士 0

55 ± 5.ヰ

2 士 0

2.1 士 0.28 120 ± 1.3 1.丁 士 0.2丁 100 士 1

25 士 0.52 25 士 0.52 1.9 士 0.28 23 ± 0.

48 士 0.3

850 ± 引

8 士 0

850 土 引

9丁 士 0

0.24 土 0.024

0.034 士0.0092

0.15 ± 0.014

0.023 士0.0073

0.015 ±0.

1.8 ± 0.020 1.8 士 0.02 1.1 ± 0.03 2.9 ± 0.

0.25 士 0.022 0.25 ± 0.

0.29 士 0.014 0.50 ± 0.

0.1ヰ 士 0.018 0.2ヰ 士 0.022 0.15 士 0.01¢ 0.28 士 0.

0.045 士0.0079 0.058:士0.

0.080 土 0.085 0.0¢0 士0.0085 0.053 ±0.

0.015 士0.

0.10 士0.

0.027:土0.0088 0.027 ±0.0088 0.031士0.0090 0.047 ±0.

N.D

N.D 0.28 ± 0.053 0.4¢ 士 0.

N.D N.D

N.D N.D

N.D N.D

N.D



Ⅴ 空間放射線量率測定結果

別表 測定機器

空間線量率
モニタI)ンデステーション:DBM方式NaI(Tl)シンチレーション検出

サーヘ●ィメータ:NaI(Tけシンチレーションサーヘ●ィメータ

空間積算線量 熟蛍光線量計 TLD素子(CaSO4:Tm)

力●ンマ線放出核種 ケ●ルマニウム半導体検出器

全へ●-タ放射能
GM計数装置

全アルファ放射能
モニタリンダステーション

プラスチックシンチレーション検出器

ZnS(Ag)シンチレーション検出器

ストロンチウム 低ハ●ツクダラウンド放射能測定装置



Ⅴ-27 大阪府における放射能調査

1.緒言
大阪府では､昭和35年度より文部科学省(旧科学技術庁)の委託i

実施している｡今回は､平成13年度に実施した調査結果について

3.調査の概要
(1)調査対象

･全ベータ放射能:降水(定時)

･核種分析:大気浮遊じん､降下物､上水(原水･蛇口水)､土
野菜(タマネギ･ダイコン･ホウレンソウ･キャベツ)､牛乳(原乳

日常食､海水､海底土､海産生物(サバ)

･空間線量率:モニタリングポスト(1地点)､シンチレーション1

(2)測定方法

平成13年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った｡

(3)測定装置

･全ベータ放射能:低バックグラウンド放射能自動測定装置(フ

･核種分析:ゲルマニウム半導体検出器(東芝製IGC-2017E

･空間線量率:モニタリングポスト(アロカ製MAR-21型)
シンチレーションサーベイメータ(アロカ製TC5

(4)調査結果

･全ベータ放射能:定時降水試料中の全β放射能調査結果壱
72件中13例検出したが異常値は認めらオ

･核種分析:環境及び食品試料中のゲルマニウム半導体検仕
測定調査結果を表Ⅱに示す｡上水(原水および蛇[

昨年度と同様､微量の131Ⅰが検出された(ND～1.6
孝一の仙の読料･に畳蕾借古土認められなかった〈



表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調

降水の定時採取(定

mm

採取年月 放射能濃度(Bq/1)

測定数 最低値 最高値

平成13年 4月

平成13年 5月

平成13年 6月

平成13年 7月

平成13年 8月

平成13年 9月

平成13年10月

平成13年11月

平成13年12月

平成14年 1月

平成14年 2月

平成14年･3 0.8



表Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測

試料名 採取場所 採取年月 平成13年度

最低値 最高値

前年度まで過

去3年間の値

最低値 最高値

大気浮遊じん 大阪市 H13.4 ～ H14.3

降下物 大阪市 H13.4 ～ H14.3

上水･原水

蛇口水

守口市
■●●●●●■●■●●● ■●●●

大阪市

H13.4 ～ H14.2

H13.4 ～ H14.2

0～5cm 大阪市
H13.7

5～20cm 大阪市
H13.7

H13.11

ダイコン

ホウレン草

H13.11

H13.11

タマネギ

キャベツ

熊取町

熊取町

H13.7

H14.2

市販乳

堺･羽曳野市

● ==■●■●●■■ ●●● ■●●

大阪市

H13.5 ～ H14.1

H13.8 ～ H14.1

日常食

泉大津市他
l●■●●■■=●●●■■■●●●●●●

大阪市

H13.6 ～ H13.12

H13.6 ～ H13.12

H13.7



表 Ⅲ 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(nGy/hr)
測定年月

サーベイメ

最低値 最高値 平均値 当所中庭 大阪

平成13年 4月 121 93.

同 5月 124 93.

同 6月 124 87.

同 7月

同 8月

123 10

124 94.

同 9月 121 95.

同 10月 121 89.

同 11月 123 92.

同 12月 120 84.

平成14年1月 122 93.

同 2月 124 92.

同 3月 57 121 90.



Ⅴ-28 兵庫県における放射能調査

兵庫県立健康王

様村公邸.山司

(*旧称 兵庫県j

1.緒言

前年にひき続き,平成13年度に兵庫県が実施した文部科弓

放射能水準調査結果について報告する.

2.調査の概要

(1)調査対象

定時採取した降水,大型水盤による降下物,大気浮遊塵,｣

日常食,牛乳(生産地),野菜(生産地),米(生産地､消露地

ご),空間線王率

(2)調査方法

試料の前処理,全ベータ放射能測定及び核種分析は,科学圭

に準拠した‥

(3)測定機器

アロカ LBC472

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置

アロカ MAR-21

アロカ ーTCS-166

3.調査結果

(1)定時採取による降水の全ベータ放射能測定結果を表1に

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった‥

(2)ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置を用いた137csの男

す.137c$は土壌,海産生物に検出されたが過去3年間と比

なかった.その他131Ⅰなどの人工放射性核種は全て認めらオ

(3)空間線量率及びモニタリングポストの測定結果を表3に元

過去3年間とほぼ変わらなかった.モニタリンダポストは平成13



表1定時採取による降水の全ベータ放射能(神戸市)

降水の定時採取(定時降水)

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

2001.04

2001.05

2001.06

2001.07

2001.08

2001.09

2001.10

2001.11

2001.12

2002.01

2002.02

2002.03

9

2

3

●

●

●

5

1

5

5

2

了

5

8

8

6

3

6

6

3

5

6

2

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

●

●

●

●

●

●

_

●

●

_

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

1.55

1.04.

N.D.

0.99

N.D.

1.88

N.D.

0.72

3.33

0.96

N.D. N.D.

N.D. 2.0

年間値

前年度までの過去3年の値

N.D. 3.33

224(合計) N.D. 3.50

注:降水iは1mm以下の全ベータ測定を行わなかった降水も含む

表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査

試料名 採取場所採取年月

検
休
数

137c$ 過去3年の値

最低値最高値最低値最高値

大気浮遊塵神戸市2001.04-2002.03

豊岡市2001.04-2002.03

降下物 神戸市2001.04-2002.03

蛇口水 神戸市2001.06,2001.12

土壌0-5cm加西市2001.07

土壌5-20cm加西市2001.07

生産地米 加西市 2001.12

消費地米 神戸市 2001.11

M
M
M
M
5
3
9
･
2
M
M

■

_

●

■

●

M
M
M
M
4
2
4
･
9
M
M

D
D
｡
♪
2
9
2
･
4
M
M

●

t

■

■

■

L■■

■

■

●

●

■

●

●

N

N

N

N

M
M
M
M
5
3
9
-
2
M
M

■

●

■

●

●



表3. 空間放射線i率測定結果(神戸市)

測定年月 モニタリングポスト(nGy/hr)

最低値 最高値 平均値

2001.04

2001.05

2001.06

2001.07

2001.08

2001.09

2001.10

2001.11

2001.12

2002.01

2002.02

2002.03

2

8

1

4

8

AV

AV

O

qV

4

5

5

4

4

5

4

4

4

5

5

4

5

5

5

36 37

36 38

36 38

37 38

37 39

8

8

7

7

7

7

8

3

3

3

3

3

3

3

9

0

0

9

9

9

9

3

4

4

3

3

3

3

6

7

7

1

0

0

1

1

1

116.

116

114.

111.

9

1

1

8

7

1

1

1

0

0

1

1

1

1

1

年間値 56 36 39 911+701

前年度までの

過去3年の値

測定器変更のためデータなし 711+041



Ⅴ-29 奈良県iこおlナる放射甘巨調査

奈良県保健環境研

岡田作 玉瀬音久雄

1.緒 言

前年度に引続き､奈良県において平成13年度に実施した文部科学弓

放射能水準調査の結果を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

定時降水の全β放射能｡空間放射線皇率｡大気浮遊じん､降下物､

乳､精米､野菜類､日常食および茶の核種分析｡

(2)測定方法

試料の前処理､全β放射能測定､核種分析及び線量率湘定は､文

能測定調査委託実施計画書｣｢全β放射能測定法｣｢Ge半導体検

分折方法｣等に従って実施した｡

(3)測定装置

全β放射能 全βGM自動測定装置(アロカJDC163型)

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置(東芝IGC16180SD型)

空間線量率 ⅣaI(Tl)シンチレーションサーベイメータ(アロカT

モニタリングポスト(アロカ M-15型川場-21型)

(4)調査結果

定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した｡異常値は謎め



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果

147.1 ND ND

288.9 ND ND

80.5 ND ND

193.8 ND ND

161.7 ND ND

231.2 ND ND

95.4 ND ND

56.5 ND ND

90.3 ND ND

59.2 ND 3.1

103.0 ND ND



表2 γ線核種分析調査

セシウム137

最低値 最高値

試料名 採取場所 採取年月

大気浮遊じん 奈良市 13.4一-14.3

降下物 奈良市 13.4･-14.3

陸水(蛇口水) 奈良市 13.6.13.12■

表層

(0～5cm)

下層

(5～20cm)

捷原市 13.11

13.12

ほうれん草 榛原町 13.12 ND

茶 13.5 ND



表3 空間放射線主事調査結果

17.7 21.8 18.5

17.8 20.5 18.5

17.8 20.8 18.6

17.8 20.1 18.5

17.8 22.1 18.7

17.9 22.7 18.8

17.9 22.9 18.8

18.0 23.8 18.8

18.8

50



Ⅴ-30 和歌山県iこおiナる放射能訴査

和歌山県衛生公

勝山 健

得津 勝

1.緒 言

前年度に引き続き､平成13年度文部科学省委託による放射能測定鮭

2.訴 査 の 概 要

l)調査対象

降水(全β測定)､大気浮遊塵､降下物､蛇口水､日常食､土壌

菜､大根､鯵､米､茶)の核種分析､及び空間線量率渦定を行っ

2)珊定方法

試料の調整及び測定方法は､｢平成13年度環境放射能水準調査

和51年改訂｢全β放射能測定法｣､平成4年改訂版｢G e半導体

巌スペクトロメトリー｣に基づいて行った｡

3)測定装置

･核種分析 :G e半導休検出器(SEIKOEG&G製 GE

･全β放射能:低バックグランド全β放射能測走装置(アロカ社

型)

･空間線量率:シンチレーションサーベイメータ(アロカ社製

モニタリングポスト(アロカ社製 MAR-21

4)調査結果



放射能の測定調査

表1 定時降水試料中の全β放射能測定結果

降水の定時採取(定時

採 取 年 月 放射能濃度(B q/

測定数 最低値

平成13年4月 3 6.5

12 3.5

181.5

94.0

9 3.0

2 7 7.5

30 5.0

54.0

4 3.0

平成14年1月 7 0.0

4 8.0



表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果

試料名 採取場所 採取年月

セシウム137

(137C s)

前年度までの過

去3年間の倍
達

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊塵 和歌山市 3ケ月毎

降 下 物 毎 月

陸水(蛇口水) 新宮市 '0112

02 02

新宮市 '0108

深さ0～5m

新宮市 '01 08

深さ5～20cm

精 米 新宮市 '0109

大 根

白 菜

新宮市

新宮市

'02 01

'02 01

牛乳(帯板乳) 新宮市 '01 09

02 01



表3 空間放射線量率測定結果

測定年月 モニタリングポスト(nGy/h)

最低値 最高値 平均値

平成13年 4月 32.0 40.0 33.5

32.0 45.0 33.7

32.0 46.0 33.6

32.0 39.0 33.2

32.0 43.0 33.5

31.0 41.0 32.9

31.0 45.0 33.0

31.0 43.0 33.5

31.0 44.0 33.3

平成14年1月 31.0 47.0 32.3

31.0 50.0 33.4

31.0 48.0 33.1

年 間 値 (31.0～50.0)



Ⅴ-3l 鳥取県における放射能調査

鳥取県衛生環境研究所

西尾

佐々

1 緒言

鳥取県において平成13年度に実施した､文部科学省香

能水準調査結果について報告する｡

2 調査の概要

(1)調査対象

定時降水､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)

菜(大根･ホウレン草)､牛乳､日常食､海水魚(さば)及び空

(2)測定方法

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(昭和51年

ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー

び｢平成13年度放射能測定調査委託実施計画書｣に

(3)測定装置

全ベータ放射能測定･･GM計数装置(ALOKA TDC-5二

核種分析･｡… ‥G e半導体検出器(ORTEC Gl

空間線量率測定…･サーベイメータ(ALOKA TCS-

モニタリングポスト(ALOKA

(4)調査結果

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり

(115検体中)と例年並であり､冬季に多く検出される1

であった｡

イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり､空

であり､過去3年間と同様であった｡

ウ G e半導体検出器による核種分析結果は表3に示す
及びさばから137c sが検出されたが､前年度と同横
た｡

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで､例年と



表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取 (定時降水)

採 取

年 月

降 水 量

(mm)

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

月間降下量

(MBq/km2)

平成13年4月 47.6

125.9

210.2

73.2

176.4

283.3

169.3

231.8 207.4

312.1 275.0

平成14年1月 216.8 282.7

129.5 145.5

160.0 69.3

年 間 値 2136.1 ND～282.7

前年度までの過去3年間の値 ND～271.9



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137c s 前年度まで

過去3年間のイ

試 料 名 採取場所 採取年月 検体数

最低値 最高値 最低値

大気浮遊じん 鳥取市 H13.4～14.3

降 下 物 鳥取市 H13.4～14.3

上水蛇口水 鳥取市 H13.6

H13.12

0-5cm 岩美郡国府町 H13.7

5爛20cm 岩美郡国府町 H13.7

精 米 鳥取市

岩美郡国府町

ホウレン草 気高郡気高町 H13.11

牛 乳 東伯郡東伯町 H13.8/14.1

鳥取市

日 常 食

岩美郡福部村

H13.6/13.11

H13.6/13.11 ND



表4 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(nGy/h)

測 定 年 月 日

最低値 最高値 平均値

平成13 年 4 月

10 月

11月

12 月

平成14 年 1月

39



Ⅴ-32 島根県をこおをナる環境放射青巨調

島根県保健環境科学研究所

原田和幸､田中文夫､吉l

深田和美､関龍太郎

1.緒 音

平成13年度に島根県が実施した文部科学省委託の環境放射能水準盲

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する｡

2.調査の方法

(1)調査対象

ア.文部科学省委託環境放射能水準調査

定時降水､降下物､上水､土壌､精米､野菜､牛乳､日常食､i

量率

イ.原子力発電所周辺環境放射能調査

空間放射線積算線量､空間放射線量率､浮遊塵､降下物､陸水

池水)､海水､植物(松葉)､農畜産物(精米､大根､ほうれノ

菜､茶､牛乳)､海産生物(かさご､なまこ､さざえ､むらさミ

のり､わかめ､ほんだわら類)､土壌､海底土
(2)測定方法

測定は､｢平成13年度放射能測定調査委託実施計画書｣､｢平成]

電所周辺環境放射能等測定計画｣及び文部科学省編各種放射能測定

行った｡

(3)測定装置

測 定 区 分 使 用 機

全 β 放 射 能 低バックグラウンド2花ガスフロ

核
種
分
析

低バックグラウンド液体シンチレ

そ の 他 Ge検出器付き4000チャンネル波

空
間
線
量

線
量
率

モニタリング
ポスト

原発監視:DBM回路付き3"¢球形
委託調査:DBM回路付き 2"¢×2

サーベイメータ 1"¢×1"NaI:Tl

積 算 線 量 熱ルミネセンス線量計

(4)調査結果

ア.全β放射能

定時降水の全β放射能の測定結果は､前年度と同程度であっ



Ⅰ.定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水)

採 取 年 月 放射能濃度(馳/1)

測定数 最低値 最高値

月間降1

帆/血ヂ

平成13年 4月

11月*

12月*

平成14年 1月*

年 間 借 - ～ 3

前年度までの過去3年間の値 ー

～10

ー:検出下限値未満を表す｡ *:平成13年11月1日から平成14年3月11日までは､

Ⅱ.放射化学分析結果

試 料 名 採取場所 採取年月
最低値 最高値

降 下 物

土 壌 0～5cn 鹿島町1

植 物(松 葉) 鹿島町1

野 菜 類 鹿島町1

鹿島町1

牛 乳(原 乳)

海 水 原発沖1

な ま こ

さざえ(筋肉)

さ ざえ(内蔵)

むらさきいがい

わ か め

あ ら め

ほんだわら類

原発沿岸2

*:数字は地点数を表すム ー:検出下限値未満を表すム 過去の値:前年度ま



Ⅳ.ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定諏査結果

試 料 名 採取場所 採取年月

前年度まで

過去3年間の

大 気 浮 遊 塵
松江市1

鹿島町2

降 下 物 松江市1

上 水 原 水

蛇 口 水
-

■■■
-

■■ ■■ ■ ■H■ - - - ■■■ - 一

池 水

松江市2

松江市1

浜田市1

鹿島町1

0 ～ 5c皿
鹿島町3､

大田市三瓶町1

5 ～10cm

5 ～20cm
鹿島町2

大田市三瓶町1

精 米
松江市1

鹿島町1

大 根(根)

ほ う れん 草

キ ャ ベ ツ

小 松 菜

鹿島町2

大田市三瓶町1
- ■■■ ■- ● ● ■■ ■■ ■ ■■ - 1■■ ●■

鹿島町2
■ ■■ ● ● ■■ ■■ ■■ ■ ● ■■■ ■■l11■

鹿島町2､

大田市三瓶町1

大田市三瓶町1

℃1.5～ 7

鹿島町1

松 葉

(2年菓)
鹿島町2､松江市1 ℃1.4～10

原 乳

市 販 乳

松江市朝酌町1

鹿島町1

松江市1

℃1.4～℃2.2

℃1.8～,02.3

日 常 食
松江市1

鹿島･島根町1
℃1.6～12

海 水
原発沖3

原発放水口2
℃1.4～10

海 底 土 原発沖4

か さ ご

な ま こ

原発沿岸1

浜田市1

原発沿岸1



Ⅴ.牛乳中の131Ⅰ分析結果

採 取 場 所
松江市

朝酌町

松江市

朝酌町

採 取 年 月 日 ,01.5.30 IOl.7.31 ,01.8.21 ℃1.10.18 IOl.11.14 幻2.2.19 ℃1.4.11

放射能濃度(Bq/L)

-:検出下限値未満を表すム

Ⅵ.空間放裾線皇率測定結果

a.水準調査

注)モニタリングポストは平成11年度より測定器変更

b.原発監視モニタリングポスト 単位‥鵬yル

地 点 最 低 値 最 高 値

酉浜佐陀

御 津

盲 浦

深 田 北

片 句

北 洋 武 81

佐陀本郷 86



Ⅴ-33 岡山県における放射能調査

岡山県環境保健センタ

杉山広和 何本孝人

日野誠二 小倉肇

1緒 呂

前年度に引き続き､岡山県が平成13年度に実施した､文部科学者の委託による環境放

報告するものである｡

2 調査の概要

(1)調査対象

① 全β放射能調査:降水(定時降水)

② γ線核種分析調査:大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､土壌(
野菜(大根･ホウレン草)､牛乳(原乳･市販字じ､日常食及

③ 空間放射線量率調査:モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメ

④ ウラン分析調査:河ノIl水(吉相Il水系)

(2)測定方法

試順前処理及び測定方観乱文部科学省編わ｢放射能測定調査委棚

放射能測定シリーズの各測定方法i藩丸､て実施した｡

(3)測定装置

① 全 β 放 射 能:甜自動測定装置(アロカ製T∝-511･伽-5004型)

②
γ線核種分析:ゲ/レアニウム半導体検出器(キャンベラ製∝-1520型)

③ 空間放射線量率:モニタリングポスト(アロカ製仙賦-15型)､

シンチレーションサーベイメータ(アロカ製昭一1髄丹

④ ウ ラ ン 分 析‥分光吸光光度計(ヒューレット･パッカード製8452A型)

相調査結果

① 定時晦水試料中の全β放射能調査結果を表1に示れ定時降水(74件)及びロー

は､全てにおいて検出下限値未満であった｡また､過去3年間の測定値も検出

② 牛乳び評じ中の131Ⅰの分析結果を表2に示れ全試料(6回/年)とも検出下噺

3年間の測定値も検出下限値未満である｡

③ ゲルマニウム半導体検出誰による核種分析調査結果を表3に示れ平成13年買

いて詑査を行った

大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､土壌､精米､野菜(村鼠ホウレン草､

試料からは､137cs等の人工放射性核種はいザれも検出されなかった｡

海産生物(ボラ)の試料からは､137csが微量検出されたが､これら瑚直は､過



表1.大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調

降水の定時採取(定時降水)

採取年月 降水量

(mm)

放射能濃度(Bq/t)

測定数 最低値 最高値

月間降下量

(MBQ/km2)

13年4月

年間値

前年度までの過去3年間の値 ND～ND

(注)計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては｢ND｣とした｡

表2.牛乳中の1311分析結果

採取場所 旭 町 旭 町

採取年月日 H13.5.16 H13.7.24 H13.9.20 H13.11.16 H14.1.16 H14.3.19

放射能濃(Bq/I)

(注)計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては｢ND｣とした｡

表3.ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月

前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊塵 岡山市 H13.4一-H14.3

降下物 岡山市 H13.4～H14.3



表4.空間放射線量測定具

測 定 年 月

モニタリングポスト
(cps)

最低値 最高値 平均値

サーベ

(エネルキ●一補償

平成13年4月

平成14年1月

年間値

前年度までの過去3年間の値

(注)サーベイメーターの値は宇宙線を含む(直読値+30nGy/h)

表5.ウラン測定結果

書式料名 採取場所 採取年月日 ウラン濃度

(〟g/t)

前年度までの

過去3年間の値

最低値 最高値

河川水 吉井川水系

H13.5.9

H13.5.10

く2 く2 く2

H13.12.11

H13.12.12

く2 く2 く2

(注)測定数:24検体(12地点×2回)



Ⅴ-34 広 島 県 に お け る 放 射 能

広島県保億

中川 裕串

1.緒 言

平成13年度に広島県が実施した文部科学省委託による環境放射能

について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

降水(定時降水),降下物,大気浮遊塵,陸水(蛇口水,淡水)

乳(原乳,市販乳),野菜(ダイコン,ホウレン草),精米,水産く

カキ,ワカメ),及び空間放射線量率(サーベイメータ,モニタリ

2) 測定方法

試料の採取,調製および測定は,文部科学省編｢放射能測定調査

13年度)｣,｢全ベータ放射能測定法(昭和51年2訂)｣及び｢ゲル

を用いた機器分析法(平成4年3訂)｣に従って行った｡

3)測定機器

GM計数装置:アロカ社製 TDC-511型

Ge半導体検出器:セイコーEG&Gオルテック社製 GEM15180P型

シンチレーションサーベイメータ:アロカ社製 TCS-166型

モニタリングポスト:アロカ社製 MR-21型

4)調査結果

定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果を表lに,空間放射線
▼■ 土=1

■T ___.==一三
-- 口I▼■



表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水)

採取年月 放射能濃度(Bq/1)

測定数 最低値 最高値

平成13年4月

180.5

332.5

151.6

平成14年1月

145.8

年間値 1508.7

前年度までの過去3年間の値

表2 空間放射線量率測定結果

サーベ

(nG

42 1

41

41 1

41 1

41 1

41 1

41 1

41 1

41 1



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果

試料名 採取場所 採取年月

検
体
数

137cs 前年度まで♂

過去3年間のイ

最低値 最高値 最低値

大気浮遊塵 広島市 13.4～14.3

降下物 広島市 13.4～14.3

蛇口水 広島市
====コ=========コ=======

庄原市

13.6,13.12

13.10

0-5cm 広島市 13.7

5-20cm 広島市 13.7

広島市 13.10

ダイコン

ホウレンソウ

広島市
●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

広島市

13.12

13.12

消費地

生産地

広島市
It●■●t■●●==■●■●t==●▲●■●

千代田町

13.8,14.2

13.5～14.2

淡水産生物 広島市 13.10 0.093 0.038

広島市

三次市

13.6,13.12

13.6,13.12

カレイ

ワカメ

大竹市 14.2

14.2

14.2



Ⅴ-35 山 口 県 に お け る 放 射 能 調

山口県環境イ
佐野

松田

1諸 員

平成13年度に実施した文部科学省委託｢環境放射能水準調査｣のう

その概要を報告する｡

2 調査の概要

(1) 調査対象

① 全β放射能測定試料

定時降水

② 137cs,131Ⅰ及び40K等の核種分析

大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､土壌､精米､野菜(大

牛乳(市販乳)､日常食､海水､海底土及び海産生物(メバル)

③ 空間γ線々量率調査

シンチレーションサーベイメータ及びモニタリングポスト

(2) 測定方法

① 全β放射能測定

文部科学省編｢全β放射能測定法｣(昭和51年)及び放射能‥

画書(平成13年度)に準じて行った｡

② i37cs,131Ⅰ及び40K等の核種分析

文部科学省編｢ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スノ

年)及び放射能測定調査委託実施計画書(平成13年度)に準じ

③ 空間放射線量率調査

放射能測定調査委託実施計画書(平成13年度)に準じて行く

(3) 測定装置

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置:アロカ LBC-J

② Ge半導体検出器 :ORTEC GEM-

③ モニタリングポスト :アロカ MAR



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果

降 水 の 定 時 採 取

採取年月日 放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

平成13年 4月

平成14年1月

年 間 値 1,874.0

前年度までの過去3年間の値

表2空間放射線量率測定結果

82

81

80

81

84



表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

前年度まで

試料名 採取場所 採取年月 検体数 3年間の値

最高値

大気浮遊じん

降下物

山口市
H13.4～

H14.3

山口市
H13.4～

H14.3

H13.6,

H13.12

0～5cm …萩市 H13.8

油谷町

ホウレン草

14.1H

油谷町 H14.1 婁 1

山口市
H13.8,

H14.2

山口市

日常食

H13.6,

H13.12
0.028 0.031 0.017

H13.6

H13.12
0.028 0.038 0.030

海水 恒項
00つJIH

海底土 僻揉口須 8
つJIH



Ⅴ-36 徳島県における放射能諷

徳島県

近藤博

1.緒言

徳島県において平成13年度に実施した文部科学省委託による環

について報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

定時降水の全ベータ放射能測定､大気浮遊じん･降下物･陸水

野菜･牛乳･日常食の核種分析を行うとともに､サーベイメータ､⊥

り空間放射線量率を測定した｡

2)測定方法

試料の採取や前処理及び測定は､｢平成13年度放射能測定調査

庁編｢環境試料採取法(昭和58年)｣､同省編｢ゲ析ニケム半導体稲

ロメトリー(平成2年改訂)｣､同省編｢全へ○っ放射能測定法(昭和541
た｡

3)測定装置

① 全β放射能の計測:プラスチックシンチレーション検出器(アロカ製∬C-320

② γ線核種分析:Ge半導体核種分析装置(セイコーイーゾウンドゾ一重
② 空間放射線量率:ONaI(Tl)シンチレうヨンサーへ～ィメヤ

アPカ製 TCS-171

0モニタルタやホ○スト

アロカ製も仏R-21

4)調査結果

① 全β放射能

表1に測定結果を示す十全試料において検出限界以下であっ

② γ線核種分析
表2に測定結果を示す｡降下物及び土壌試料で137csが検出さj

認められない｡



表-1定時降水試料中の全β放射能調査結果

表-3 空間放射線量率測定結果

39.0

39.0

8

8

38.0 74

/ 60



表-2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 平成13年度

最低値 最高値 最低値

大気浮蓬じん 徳島市
H13.4

～H14.3

降下物 石井町
H13.4

～H14.3

陸水(蛇口水) 徳島市 H13.6,12

0～5cm 上板町

5～20cm 上板町

石井町

石井町

ほうれん 石井町

上板町

徳島市 H13.6,12

日常食
上板町他 H13.6,12



Ⅴ-37 香川県における放射能調査

香川県環境

岩下

日野

1.緒 言

文部科学省委託による平成13年度環境放射能測定調査結果の概要につい

2.調査の概要

(1)調査対象

定時降水の全ベータ放射能･大気浮遊じん･降下物･陸水(蛇口水)･土萄

ホウレン草)･牛乳･日常食･海産生物(カレイ)の核種分析及び空間放射轟

行ったものである｡

(2)測定方法

試料の前処理及び測定は､｢放射能測定調査委託実施計画書｣｢全ベータ放

年改訂版)｣｢ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ(

より行った｡

(3)測定装置

1)全ベータ放射能

2)核種分析

3)空間放射線量率

(4)調査結果

予 ■● J_⊥一亡L⊥A

アロカJDC163

キャンベラGC1518

アロカTSC-131(シンチレーシ

アロカMAR-21 (モニタリング



表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全

降水の定時採取 (定時降水)

採 取 年 月 放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値 最高値

月間降下t

(MBq/kポ)

平成13年 4月

平成14年 1月

年間値

前年度までの過去3年間の値



表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

137Cs

前年度まで過去

3年間の値

最低値 丑高値 最低値 最高値

試料名 採取場所 採取年月

大気浮遊じん 高松市 4半期毎

降 下 物

上水 源水

蛇口水 高松市

0-5cm 坂出市

5･-20cm 坂出市 13.7.24

高松市 13.11.27

ホウレン草 高松市 13.11.27

牛 乳 高瀬町

13.8.23

14.2.13

淡水産生物



表3 空間放射線t串測定結果

*)モニタリングポストは11年度機器更新しており､前年度1



Ⅴ-38 愛媛県における放射能調査

愛媛県立衛生環

篠原 広充･善

武田 尚彦･友

1 緒言

平成13年度に､愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市にj

発電所周辺環境放射線等調査と､文部科学省委託の環境放射能水召

報告する｡

2 調査の概要

(l)調査対象

大気浮遊じん､降下物､陸水､土壌､農産食品､植物､牛乳､

土､海産生物､空間放射線量率､積算線量

(2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定は､文部科学省の放射能測定法ミ

査委託計画書(平成13年度)｣に準じて行った｡

(3)測定装置

ア 全ベータ放射能 低八一ッげラウンド放射能自動測定装置:アロカL

イ 核種分析 高純度Ge半導体検出器:オルテックGEM-40180

低八一ックク●ラウンド液体シシチトショシカウシタ:アロカLSC-LB5

ウ 空間放射線量率 NaI(Tl)シシチトション検出器:アロカADP-122Rl､

エ 積算線量

(4)調査結果

応用光研MSP-20

加圧型電離箱検出器:アロカRIC-328､GE RSS-

NaI(Tl)シンチトションサイイメータ:アロカTCS-166

TLD:ナショナルUD-200S

ア 環境試料の全ベータ放射能

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に､降下物の全ハ

は表2に示すとおりであり､過去3年間の値と同レベルであぞ

イ 環境試料の核種分析

9()S rの放射化学分析結果は表3に示すとおり､過去3年間

る｡1?1Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり､全試料ともヰ
た､3Hの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と】

半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり､1:



表1全ベータ放射能調査結果

試 料 名 採取場所 採 取 年 月
放射能濃度(含1()K)

大気浮遊じん
伊珊柵越姻

松 山 市

降 下 物
伊珊珊越媚

松 山 市

河 川 水 伊珊珊馴

0～10cm 伊珊珊馳

農 産

食 品

妙ん(可食部)伊方町他

跡ん(表皮) 伊方町他

野 菜 伊,方 町 13/1214/1

松 葉 伊 方 町

杉 葉 伊 方 町

海 水 伊方町平婆沖

海 底 土 伊方町平婆沖

魚類(可食酎伊珊珊掛

魚類何柑附 伊珊珊掛

伊珊珊断 13ノ丑714/2

海 藻 類 伊珊珊掛

(注)未知試料の放射能N±△Nにおいて､N≦3△Nのとき偶D｣と表示した｡海7

表2 大型水盤による降下物試料中の全β放射能調査結果

採 取 年 月
伊方町九町越公園 松 山 市

降水量 月間降下量 降水量 月間降下量
血血 (MBq/km2) 血n) (MBq/km2)

13年4月 58.5 四 46.5 田

前頼までの巌3棚 2～26 3～24



表3 放射化学分析結果

試 料 名 採取場所 採取年月

伊珊珊越姻13/5.11
降 下 物

松 山 市 13/5.11

河 川 水 伊珊珊馴

0～10cm 伊珊珊眺

野 菜 伊 方 町

海 水 伊方町平婆沖13/5.7.9.11

海 底 土 伊方町平婆沖13/5.7.9.11

魚類(胡動 伊珊珊掛

魚類何鰍) 伊珊珊掛

伊珊珊酎

海 藻 類 伊珊珊掛

(注)未知試料の放射能N±△Nにおいて､N<3△Nのとき桝D｣と表示した｡

表4131Ⅰ分析糸課

試 料 名 採取場所 採取年月 131Ⅰ濃度 前噸まで鉱3哺

みかん(可食部)伊 方 町

みかん(表皮) 伊 方 町

野 菜 伊 方 町 13/12,14/1

松 葉 伊 方 町

杉 葉 伊 方 町 13/5.8.11,14/2 M)

ND



表6 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果

試 料 名 採取場所

検
体
数

13Tcs濃度 前頼ま磁3鞘

伊珊珊越姻13/5,7,10,14/l

大気浮遊じん
松 山 市 13/5,7,10,14/1

伊珊珊越姻
降 下 物

松 山 市

河 川 水 伊別冊潮II13几7.10,14/1

蛇 口 水 松 山 市 13/6.12

0～10cm 伊珊珊馳 13/4.7.10,14/3

松 山 市

穀 類 伴毒米) 松 山 市

みかん(可食酎伊方町他

みかん(表皮)伊方町他

伊 方 町 13/12,14/1
野 菜

松 山 市

松 葉 伊 方 町

杉 葉 伊 方 町 13/5.8.11,14/2

牛 乳 松 山 市 13/8,14/2

松 山 市 13/6.1l
日 常 食

伊 方 町 13/6.11

海 水 伊方町平婆沖13/5.7.9.11

海 底 土 伊方町平婆沖13/5.7.9.11



表7 空間放僻破綻糸課

モニタIjンデ ポ ストモニタリンクーステーション

伊方町湊i伊方町九町伊方町伊方越伊方町九町越

測定地点

加圧型竜籠
(nGy几)

加圧型電離箱
(n馳几)

加圧型竜薙箱
(n阿州)

NaI(T史)シガトション
(n恥几)

測定器

区 分

7
0
0
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3
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2
0
£
U
4
0
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4
4

4
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5
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5
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1
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0
1
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1
2
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1

1

1

年 間 値

前車喪まで鉱3欄凍

モニタIjンデ ポ スト

伊方町大成伊方町加周伊方町豊之浦

NaI(T丘)シガレ
(cps)

加圧型電離鮨

(n錮)
加圧型竜議箱

(n阿州)
加圧型宅建箱

(nGy几)
測定器

区 分
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Ⅴ-39 高知県におけ る放射能調

高知県衛生研究所

近澤紘史 植村

1 緒言

平成13年度に､高知県が実施した文部科学省委託による｢環境放射

果について､その概要を報告する｡

2 調査概要

1)調査対象

降水､降下物､陸水(蛇口水)､土壌､精米､野菜(大根､ホウレンj

(原乳､市販乳)､日常食､海産物(カツオ)､空間放射線量率(モニタリンク

メータ)

2)測定方法

試料の採取､調製及び測定は｢放射能測定調査委託実施計画書1

13年度)｣､文部科学省編｢全へ～一夕放射能測定法(1976)｣及びり

出器によるがンマ線スヘ¢クトロメトリー(平成2年改訂)｣に準じて行った｡

3)測定装置

GM計数装置 アロカ(株)TDC･105

シンチレーションサーヘ寸イメータアロカ(株)TCS･166

モニタリンク～ホ○スト アロカ(株)M･21

Ge半導体検出器 (株)東芝IGC1619SD

4)調査結果

(1)表1に定時降水中の全β放射能を示した｡

81試料中1試料で検出された｡

(2)空間放射線量率測定結果を表2に示した｡

前年と同様､異常値は認められなかった｡

(3)Ge半導体検出器による137Csの核種分析測定調査結果を表3にj

137Csは降下物(3検体)､土壌､ホウレン草､日常食およびカツオか
の 里蛍盾之十重醍ガ1Lシlメ～カゝ/｢ケ



表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β

降水の定時採取(定時降水)

採取年月日 放射能濃度(B

測定数 最低値 最高値

月間降下量

(MBq/km2)

平成13年 4月

平成川年1月

年 間 値 2604.4

前年度までの過去3年間の値

(採取地点:高知市丸ノ内)

表2 空間放射線量率測定結果

20.9 33

23.0 32

23.3 31

23.2 33

23.4 34

23.8 31



表3 ケ●ルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

前年度まで

試 料 名 採取場所 採取年月
137cs

最低値 最高値 最低値 最高値

降 下 物 高知市 H13.4′一日14.3

陸 水 上水 蛇口 高知市 H13.6.H13.12

0･､′ 5cm 高知市 H13.7 17
■■■■■-一■-一---■-●■■■■--

900

5一-20cm 高知市 9.5
-■■-■■■■■■----●■■l一■一■-■一●

920

精 米

野 菜 大 根

ホウレン草

窪川町

窪川町

H14.1
■■-一一■■-■■■-■---一

日H14.1

､N.D
●●-t■■■一一■■■■●●-■■い■■■●-

0.072

原 乳

市 販乳

高知市

高知市

H13.5.H13.8

H13.8.日日.2

日 常 食 高知市 H13.6.H13.10

佐賀町 川3.6.川3.10

海産生 カ ツ オ 土佐市沖

表4 牛乳中の131扮析結果

採取場所 高知市円行寺 高知市桜井町



Ⅴ-40 福岡県における放射能調査

福岡県保健環境研究

田上四郎･板垣J

1.緒 言

平成13年度に福岡県が実施した文部科学省委託業務｢環境放射能水準調

て報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象

ア 全ベータ放射能

イ 空間放射線量率

ウ 核種分析

降永(定時降水)101件

ⅣaI(T且)シンチレーション式モニタリングポスト

による常時測定及びⅣaI(T且)シンチレーション式

よる毎月1回の窪地点(福岡市早良区脇山)測完

月間降下物(大型水盤)12件､陸水(源水2イ!

土壌(地表-5cml件､5-20cml件)､糖

生産地1件)､ 野菜(大根1件､ホウレン

(原乳4件､消費乳2件)､日常食(都市部2

海水1件､海底土1件､海産生物(鯛)1件d

2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定は｢平成13年度放射能測定調査委託実施

術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った｡

3)測定装置

ア 全ベータ放射能

イ 空間放射線量率

り 核種分析

4)調査結果

ア 全ベータ放射能

GH計数装置(アロカ製JDC-163)

ⅣaI(T且)シンチレーション式モニタリングポスト

NaI(T且)シンチレーション式サーベイメータ

ゲルマニウム半導体核種分析装置(セイコーEG&G

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示1

定回数は101回で､このうち93回はⅣD(検出され

検出された放射能濃度の最高値は4.O Bq/見であ



表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査糸

降水の定時採取 (定時

採 取

年 月

降 水 量

(m皿)

放射能濃度 (Bq/旦)

測 定 数 最 低 値 最 高

平成13年 4月

113.6

602.1

332.8

111.6

166.6

101.6

137.5

平成14年1月

139.4

年 間 値 1988.3

前年度までの過去3年間の値

ND:検出しない(計数値がその計数誤差の 3倍を下回る

表 2 空間放射線量率測定結果

14.3

14.3

14.1

13.8



表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結

試 料 名 月年取採

)成平(

検

体

数

137c s 前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

降 下 物 太宰府市 13.4-14.3

上水 源水

上水 蛇口水 福 岡 市

13.6,13.12

13.6,13.12

上層 0-5cl 福 岡 市 13.7

下層 5-20cl 福 岡 市 13.7

消 費米

生 産米

春 日 市

筑紫野市 0.090 0.090

大 根

ホウレン草 志免 町

0.014 0.014

生産乳

消 費乳

夜須 町

筑紫野市

13.5,13.8

13.11,14.2

13.8,14.2

13.6.13.11 0.024 0.028 ⅣD 0.029



Ⅴ-41 佐 賀 県 に お け る 放 射 能 調 査

佐賀県

犬塚

目迫

1.緒 昌

平成13年度に文部科学省委託により佐賀県が実施した環境

結果を報告する

2.調査の概要

1) 調査対象

平成12年度と同様に､空間放射線及び環境試料中の放射能

行った｡

空間放射線は､佐賀市の1ケ所で､連続測定及び毎月1回の

による測定を行った｡

環境試料中の放射能については､ゲルマニウム半導体検出器

を実施した｡

調査対象試料数並びに測定内容は､降水109試料の全β放男

物12､大気浮遊じん4､上水2､土壌2､野菜2､精米1､

海産生物1試料の核種分析､並びに牛乳6試料の131Ⅰの測定1

2) 測定方法

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は､文部科学省

定法シリーズ及び｢放射能測定調査委託実施計画書(平成13

行った｡

3) 測定装置

全β放射能

核種分析

牛乳中の131Ⅰ

空間放射線

Aloka:LBC-451低/ヾックg.ランド放射能測

東陽テクニカ:GC-3019-7915-30

東陽テクニカ:GC-3019-7915-30

Aloka:1"×1"NaI(Tl)モニタリンクやホ○スト､Tl

4) 調査結果

調査結果は次表のとおり｡

壷Ⅰ に定時隆永訣料中の
=l

′｣ヽ



表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水)

採 取

年 月

放射能濃度 (Bq/L)

最低値 最高値

月間降下]

(MBq/kIポ)

平成13年 4月 N.D 2.6 13.

5月 N.D 0.62 10.

6月 N.D 1.43

7月 N.D 0.84 20.

8月 N.D 0.48 2.

9月 N.D 1.2 3.

10月 N.D 1.1 58.

11月 N.D 0.94 11.

12月 N.D

平成14年1月 N.D

1.3 25.

2.6 10.

2月 N.D 1.5 12.

3月 N.D 1.0 4.

年 間 値 1866.4 109 N.D 2.6 3.5 ～11

前年度までの過去3年間の値 84 ～120 N.D 15 N.D ～ 65

(注)N.D･･･定量限界未満を示す｡ -･･･測定せず｡

表Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ調査結果

採 取 場 所 佐賀郡大和町大願寺



表Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月 137c s

前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 佐賀市

降下物 佐賀市

上水 蛇口水 佐賀市

0 - 5c皿 佐賀市

5-20c皿 佐賀市

佐賀市 N.D

佐賀市

ホウレン草 佐賀市

佐賀郡

佐賀市

玄海町周辺

13.6,13.12

13.6,13.12

海

産
生
物

佐賀郡 0.055

(注)N.D･･･定量限界未満 を示す｡



表Ⅳ 空間放射線量率測定結果

モニタリングポスト(cps)

最 低 値 最 高 値 平 均 値

測 定 年 月

平成13年 4 月 11.1 15.6 12.6

11.4 16.2 12.6

6 月 11.3 19.7 12.8

7 月 11.3 20.5 12.6

8 月 11.5 18.0 12.7

9 月 11.6 15.6 12.7

10 月 11.9 19.9 12.9

11月 11.2 21.0 13.1

12 月 10.7 19.2 12.6

平成14年 1月 11.1 19.2 13.3

2 月 11.3 17.4 13.3

3 月 11.8 17.4 13.1

年 間 値 10.7 21.0 12.9

前年度までの過去3年間の値 9.8 22.1 12.6



Ⅴ-42 長崎県における放射能調査

長崎県衛生公

演野敏一

1.緒言

文部科学省の委託業務と して､平成13年度に長崎県

放射能水準調査結果について､その概要を報告する｡

2.調査の概要

1)調査対象
①全β放射能調査 :定時降水
②γ線核種分析調査:大気浮遊塵､降下物､陸水(蛇[

米､野菜(大根､ほうれん草)､

乳､日常食及び海産生物(アサ

ワカメ)

③空間放射線量率 :モニタリンクヾホ0スト､NaI(Tl)シンチレーション

2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定方法は｢放射能測定調三

善〔文部科学省､平成13年度〕｣及び科学技術庁編ニ

ーズに基づいて実施した｡

3)測定装置

①全β放射能:β線自動測定装置 アロカ製JDC-32(

②核種分析:Ge半導体核種分析装置 セイコーEG&(

ORTEC GEM-15180-P､92Ⅹ-ⅠISpectru

③空間放射線量率:

･モニタリ ングポスト アロカ製MAR-15

･NaI(Tl)シンチいション式サーへ+イメータ アロカ製TCS･166

4)調査結果

①定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した｡

中12件検出(最高値2.OBq/1)されたが､過去の結
度であった｡

②牛乳(生産地の原乳)中の131Ⅰの調査結果を表2に

の原乳について年 6回実施したが､いずれも131Ⅰは一

た｡過去の結果も同様に検出されなかった｡

③環境試料中の核種分析結果を表3に示した｡環境及
料について宴施 したn137C s は､大気 土



表1 定時降水中の全β放射能調査結果(平成13年

降水の定時採取(定時降

採取年月 放射能濃度 (Bq/L)

測定数 最低値 最高値

平成13年 4月

平成14年 1月

年間値

前年度までの過去3年間

の値

(注1)ND:測定値が測定誤差の3倍未満｡

表2 牛乳中の刷Ⅰの分析結果(平成13年度)

採取場所 諌早市 諌早市 諌早市 諌早市 諌早市



表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測

(平成13年度)

137cs

前年度ま で

去の 3 年間

値

試料名
採 取 場

所
採取年月

大気浮遊 じ

ん
長崎市

13年 4月

～14 年 3

月

降下物 長崎市

13年 4月

～14 年 3

月

陸水(蛇口
水)

長崎市
13年 6月

及び12 月

0～5c皿
小浜町

(雲仙)

5～20cm
小浜町

(雲仙)

13年 7月

長崎市 14年 3月

長崎市 13年12月

長崎市 13年12月

長崎市
13年 8月

14年 2月

長崎市

松浦市

13年 6月

及 び 10

月

0.065 0.069

海
産
生
物

アサリ 小長井町 13年 5月

アマダイ 長崎市 13年11月

ワカメ 島原市 14年 2 日 ⅣD ⅣD



表4 空間放射線量率測定結果(平成13年度)

測 定 年 月

モニタリ ングポスト

(cps)

最低値 最高値 平均値

サーベイ

ター

(nGy/h

平成13年 4月

平成14年1月

年 間 値 58～7

年度までの過

3年間の値
60一-8

(注1)サーベイメーターの値は､宇宙線の影響30nGy/bを含



Ⅴ-43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調

熊本県保健環境科

福島宏暢

内藤昌治

1 緒 言

前年度に引き続き､平成13年度に実施した文部科学省委託の環境克

ついて報告する｡

2 調査の概要

(1)調査対象

① 全ベータ放射能:降水(定時降水)

② ガンマ線核種分析:大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､

大根及びホウレン草)､茶(生産地)､精

(生産地)､日常食

③ 空間放射線量率:モニタリングポスト及びサーベイメータに

(2)測定方法

試料の採取､前処理及び測定は､｢放射能測定調査委託実施計

度)｣及び文部科学省編の各種放射線測定法シリーズに基づいて

(3)測定装置

① 全ベータ放射能

GM式ベータ線測定装置:アロカJDC-163

② ガンマ線核種分析

ゲルマニウム半導体検出器:EG&G ORTEC GEM一

波高分析装置 :セイコー･イージーアンドジー

③ 空間放射線量率

モニタリングポスト :アロカ MAR-21

シンチレーション式サーベイメータ:アロカ TCS-151

(4)調査結果

① 宇土市における定時降水の全ベータ放射能調査結果を表1に示

から放射能は検出されなかった｡

(到 ゲルマニウム半導体捻出盟に上る核種分析測定調香結果を蓑2



表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水)

採 取 年 月 放射能濃度(Bq/且)

測定数 最低値 最高値

平成13年4月

377.9

387.0

平成14年1月

年 間 値 92 N.D



表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定言

試 料 名 採取場所

採
取
年
月

137cs

∴

~~~~1

前年度まで過去
3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 宇土市

降下物 宇土市

上水源 水

蛇口水

淡 水

宇土市 13年6月

13年12月

0～5cm 西原村 13年7月

5～20cm 西原村 13年7月

精 米 合志町 13年10月

大 根

ホウレン草

合志町
- ■-

･-
■■ - 一 一

合志町

13年11月

13年11月

13年4月

13年4月

牛 乳 合志町 13年8月

14年2月

淡水産生物

日 常 食
熊本市

富合町

13年6月

13年12月

海 水



表3 空間放射線量率測定結果

28.7

7 月 27.9

8 月 28.3

9 月 28.6

10 月 28.2

11月 28.7

12 月 28.1

28.6

2月 29.1

3月 28.3

28.4

28.4*



Ⅴ-44 大 分 県 に お け る 放 射 能 調 査

大分県衛生環境扇

蛎月

1.緒 言

大分県において､平成13年度に実施した文部科学省からの委託による

の結果について報告する｡

2.調査の概要

1) 調査対象

① 定時降水の全β放射能調査

② 大気浮遊塵,降下物,陸水,土壌,精米,野菜,牛乳及び日常食の

③ 空間放射線量率測定

2) 測定方法

試料の採取､前処理及び測定は｢放射能測定調査委託実施計画書(平

放射能測定法(文部科学省編)に準じて実施した｡

3) 測定装置

① 全β放射能 アロカ製

② γ線各種 キャンベラ製

③ 空間放射線量率 アロカ製

アロカ製

GM自動測定装置 JDC-1

インスペクタ1200

モニタリングポスト MAR-

NaI(Tl)シンチレーション

TC S-131

4) 調査結果

① 全β放射能 大分市における定時降水の測定結果を表1に示う

したが､異常値は認められなかった｡

② γ線核種 分析結果を表2及び表3に示す｡測定試料数は2
⊥コk t

｣ゝ ⊥人Ill-し t▲｣L lヾ 亡□.山uJJ｣■-t_1｣∴=1丁■､t
一ゝ

t▲

_上_
t

｣1.



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果

採 取

年 月

降水の定時採取(定時

放射能濃度(Bq/L)

測定数 最低値

13年 4月

152.2

347.4

134.6

228.5

14年 1月

年間値 1468.0

前年度までの過去3年間の値

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果

採取場所 久住町 久住町 前年度ま

採取年月日 13.8.7 14.2.13 最低値

放射能濃度(Bq/L) 凡D



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名
の過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

大気浮遊じん 大分市

降下物 大分市

蛇口水 大分市
13.6

13.12

0～5cm 久住町 13.7

5～20cm 久住町 13.7

宇佐市

宇佐市 13.12

ホウレン草 宇佐市 13.12

久住町
13.8

14.2

大分市

日常食

13.6

13.11

佐伯市
13.6

13.11

表4 空間放射線量率結果

最低値 平均値

30 32

30 32

30 32

30 32

30 32



Ⅴ-45 宮崎県にお け る 放射能調査

宮崎県衛生月

中村公生

1緒 言

前年度に引き続き､平成13年4月から平成14年3月までに文部科学省〃

崎県における衆境放射能水準調査について､調査結果の概要を報告する｡

2 調査の概要

1)調査対象

宮崎県内における降水､大気浮遊じん､降下物､陸水(蛇口水)､土壌､

ホウレン草)､茶､牛乳､日常食及び空間放射線量率

2)測定方法

試料の調製及び測定は､文部科学省編｢放射能沸定調査委託実施計画書

ベータ放射能洲定法(昭和51年改訂版)｣及びrゲルマニウム半導体4

法(平成4年改訂版)｣により行った｡

3)測定装置

全ベータ放射能: GM式β線測定装置 (アロカ社

ガンマ線核種分析: Ge半導体核種分析装置

(SEIKO EG&G社製 GE

空間放射線量率: モニタリングポスト (アロカ手

シンチレーションサーベイメータ

(アロカ社靂

4)調査結果

表1に降水中の全β放射能調査結果を示す｡全β放射能濃度は前年度ま｢

較して､特に異常は務められなかった｡

表2にγ線核種分析結果を示す｡人工放射性核種としては1=csが､降~

常食から検出されたが､その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同番



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果

採 取

年 月

降 水 量

(m山1

降 水 の 定 時 採 取(定

放射能濃度(8q/L)

珊定数 最低値 最高値

平成13年 4月 204.8

平成14年 1月

年 間 値 3213.7

前年度までの過去3年間の債

(N.D

表2 ゲルマニウム半導体検出番による核種分析湘定評査結果

試 料 名 採取場所 採取年月

検
体
数

最低値 最高値

大気浮遊塵 宮崎市 13.4～14.3

降 下 物 13.4～14.3

蛇口水 13.6,13.12

0- 5cm 佐土原町



表3 空間放射線量率沸定結果

沸 定 年 月
モニ卵ンタ●轟●スト(nGy/h) サ叫●ィメ∵タ

(nGy/b)

52

50

56

54

50

52

50

54

50

50

52

50

鱒低値 最高値 平均値

平成13年 4月 25.1 44.5 27.2

5月 25.3 46.6 27.0

6月 24.9 46.0 27.1

7月 25.2 32.8 26.5

8月 25.1 44.1 26.7

9月 25.1 42.3 27.2

10月 25.0 41.1 27.0

11月 25.4 44.6 26.9

12月 25.1 37.9 26.6

平成14年 1月 25.0 47.9 26.8

2月 軍5.0 37.4 26.6

3月 24.9 44.0 26.6

年 間 債 24.9 47.9 26.9 50～56

48～78前年度までの過去3年間困匪 25.1 56.9 27.4



Ⅴ-46 鹿児島県における放射能調査

鹿

1.緒 言

平成13年度に鹿児島県が実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結

なお,本県では上記委託調査のほかに,九州電力㈱川内原子力発電所周辺

実施しており,その調査結果については｢川内原子力発電所周辺環境放射線

報告している｡

2.調査の概要

1)調査対象

降水(定時降水)の全ベータ放射能,降下物,陸水(蛇口水),土壌,

レンソウ),茶,牛乳,日常食,海産生物,海水及び海底土の核種分析並て

2)測定方法

試料の採取,前処理,調製及び測定は,文部科学省編の各種放射能測定

能水準調査委託実施計画書(平成13年度)｣に基づいて行った｡

3)測定装置

① 全ベータ放射能調査

GM計数装置:アロカ･GM-5004

② 核種分析調査

Ge半導体検出器:EG&G ORTEC･GMX30200-S

波高分析装置:EG&G ORTEC･92Ⅹ

③ 空間放射線量率調査

1"¢×1"L NaI(T且)シンチレーション検出器:アロカ･MAR-

1"¢×1"L NaI(T且)シンチレーション式サーベイメータ:アロメ

4)調査結果

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表-1に,空間放射線量率笥



(表-1) 定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取･(定時降水)

採 取

年 月

降水量

(mm)
放射能濃度(Bq/1)

測定数 最低値

平成13年4月

平成14年1月

年 間 値 2,326.1

前年度までの過去3年間の値

(測定場所:鹿児

(表-2) 空間放射線量率測定結果

最低値 平均値

30.7 35.2

30.6 35.1

30.6 36.4

31.6 35.9

32.0 36.7

32.5 37.7

4.7 37.4

32.7 37.6



(表-3) ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試 料 名 採取場所 採取年月

検
体
数

前年度まで

過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最高値

降 下 物 鹿児島市 H13.4～H14.3

蛇口水 鹿児島市 H13.8,H14.2

0～5cm 開聞町 H13.9

5′～20cm 開聞町 H13.9

精 米 鹿児島市 H13.12

大 根 開聞町 H13.12

ホウレンソウ 松元町 H13.11

知覧町 H13.6

宮之城町 H13.7

生 産地 加治木町 H13.5,8,12,H14.2

消 費地 鹿児島市 H13.8,H14.2

日 常 食
大口市 H13.6,11

川内市 比L3.6,11

海 水 加世田市

海 底 土 加世田市 H13.9

水産生物 きびな 阿久根市 H13.11



Ⅴ-.47 沖縄県における放射能調査

沖縄県衛

宮城良一

金城義勝

1.緒言
前年度に引き続き文部科学省の委託を受け,平成134

県が実施した環境放射能調査の概要を報告する.

2.調査の概要

1)調査対象
降水,降下物,陸水,農畜産物,日常食,土壌,辛

土,海産生物及び空間線量率の測定を行った.

試料の採取または測定地点,測定結果を表1～4にラ

2)測定方法

試料の採取,前処理及び測定法は｢平成13年度放射

計画書｣,｢全ベータ放射能測定法｣及び｢ゲルマニウ.

出器を用いた機器分析法｣に基づいた.

3)測定装置

a.GM測定装置 Aloka TDC-511,SC-756C

b.Ge半導体検出器 EG&G ORTEC GEM-25185-P

MCA波高分析装置 EG&G ORTEC TRUMP-8k-W3&MAf

c.モニタリングポストAloka
MSR-151W,ND-105

d.サーベイメータ Aloka TCS-166

4)調査結果

a.降水,降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1
降水の放射能濃度,降下量はすべてN.D.であった

月間降下量はN.D.～100.1MBq/km2 の範囲で特に異
れなかった.

b.牛乳中の131Ⅰの測定結果を表2に示す.

131Ⅰは何れの試料においても検出されなかった.

c.ゲルマニウム半導体検出器による137csの測定結果
示す.環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベ

特に異常値はみられなかった.

d.空間放射線量率の測定結果を表4に示す.



(1)大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査舞

降水の定時採取(定時降水)

採取

年月

降水量

(mm)

放射能濃度(Bq川

測定数 最低値 最高値

月間降下量

(MBq/kポ)

平成13年 4月

平成14年1月

年間値 1892.5

前年度まで過去3年間の値 N.D.～ N.D.

*:降水は大里村､大型水盤による降下物は与那城町で採取している｡



(3)ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果

試料名 採取場所

採
取
年
月

検
体
数

前年度まで過去3年間の値

最低値 最高値 最低値 最嵩値

大気浮遊じん

降下物 与那城町 H12.4～13.3

上水 源水

蛇口水 那覇市 H13.6,H14.1

0～5cm 那覇市 H13.6

5～20cm 那覇市 H13.6

与那城町 H13.10

与那城町 H13.10

ホウレン草 与那城町 H13.10

与那城町 H13凰H14.2

淡水産生物 与那城町

日常食 那覇市他 H13.6,H14.1 0.064



(4)空間放射線量率測定結果

8.3 10.0 9.0

8.1 10.2 9.0

8.1 12.9 8.9

8.6 10.3 9.3

8.8 10.8 9.7

8.6 14.1 9.4

8.5 13.0 9.3

8.2 13.9 9.2

8.2 12.5 9.1

7.3 14.1 9.1 5

6.1 24.5 9.2 5
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